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突発的プロポーズの行方




　しとしとと雨が降る土曜の夜だった。

　古式ゆかしい日本料亭の座敷で、佐さ々さ良ら菜な摘つみは向かいに座るスーツ姿の美麗な男――日ひ高だか理まさ仁ひとを前にして息を呑のんだ。

　男は日本有数のパティスリーを全国展開する『ミレーヌ』の若き社長である。

　梅つ雨ゆが明け、さぁこれから夏本番という矢先の雨が湿度を上げているのに、理仁の黒髪は暴発するどころかサラサラ。理知的な双そう眸ぼうは自信に満ち溢れ、少し薄めの唇は笑みをたたえていた。

「菜摘さん、俺と結婚しよう」

　挨拶もそこそこに、理仁が口にした言葉に菜摘の目が点になる。

　菜摘の隣で弟の大だい地ちは「け、結婚!?」と調子はずれの声をあげた。

　驚くふたりを前にして、理仁はとんでもないことを口走ったとは思えない涼しい顔をしている。

　菜摘は今日、祖父に言われるままに着物を着て、指定された料亭へ大地とふたりでやってきた。そこでなにが待ち受けているのかも、誰と会うのかも知らされていなかったのだ。

　菜摘と理仁は恋人同士ではない。言うまでもなく友人でもない。

　それなのに、いきなり結婚ときた。

（これって、まさかお見合いだったの……？）

　どちらも親は同席せず、菜摘は弟とふたりだし、理仁のほうは秘書の男性とふたり。

　ごく普通のお見合いに比べたらフランクな気もするが、到着して早々に彼が結婚について切り出してきたということはそうなのかもしれない。

　でも肩書きにも容姿にも恵まれた理仁が、どうして自分のような一般人にプロポーズをするのか。不可解極まりない。

　母親譲りの色白な点は自分でも誇らしいが、それ以外に取り立ててチャームポイントはなく、肩より少し長い髪をした容姿は特別目を引くわけではない。

（そんな私にどうして……？）

　菜摘はあまりにもびっくりしてなにも返せず、口を半開きにして彼を見つめた。

「キミは『佐さ々さ良らイチゴ農園』を潰したい？」

「潰したいだなんてまさか」

　今度は〝潰す〟ときた。どちらも突然すぎて話についていけない。

　佐々良イチゴ農園は菜摘の祖父・和かず夫おが大切にしている農園だが、その和夫は心臓を悪くして二週間前から入院中だ。

　中学生のときに両親を亡くした菜摘は大地とともに祖父母のもとに引き取られ、二十七歳になった今も農園を営む和夫の家に暮らしている。

　祖母が五年前に亡くなり、現在は三人家族。それなのにいきなり……。

「どうしてそんな話になるんですか？」

「おじい様もキミたちには言えずにいたようだけど、ファインベリーの開発で佐々良イチゴ農園は多額の負債を背負っている」

　目まぐるしく転換する話題が頭を混乱させる。結婚の次が、祖父の農園を潰す潰さないの話になり、今度は借金だという。

「負債？　……多額の？」

　理仁は噛みしめるようにゆっくりとうなずいた。

　寝耳に水だった。農園がそんな事態に陥っているなんて知らず、和夫から聞いてもいない。

　大地とそろって唖あ然ぜんとして理仁を見つめた。

　理仁の言うようにファインベリーは和夫が開発を手がけた新しい品種のイチゴである。四季成りといって、通常は実をつけない夏から秋にも収穫できるイチゴだ。

　冬から春にかけて出回る一季成りに比べて、四季成りは糖度が低く味もあまりよくないものが一般的。そのため和夫は、十年前から甘くておいしい四季成りイチゴの開発に取り組んできた。

　それが見事成功し、農林水産省へ品種登録を出願中である。申請から間もなく二年が経過し、そろそろ認可の通達が届く頃だろう。

　開発にお金が必要なのは菜摘にも想像がつくが、多額の負債を抱えているとは知らなかった。農園の運営に行き詰まっている様子はなく、会計帳簿などを管理しているのは和夫ひとりのため、菜摘は借金とは程遠い健全な経営だと勝手に思い込んでいた。

　現在和夫が出荷しているイチゴは関東圏では広く出回っている一季成りの品種で、味も品質も抜群だと評価が非常に高い。特に都内の小売店では人気がある。

　関東でイチゴといえば栃とち木ぎが有名だが、配送コストや新鮮さの観点から、都内でハイクオリティのものを作る佐々良イチゴ農園は貴重な存在として扱われている。

（それなのに借金だなんて……）

　菜摘は、そんな大事なことに気づかずにいた自分の未熟さが歯がゆかった。

「借金でイチゴ園を潰したくないからなんとか工面できないかと、キミたちのおじい様がミレーヌを頼ってきてね」

「祖父が？」

　理仁が目線だけでうなずく。

　菜摘や大地の知らないところで和夫が頭を下げていたとは。

　ミレーヌと取引を開始してからまだ一年。信頼関係を築くには早い気もするが、和夫はそれだけ切羽詰まっていたのか。

「その負債をうちで肩代わりする条件として、俺のほうは菜摘さんとの結婚を提示したんだ」

　理仁は明瞭な口調でそう言った。

　でも農園の借金が、なぜ菜摘との結婚につながるのかがわからない。

　見た目はもちろん味も抜群なミレーヌのスイーツはたびたびテレビや雑誌で取り上げられ、女性たちがこぞってＳＮＳなどで紹介している。特にオーダーメイドのロールケーキはなかなか予約が取れないことで有名だ。

　そんなスイーツに劣らず話題になるのが、理仁本人である。三十二歳の若さで父親から引き継いだミレーヌを急成長させている手腕と、類たぐいまれなる容姿は注目の的。世の女性が放っておかない。

　違う世界に生きていると言ってもいいような理仁からいきなり突拍子もない話をされ、菜摘の頭の中は大混乱。縦横無尽に道路が行き交う首都高のように、思考があちこちと走って一向にまとまらないときている。

　パティスリーならば、イチゴはショートケーキやタルトなどなにかにつけて使う商材だろう。でも、取引先は佐々良だけではないはず。

（うちがダメなら、ほかの農園だってあるのに）

　佐々良に固執する理由がわからない。菜摘が借金のカタになるとは思えないのだ。

「この一カ月、こちらでも農園の経営状況や畑の運用について、佐々良さんが提示してくれた資料をもとに協議を重ねてきた」

　理仁は、うしろに控えている秘書からクリアケースを受け取る。そこから何枚か重なった用紙を取り出して菜摘の前に差し出した。

　おっかなびっくり手を伸ばして取ると、そこには農園のここ五年間の経営数値が表にされていた。

　一番下の行には経常利益とあり、マイナス表記がされている。つまり赤字だ。それが年を追うごとに膨れ上がっている状況である。

「その結果、ミレーヌで面倒をみようと決定したわけだ」

「でもどうしてそこで姉との結婚が出てくるんですか？」

　大地がもっともな疑問をぶつける。

　理仁はいったん大地に投げかけた視線を菜摘に向けた。そのまっすぐな目にたじろがずにはいられない。

「俺がキミを手に入れたいから」

「……え？」

　まるで菜摘に好意があるような言い方だった。

　不覚にもドキッとして大きく動揺する。隣の大地から戸惑う空気を感じたものの、そちらを見る余裕はない。

「な、なにを言ってるんですか」

　つかえながらもなんとか反論する。

　冗談にもほどがあるだろう。からかうのはやめてほしい。

　三十二歳にして社長の肩書を持つ男が、どこにでもいそうな普通の女である菜摘をほしいとは何事か。

「キミと結婚したい。恋人はいないそうじゃないか。おじい様もそう言っていた」

「ちょっと待ってください。いきなりそんな話をされても」

　あまりにも唐突すぎて話が頭の中に入ってこない。まるで他人ひと事ごと。自分の話をされている感覚がないのだ。

　なにしろ理仁は仕事を通して知っているだけの間柄。にもかかわらず突然現れて結婚と言われ、はいわかりましたと答えられるはずはないだろう。

「いきなり？　俺の勘違いでなければ、キミには一度プロポーズしたと記憶しているけど」

「ですが、あれは……」

　たしかに彼の言うようにプロポーズはされている。でも気持ちがこもっているようには感じられず、菜摘はその場限りの冗談だと思って流した。

　そもそも菜摘は、理仁の周りにいそうな華やかな女性たちとはまったく違う生活を送っている。農家の娘で、キラキラした世界には程遠い。そんな女にプロポーズなんて、冗談でなくてなんだと言うのか。

「このままいけば経営破綻は免れない。おじい様が大切にしている農園をこのまま潰したい？」

「それは嫌です」

　首を大きく横に振る。ファインベリーも、あとひと息で出荷できるようになるのだから。八年もの歳月をかけて、ようやく完成に漕ぎつけたのだ。それから二年、登録完了まであとひと息だというのに。

（それを目前にして潰すなんて……！）

　菜摘は強い視線で理仁を見つめ返した。

「それなら、この話は非常に有意義なものだと思うよ。俺と結婚すれば、イチゴ農園は責任をもって存続させる」

　結婚と引き換えに農園を救うと言う。

「それはつまり……」

「利害の一致による結婚と思ってもらってもいい。菜摘さんは農園を救いたい、俺はキミを手に入れたい。お互いにとっていい話だと思わない？」

　あくまでもビジネスライクに問いかける。

　農園を助けてもらえるのはとてもありがたいが、菜摘との結婚を引き換えにという点が今ひとつ解せない。『そうですね！』と即答できなくて当然だろう。

　重大なふたつの話を前にして、菜摘は瞳を揺らして理仁を見つめ返した。

「一週間後にキミの自宅に迎えに行くから、それまでに荷物をまとめておいてくれると助かる」

「迎え？」

「早速ふたりの生活をスタートさせよう」

　なにからなにまで唐突で言葉も出ない。

「じゃ、また、菜摘さん」

　理仁は菜摘の戸惑いをよそにゆったりとした所作で立ち上がり、黒子のような秘書を従えて座敷を後にした。

　数秒ほど茫ぼう然ぜんとした菜摘は、ハッとして立ち上がり彼を追いかける。このまま帰すわけにはいかない。

「待ってください」

　料亭の玄関で悠然と靴を履いた彼は、不意に振り返り菜摘に手招きをした。幼い子どもを呼び寄せるがごとく、ひらひらと指先だけを動かして。

　なぜか吸い寄せられるようにして近づいたら、理仁にふわりと抱きしめられた。真綿のように優しいのに、秘めた強さをもった腕だ。ふとオリエンタル系の香りが鼻をかすめ、まるで甘い呪縛のように菜摘を捕らえて離さない。

　思いがけない事態にドキッとさせられ身動きをとれなくなる。

「着物、やっぱりよく似合うな。素敵だ。じゃ、一週間後を楽しみにしてる」

　そう言って理仁は、抱きすくめた菜摘の頭頂部にやわらかなキスをひとつ落とした。

　次から次へと予想外の展開ばかりで声も出せない。

「ここは予約だ」

　理仁は、引き離した菜摘の唇に親指でそっと触れた。

「唇にキスするまでにキミはきっと俺を好きになる」

　予言めいた言葉はまるで呪文のよう。

　なんて身勝手で自信満々な宣言なのか。意味深に微笑む彼を見ていられず、ぎこちなく目を逸そらす。うっかりそのシーンを思い浮かべる想像力の豊かな自分が恨めしい。

「支払いは済ませてあるから、大地くんとふたりでゆっくり料理を食べていくといい」

　理仁は「じゃ」と、再びひらひらと指先を揺らした。

　菜摘は、魂たましいを抜かれたように立ち尽くした状態。彼が去り、引き戸が閉じられても、しばらくそこから動けなかった。

「どうかされましたか？」

　玄関で棒立ちになっている菜摘に気づいた店員に声をかけられ、ようやく我に返る。

「いえ……」

　思い出したようにトボトボと座敷に戻ると、一緒に話を聞いていた大地が心配そうな顔で菜摘を待っていた。

　少し癖くせのあるやわらかそうな髪に中性的な顔立ちをした大地は、姉の菜摘と双子並みに瓜うりふたつの大学四年生。黒縁スクエア型のメガネをかけているが、それを外した顔はまさしく菜摘のコピーだ。

「ねえちゃん、どうすんだよ」

「……え？」

　つい意識がべつのほうに飛び、話を戻すのに四苦八苦する。それもこれも罪深い抱ほう擁ようと意味深な言葉のせいにほかならない。

「え？じゃねえよ」

　大地に呆あきれられ、急いで頭を切り替えた。

「結婚、だよね。ほんとにどうしよう」

　膝から力が抜けたようにその場にストンと腰を下ろす。

「だけど、うちの農園がそんなにひどい状態なんて、俺知らなかった」

「私もだよ」

「ねえちゃんがそうなんだもんな、俺が知らなくてあたり前か」

　おそらく和夫は、菜摘たちに心配をかけたくなかったのだろう。その心労がたたって、心臓に負担をかけたのかもしれない。経営の悪化を理仁に打ち明けるくらいだから、相当まずい状態なのは予測がついた。

「ねえちゃんが結婚したくないって言うなら、する必要はないと思うけど。日高理仁と付き合っていたのならともかく、いきなり結婚なんて幸せになりっこない」

　大地の言うことはもっともである。

「でもね……」

　最初に理仁から結婚を提示されたときには絶対ありえないと思ったが、和夫の気持ちを考えると完全にノーと突っぱねられない。和夫は、なんとかしたくて理仁にすがりついたのだろうから。

　一緒に暮らすようになってから、和夫が農園をどれだけ大切にしてきたかを見てきた。ファインベリーの開発を人生最後の目標にしてきたのも知っている。その成功に全身全霊をかけてきたのに、品種登録完了を前に農園を手放すなんてあまりにも酷だ。

　両親を亡くしてからこれまで、菜摘も大地も和夫に愛情たっぷりに育ててもらった。困ったことがあれば真っ先に相談するのは、いつだって和夫だった。どんなときにも誠心誠意、対応してもらってきた。

　そんな和夫の夢を菜摘が壊していいわけがない。

「農園をこのまま潰せないよ」

　和夫が存続を願っているのならなおさらだ。

「じゃあ、日高理仁と結婚するのか？」

　大地がメガネの奥で目を鋭くさせる。

　農園は理仁の助けなしに成り立たないと示されたが、さすがに即答できず言葉に詰まった。

「ねえちゃん、あの人のこと苦手だって言ってたもんな」

　大地の言うとおりなのである。

　理仁とはミレーヌが主催するパーティーで顔を合わせたり、彼が農園に来たときに対応したりしたが、自信に満ち溢れたオーラには引け目を感じるし、強引なところにも躊ちゅう躇ちょしてしまう。

　さっきだってそう。突然抱きしめるなんて反則だろう。しかも、彼のほうは余裕綽しゃく々しゃくの態度なのだから。

　スイーツ王子などとマスコミにもてはやされる彼は、ひっそりと農園で暮らしてきた地味な菜摘とは生きる世界がまるで違う。大好きな祖父の大事な農園を守りたい気持ちは強いが、そんな男との結婚生活が菜摘はどうしても想像できなかった。

　なにしろ恋愛感情もない。一番肝心な愛なくして、結婚がうまくいくとはどうしても思えないのだ。両親の仲がよかったため余計にそう思ってしまう。

　それに一週間後に迎えに来るというのも性急すぎる。もう少し時間がなければ、気持ちの整理だってできないではないか。

　かといって自分の意見だけを言って去った理仁に、菜摘が猶予をほしいと頼んでもきっと丸め込まれて終わりだろう。

（どうしたらいいの……？）

　豪華な懐石料理が運び込まれるなか、どうしても結びつけられない農園の存続と結婚を前にして菜摘は頭を抱えた。




　翌日の午後、菜摘は和夫が入院する病院へやってきた。言うまでもなく、和夫本人に昨夜の一件を確かめるためである。

　要よう塞さいのような『久く城じょう総合病院』をいつものように進み、五階の病室へ急ぐ。

　四人部屋の窓際。少しだけ開いたカーテンから顔を覗かせると、和夫はベッドのリクライニングを起こして本を読んでいた。

「おじいちゃん、具合はどう？」

「菜摘」

　和夫の顔がパッと明るくなる。声には張りが戻り、入院時に比べたらずいぶんと元気になった様子だ。

　白髪交じりとはいえ豊富にある髪とピンと伸びた背筋のためか、七十八歳の実年齢よりもうんと若い。もともと覇は気きがあり元気なおかげもあるだろう。

　和夫は老眼鏡を外して本と一緒に脇に置き、菜摘は隅に置いてある椅子を引っ張ってきて腰を下ろした。

「農園が大変だって、話してくれればよかったのに」

　菜摘がそう口にした途端、和夫の顔が曇る。

「日高さんから聞いたか」

　そのひと言は、理仁の話が事実だと知るには十分だった。

「おじいちゃんに言われて料亭に行ったら日高さんが来るんだもん。びっくりしたんだからね？」

　しっかり着物まで着込んで待っていた相手が、まさか理仁だとは知る由もない。菜摘は大切な人が来るからということしか聞かされていなかったのだ。

「驚かせてすまなかった」

　申し訳なさそうに眉尻を下げて謝る。

「だけど謝るのは私のほう。一緒に住んでるのに、農園が大変だなんて全然気づかなかった」

　いつも明るい和夫が笑顔の裏で、そんな重大な悩みを抱えていたとは。自宅で倒れて運ばれたときにも、ただの働きすぎだと思ったくらいだ。心労も重なっていたとは考えもしない。

「菜摘と大地には余計な心配をかけたくなかったんだ。幼い頃に両親を亡くしたふたりを大きな口を叩いて引き取ったくせに、借金を抱えたなんてカッコ悪いだろう？」

「カッコ悪いなんて思わないよ。おじいちゃん、ずっと一生懸命私たちを育ててきてくれたじゃない」

　それは亡くなった祖母も同じく。両親を亡くした菜摘たちに不自由や寂しい思いをさせないよう、同等かそれ以上のことをしてきてくれた。農園という仕事に向き合う真面目な姿勢も、ずっとそばで見てきた。

　だから借金を背負ったからといって、それをカッコ悪いと思うわけがない。むしろ新品種の開発に成功した和夫を誇りに思っている。

「菜摘にそう言ってもらえてうれしいよ」

　少し照れくさそうに笑うが、やはりどこか弱々しい雰囲気も漂う。菜摘に対して負い目を感じているのかもしれない。

「私がもっと頼りになればいいんだけどね」

　理仁に助けを求めなくても、菜摘がなんとかできれば一番よかったのにと思わずにはいられない。ここぞというときに力になれない自分がもどかしくもある。

「菜摘は頼りなくなんかないぞ。孫娘と一緒にイチゴを育てられるなんて想像もしていなかったからな。なによりの幸せだ」

　大学の農学部で学んだ菜摘は卒業後、農園で和夫と一緒にイチゴを育てている。大学で習得した知識を少しでも生かせればと、和夫に負けず劣らずイチゴを愛してやまない毎日である。

「日高さんが農園を救済してくれるのはわかったんだけどね……」

「結婚の話だろう？」

　和夫はすぐに察した。

「うん、いきなりだったから」

　何度考えても、すんなり受け入れられない。

「だけど、彼はなかなかの男だと私は思うよ。あ、いやこれは、農園を救いたいからじゃないのはわかってくれよ？」

　和夫は急いで訂正を入れながら続ける。

「最初は菜摘との結婚と言われて驚いたんだが、聞いてみれば彼は一度、菜摘にそんな話を持ちかけているそうじゃないか」

「でもそれはほんの冗談だから」

　本気のわけがない。きっとほかの女性たちにも軽いノリで言っているだろう。あまりよく知らない相手にプロポーズできるなんて、相当女性慣れしている証拠だ。

「私はそうは思わないけどね」

　その根拠はどこにあるのか。和夫はやけに自信たっぷりに言った。

「菜摘は亡くなった純じゅん子こさんに似て色白でべっぴんさんだし」

　純子は菜摘と大地の母親だ。菜摘が中学生のときに父親と一緒に交通事故で亡くなっている。

「それは、おじいちゃんの欲目」

「そんなことはないぞ。イチゴを食べてるから美人なんだって近所でも評判なのを知らないのか」

「やだ、なにそれ」

　クスクス笑う。それは社交辞令というやつだ。

「ただのお世辞なんだから、真まに受けちゃダメだよ」

「いいや、お世辞なもんか」

　和夫は頑として譲る気はないようだ。

「いつだったか、雑誌でイチゴ農園を特集した記事に菜摘が掲載されただろう？」

　一年ちょっと前だろうか。都心部にあるイチゴ農園の特集が組まれた農業の専門誌だ。若い女性がイチゴづくりに携わっているのは珍しいからと、ライターにお願いされて仕事風景を撮影されたことがあった。

　いくら農業の専門誌とはいえ多くの人が目にするもののため、菜摘は渋々応じたのだが。

「発売後に話題になって、出版社にたくさんの問い合わせがあったそうだよ。あのかわいい子はどこの誰だって」

　それらの声には〝農作業をしているわりに〟というニュアンスが含まれているに違いない。和夫がオーバーに言っているのだ。

「彼が社長になってからミレーヌは業績も絶好調のようだし、日高さんは精せい悍かんさが増して男ぶりがどんどん上がってる。年寄りの私から見てもいい青年だと思うよ」

　見た目がいいのは菜摘だってわかっている。ミレーヌ主催のパーティーに和夫と招待されたときにも、女性陣の視線を彼がひとり占めしていた。そこにいるだけで華があり、紳士的な仕草に見え隠れする色気から目を逸らせなくなる。

　心を囚とらわれたら危険。そう思わせる男なのだ。

「だけど、今度の土曜日に迎えに来るって言うの」

　結婚の話が唐突なら、同居の話もいきなり。すべてが急なのだ。それも『キミを手に入れたいから』だなんて甘い言葉で誘うのだから。

「早速一緒に生活したいと、私にもお願いに来たよ」

　和夫にまでしっかり手を回していたようだ。用意周到すぎて呆あっ気けにとられる。

「おじいちゃん、了承したの？」

「菜摘がいいと言えば、とね。でもね、お前が結婚したくないのなら私はそれで構わないと思ってるよ」

「でも、それじゃ農園が」

　経営は立ち行かなくなる。せっかく完成させたファインベリーも卸せなくなる。ないないづくしだ。

「それもまた運命さだめだ。菜摘の気持ちがなによりも肝心だからね。大切な孫娘よりも守るべきものなんてこの世にない。借金返済はべつの方法を考えるから」

「おじいちゃん……」

　理仁に相談はしたものの、あちらから結婚を条件に出されてしまい、和夫は和夫で悩ましいのだろう。そんな気持ちを思うと、菜摘ももどかしくてたまらなくなる。

「だから菜摘は自分の思うとおりの答えを出すといい。私はそれを受け止めるだけだ」

　和夫はそう言って優しく笑った。

「そうだ、菜摘、プリン食べるか？　昨日、友達が見舞いに来て置いていったんだ。菜摘たちが来たら食べさせてあげてとね」

　備えつけの冷蔵庫を指差し、開けて取ったらいいと和夫が言う。

　扉を開けて取り出してみたら、ホイップされたクリームの上に小さなイチゴがのっていた。

　結局、結論は菜摘の手中に舞い戻る。農園とイチゴの未来も、菜摘自身の未来も。

　人生を揺るがす選択を前に、菜摘の心は大きく揺れていた。










出会いからこれまでの一年




　築四十年が経過する昔ながらの日本家屋は、菜摘が大地と暮らす祖父の家である。

　いかにも農家といった風情の佇たたずまいは重厚感があり、菜摘はけっこう気に入っている。この頃は修繕を必要とする箇所もあれこれ出てきているが、祖父が自分で直すこともしばしば。とても器用なのだ。

　理仁と初めて会ったのは今から一年前、菜摘が二十六歳のとき。理仁はまだ専務で、ミレーヌが出店に加速度をつけはじめた頃だった。

「菜摘、くれぐれも粗相のないように頼んだぞ」

　自宅の茶の間で、心配を隠さず和夫が何度も言う。

「うん、わかってる。なにかわからない質問をされたら、おじいちゃんのところへ連れてきてもいいでしょ？」

　今日はこれからミレーヌの専務が、農園の見学に来る予定になっている。新規に取引を始めるにあたっての視察だという。

　和夫が案内する予定だったが、昨日、除草作業をしている際に自分の足を鎌で切りつけてしまい歩くのが困難なのだ。代わりに菜摘が案内役を務めなくてはならない。

「もちろんいいけど、菜摘なら答えられない質問はないはずだ。自信をもってやればいい」

　菜摘が大地とともに和夫に引き取られたのは中学生のとき。それまでは父親の仕事の関係で神こう戸べに住んでいたため、会うのはお盆と正月くらいだった。

　両親を亡くして大地とここへやってきたばかりの頃は、慣れない生活に不安と寂しさばかり。祖父母に嫌われたら居場所がなくなる。農園の手伝いをするようになったのは、そんな強迫観念からだった。

　収穫はもちろん、肥料を混ぜ合わせたり苗を植えたり。最初は嫌われないための手段でしかなかった手伝いが、次第に楽しくなったのは高校生の頃だった。

　自分で手をかけた苗が花を咲かせ、実をつける。それが甘くおいしかったときの感動といったらなかった。

　もっとイチゴについて学びたい。そんな思いが強くなり、菜摘が進学先に選んだのは大学の農学部。土いじりだけではなく、ＤＮＡなど化学的な側面からも学べたのは有意義なものだった。

　その知識を和夫の農園でも生かせるよう、卒業してからも勉強の日々である。

　和夫に励まされ、菜摘は「わかった」と強くうなずいた。




　約束の午後二時、ミレーヌの専務は時間きっかりに高級車でやってきた。ピカピカに磨き上げられた真っ黒な車体が目にも眩まぶしい。

　後部座席から降り立ち、男性秘書をうしろに従えた彼の姿をひと目見た菜摘は息を呑んだ。ハウスが何棟も建ち並ぶ農園には不釣り合いな、美麗な男だったのだ。

　専務という肩書から勝手に五十代くらいの男性を想像していたため、ギャップに戸惑う。

　スラッとした体躯に上質なネイビーのスーツ。理知的な笑みを浮かべた顔は、おとぎ話に出てくる王子様のよう。農園が一瞬にして西洋のお城の風景に変わる。

　思わず出迎えの言葉をかけるのも忘れてその姿に見み惚とれていたら、理仁に先を越されてしまった。

「ミレーヌの日高理仁です」

　流れるような動作で名刺を取り出し、菜摘に差し出す。

（そういえばおじいちゃんが、社長の息子だと言っていたっけ）

　農園の説明をしなくてはならないとテンパっていたため、その情報をすっかり忘れていた。

「は、はじめまして。佐々良菜摘と申します」

　ぎこちなく頭を下げると、理仁からクスッという笑みが漏れ聞こえた。容姿端麗ぶりに見惚れていたのが、きっとバレたのだろう。ものすごく恥ずかしい。

「私、名刺は持っていなくて」

　カーゴパンツやワークエプロンのポケットを探る真似をするが、当然ながら名刺代わりになるようなものはない。

「気にしなくていいよ。菜の花の〝菜〟に花を〝摘む〟で菜摘さん、だよね」

「祖父からお聞きになったんですね」

　和夫は、自分に代わって菜摘が対応するのを事前に報告していたのだろう。

　年上だから余裕があって当然とはいえ、オロオロする菜摘と対照的に落ち着き払った様子はまさに大人の男性だ。

　その彼がなぜかしばらく菜摘をじっと見つめたため、妙な間が生まれる。

（どうしたのかな……？）

　まばたきするのもためらうほど、まっすぐな眼差しだった。数秒間の沈黙のあと、思い出したかのように彼の手がハウスのほうに向く。

「早速、案内してもらってもいいかな」

　ポーッとしている場合ではない。理仁に促され、「はい」と背筋が伸びた。

　佐々良イチゴ農園には栽培専用のハウスが八棟ある。全国的に見れば小規模かもしれないが、都心の住宅地にあるのを考えたら大きなほうだろう。

　地面から一メートル高い位置で作る高設栽培にしたのは、今から五年前。それにより低い位置で土をいじったり収穫したりする必要がなくなったため、作業の負担が大幅に軽減された。特に年を重ねた和夫には、もってこいの栽培方法と言える。

　農業協同組合、通称ＪＡの担当者によると、近頃はこの高設栽培に移行する農家が増えているらしい。潅かん水すいや追肥などの養液管理を自動化できることや、土壌由来の病気の発生や連作障害も軽減できるメリットがあるからだ。

　まずは理仁を栽培ハウスへ案内した。

　七月の今の時期は収穫も終わり、ランナーと呼ばれる、親株から長く伸びたツルを切り離し終えたところ。株を傷つけるとたんそ病に感染しやすくなるため、気を抜けない作業だ。

　夏場のハウス内は外とは比べ物にならないほど高温になるため、かなり過酷でもある。今も一歩足を踏み入れた途端、理仁の顔が険しくなった。湿気をはらみ、ムワッとした空気は、とても不快だろう。

「ランナーを切り取ったあと、このハウスの中は？」

「収穫後の株を片づけたら、次の定植に向けて太陽熱で殺菌処理します。あ、定植というのは、苗として育てていたものを本式に植えつけることをいいます」

「ここから切り取ったランナーは？」

「ハウス棟の奥にある小屋に運んで花芽をつけさせていきます」

　ひとつひとつの質問に丁寧に答え、説明を付け加えていく。

　これから契約をする大切な取引先のため、和夫の言うようにしくじるわけにはいかない。緊張感を保ちつつ、心を落ち着かせた。

　高温のハウスから出ると、三十度以上ある外気にすら涼しさを感じる。

　理仁はハンカチを額にあてながら空を仰いだ。

　真夏にスーツをしっかり着込んでいるというのに暑苦しさを感じさせないのは、内面から滲にじみ出る爽さわやかさのせいなのか。汗を拭う仕草ですら決まって見える。

「四季成りイチゴの品種改良に成功したそうだね」

　そんな話まで知っているとは思いもしなかった。どこからか聞いたのだろうか。

「そうですね。品種登録を待っている段階です」

「それはどこで栽培を？」

「あちらです」

　少し離れた場所にあるハウスを手で指し、理仁に振り返って案内しようとしたときだった。足もとの小さな段差に踵かかとが引っかかり、体がうしろに傾く。

「きゃっ」

　思わず声をあげると同時に理仁に腰をぐっと引き寄せられた。思いがけず抱きしめられるような体勢になり、鼓動が大きく跳ねる。ふわっと甘く優しい香りに包まれた。

「大丈夫？」

　笑みを含んだ声で聞かれ、頬が紅潮する。

「だ、大丈夫です。すみません」

　そそくさと離れ、理仁の顔も見ないまま頭を下げた。

　そそっかしい自分が恥ずかしいのと、抱きしめられたときの理仁の腕の逞たくましい感触にドキッとさせられたのとで頭の中は麻ま痺ひ状態。

（これなら転んだほうがよかった……！）

　動揺をごまかそうと俯うつむいたまま彼に背を向ける。

「四季成りはこちらです」

　声が震えて情けない。

　菜摘は実証ハウスへ足を向けて歩きだした。

　通常のハウスの半分程度の大きさの実証ハウスでは、品種改良に成功したファインベリーを栽培中だが、登録が済んでいないため出荷はできない。

「品種改良はどのように？」

　理仁は秘書から手帳と万年筆を受け取り、品種改良の工程をひととおり説明する菜摘の話に真剣な表情で聞き入った。

「授粉作業は、人の手じゃなく虫にやらせたほうが綺麗な実が成るそうだね」

　記録している手を止め、理仁が菜摘に質問を投げかける。

「そのような意見もあるようですけど、虫が授粉している野生のイチゴもいびつなものが多いですし、人の手でも綺麗なイチゴはできます。大切なのは、花粉を雌しべ全部につけることなんです」

「それだけ？」

「はい、それだけです。虫がやろうがサルやゴリラがやろうが、これは変わりません」

　菜摘の大真面目な説明に、理仁がふっと肩を震わせて笑った。

　なにかおかしなことを言っただろうかとヒヤッとする。菜摘の失態で取引がなくなったら大変だ。

　しかしそうではなかったようだ。

「菜摘さんって、おもしろいね。真剣な説明にサルやゴリラが出てくるとは思わなかったよ」

　彼が笑った瞬間、空気まで甘く振動した気がして鼓動が弾んだ。容姿のいい男とは罪深いものだ。

　でも、たしかに彼の言うとおり。わざわざ動物にたとえなくてもよかったと、今度は後悔に襲われた。

　上手な切り返しができず、咳せき払いをして平静を装いつつ大真面目に説明を続ける。

「注意するのは、授粉しているつもりでもできていない場合が多いことです。花が咲いただけでは雄しべは花粉を放出しないので」

「なるほど」

「それから……」

　笑みをたたえながら彼が感心したような相あい槌づちを打つから、つい調子に乗って授粉のメカニズムや発芽率まで延々と話して聞かせた。

「……あっ、すみません、つい」

　長々と話していると気づき、急いで謝る。

　イチゴのことになると熱が入って周りが見えなくなるのは菜摘の悪い癖だ。それも、素人が聞いてもおもしろみのない話だからたちが悪い。

「いや、非常に興味深いよ」

　社交辞令だとは思うが、実際に理仁は熱心にメモを取っていた。

「あれ？　おかしいな」

　不意に理仁が声を漏らす。

「どうかしましたか？」

「いや、インクが出なくなってね」

　どうやら万年筆が突然書けなくなったらしい。

　手帳を覗くと、ペン先は跡をつけるだけ。理仁が少し離れた位置に立つ秘書に「ほかにペンはある？」と振り返ったため、菜摘はエプロンのポケットに入れていたボールペンを取り出した。

「よろしかったら、これをどうぞ」

　菜摘愛用のものだ。

「イチゴがよほど好きなんだ」

「はい？」

「ペンもそうだけど、エプロンもイチゴだから」

　そう言われて両方を見た。彼の言うようにペンには小さなイチゴ模様が描かれ、エプロンのポケットはイチゴがかたどられている。

「あっ……はい、そうなんです」

　友達にも呆れられるくらい、私物にはイチゴの模様が多い。なんでもかんでもそれだ。祖父母の営む農園が身近な存在だったせいか、幼い頃からイチゴが大好き。亡くなった母親にはハンカチや巾着にイチゴのワッペンや刺し繍しゅうをたくさんしてもらったものだ。

（でも、ちょっと恥ずかしい）

　子どもっぽい趣味だから余計に。完璧を絵に描いたような男を前にすると、どうしても委縮してしまう。

「頭の中には花じゃなくてイチゴが咲いてるって、友達にいつもからかわれます」

　菜摘は肩をすくめた。

　もっと恋愛にも目を向けたほうがいいと会うたびに言われてしまう。祖父の和夫もその点は心配らしく、『デートする相手はいないのか？』と質問されるのは年がら年中だ。

　しかし恋愛は、大学時代にたった一度だけの乏しい経験値。二股された揚げ句に振られた情けない過去だ。それもこれもイチゴが頭の大半を占めているせいだと自覚している。

「それだけ好きなものがあるのは素晴らしいと俺は思うけど」

「……そう、でしょうか」

「なにかに夢中になれるほどの情熱があるってことだろう？　魅力的じゃないか」

　いきなり間近で見つめられ、どうしたらいいのかわからなくなる。

　菜摘は自信に満ち溢れた眼差しを受け止めきれず、さっと視線を逸らした。

　意味深な発言の自覚は、きっと理仁本人にはないだろう。

（やだな、べつに私のことを魅力的って言ってるわけじゃないのに）

　彼が言うのは一般論だと、鼓動の乱れを必死に食い止める。

「じゃ、悪いけど借りるよ」

　理仁は受け取ったペンのヘッドをカチッと鳴らした。




　理仁が帰ったのは、それからさらに三十分ほど農園を案内したあとだった。

　見送りを終えたときには、緊張したせいかどっと疲れが出た。

「おじいちゃん、無事に終わったよ」

　座椅子で寛いでいる和夫に報告し、グラスに注いだ麦茶をふたり分テーブルに並べる。外が蒸し暑かったため、クーラーの効いた部屋は気持ちがいい。

「お疲れ様。特に問題はなかっただろう？」

「うん。ひととおり説明してなんとかね」

　理仁がその説明をどう思ったかはべつとして、菜摘ができる最大限の仕事はしたと思う。

「ファインベリーのことまで知ってたよ」

「どこからか漏れ聞いたのかもしれないな。一季成りイチゴが出回らない時期は、どうしても輸入品に頼る部分が大きいだろうからね。国産に移行したいんだろう」

　品種登録を済ませて一年。現在は農林水産省が栽培実験を行っている段階である。それが済んで承認されれば、和夫が育成者として登録され、いよいよファインベリーを出荷できる。

「完成したらミレーヌに卸すの？」

「どうだろうね。ほかにもほしいと声をあげているところがあるから」

　一季成りも定評のある佐々良のイチゴだから、夏にも収穫できる品種が手に入るとなれば、いろいろなところがこぞってほしがるだろう。

　どちらにしても、ファインベリーは菜摘にとっても楽しみなものだった。




　理仁に再会したのはそれから二カ月後。ミレーヌ主催で開かれたパーティー会場だった。

　取引先が一堂に会すそのパーティーには、一般企業はもちろん契約農家も招かれていた。ミレーヌはフルーツをふんだんに使ったケーキや焼き菓子が人気のため、みかんや桃、りんごといった多種多様な農園の経営者たちだ。

　佐々良イチゴ農園が招待されたのは、理仁が視察に訪れた直後に正式に契約を結んだためである。和夫がひとりで出席する予定だったが、届いた招待状に菜摘の名前も記載されていたので無視するわけにいかず、足を運ぶことになった。

　それでも気が重いのに変わりはない。

「ねぇ、おじいちゃん、本当に私も顔を出さなきゃダメかな」

　会場の扉を開ける直前まで和夫に何度も同じ愚痴をこぼした。当然ながら、それで和夫が『帰っていいよ』と言うはずもなく、気乗りしないままの会場入りだ。

　高級ホテルとして名高く、まばゆい光に包まれたホールは正装した男女が入り乱れ、煌きらびやかな雰囲気を醸し出している。

　その中でもひと際目を引く美女がいた。体にフィットした真っ赤なイブニングドレスを着たスレンダーな女性だ。長い髪は緩やかに揺れ、目もとがきりっとしている。取引先の招待客なのか、ミレーヌの社員なのかはわからないが、とても美しい。

　菜摘はそういったパーティー仕様のドレスを持っておらず、亡くなった祖母が大事にしていた着物を借りて着てきた。やけに視線を感じるのは、ほかに和装の女性がいないせいだろう。

　祖母は着物が大好きだったため、遺しているのも京きょうで有名な染元のものが大半。菜摘が着てきたのは、薄クリーム色を基調にした上品な絹地に、牡ぼ丹たんや桔き梗きょうなどが伸びやかに描かれたものだ。

　着物を着ているのと緊張するのとで背筋がピンと伸びる。

　いつも作業着姿の和夫も今日ばかりは一張羅のスーツを着ており、自分の祖父ながらカッコいい。

　ビュッフェスタイルのようで会場の左サイドには和洋折衷の料理が並び、出席者たちは思い思いに好きなものを取って歓談していた。

「菜摘、なにか食べようか？」

「ううん、私は大丈夫」

　帯をきつく締めているためか空腹は感じないし、慣れない雰囲気で食べられる気分でもない。

「おじいちゃんはどうぞ」

「じゃ、遠慮なく行ってこようかな」

　和夫を見送り、菜摘もなにか飲もうと一歩踏み出したときだった。周りから「わぁ」という感嘆のため息交じりの声があがり、そちらに目を向けると同時に名前を呼ばれる。

「菜摘さん」

　理仁だった。

　まさか声をかけられるとは思わず、彼が菜摘の前で足を止めるまで呆気にとられる。

「こ、こんにちは。本日はお招きにあずかり光栄です」

　慌てて手を前でそろえて頭を下げ、なんとか挨拶の言葉を続けた。

　ブルーグレーの三つ揃いのスーツは光沢があり、前回会ったときよりもエレガントさを感じさせる。

　華やかなオーラと自信に満ち溢れた顔を直視できず、目線を胸もとあたりに下げた。周りから注目を浴びて居心地が悪い。

「この前は貴重な話を聞かせてくれてありがとう」

　チラッと見た笑顔までパーティー仕様か、ライトの効果も手伝って眩しくて仕方がない。

「いえ……」

　大切な取引が控えていたのだ。そのくらいはなんでもない。

「久しぶりに会えてうれしいよ」

「ありがとう、ございます……」

　大勢の前で取ってつけたようなセリフはやめてほしい。言われ慣れていないから、あからさまに頬が熱くなる。

「おじい様は？」

「祖父でしたら、お料理を取りにあちらに」

　菜摘の周りに視線を泳がせる理仁に言いながら、背後を振り返って和夫の背中を手で指す。

「お話があるのでしたら、呼んでまいりましょうか」

「いや、用事があるのはキミのほうだから」

「……はい？」

　不可解な発言に首をかしげる。自分に用事とはなんだろうか。

「渡したいものがあるんだ」

　理仁は胸ポケットから細長い袋を取り出した。それを菜摘に向けて差し出す。

「なんですか？」

「開けてみて」

「ですが」

「いいから」

　菜摘の遠慮をものともしない。理仁からは絶対に断らせないといった強いオーラが放たれていた。優しい物腰のわりに意外と強引だ。

　みんなの視線が突き刺さる中、戸惑いつつ封を開ける。

（……ペン？）

　そっと覗くと、細く長いペンのようなものが見えた。

「農園にお邪魔したときにキミの大切なペンを持って帰ってしまっただろう？　そのお返し」

「それでしたら、お気になさらないでください」

　たかだか数百円のボールペンだ。

　あのとき菜摘は貸したのを忘れたまま、理仁のほうは借りたのを忘れたままになっていた。それに気づいたのは、夕方になって菜摘がメモを取ろうとしたときだった。

「本当はもっと早く渡したかったんだけど、なかなか農園のほうに行けなくてね。せっかく返すなら、キミの喜ぶものをと思って」

　農園にまで足を運ぶなんて、忙しい彼には難しくて当然だ。

「何度ももらいっぱなしにはできない」

（……何度も？　ほかに彼になにかあげたものなんてあったかな……？）

　理仁の言葉が引っかかり目をぱちつかせていると、彼が袋から出してみてと手でジェスチャーをする。

　言われるまま袋を逆さまにすると、スルッとペンが出てきた。

「わ、かわいい」

　思わず声が漏れた。キャップ付きの白いペン。それも小さなイチゴ模様が描かれたキュートなものだった。

「気に入った？」

「はい。……あ、ですが、いただけないです」

　素直にうなずいてから、ハッとして突き返す。

「交換ならいいだろう。俺はあのイチゴのペンを、キミにはその万年筆を。ケースもあるんだけど、ここで手渡すなら邪魔かと思って置いてきたんだ。必要ならあとで」

「いえ、本当にお気になさらないでください。……って万年筆なんですか？　それなら余計に受け取れません」

　さらにぐいとペンを彼に近づける。ボールペンと万年筆では格差がありすぎる。彼が使うような万年筆なら高級品だろう。どうりで上質な指触りと重みがあったわけだ。

「一度手渡したものを引っ込める真似はできない。それとも、みんなの前で恥をかかせるつもり？」

　言われて周りを見ると、菜摘たちは注目の的。一身に視線を浴びていた。

　でもそれもそうだろう。なにしろパーティーの主催者であるミレーヌの専務がここにいるのだから。しかも目にも麗しい容姿の持ち主。見ずにはいられなくて当然だ。

　相手をしている女性は誰？といった、菜摘へのちょっと冷ややかな視線も紛れている。ここで〝いる、いらない〟の押し問答をするのは、かえって目立ってしまう。

「……では、いただきます」

　いったん受け取っておいて後日、和夫を通すなどして返そう。この前彼が従えていた秘書を探して、パーティーが終わる前に返してもいい。

「言っておくけど、あとで返却するのはナシだから」

　理仁が顔を近づけて、菜摘の耳もとで釘を差す。なんて鋭いのか。

　ドキッとして一歩飛びのいたら通りすがりのウエイターにぶつかりそうになり、今度は理仁に手をぐいと引き寄せられた。瞬間、「いやー！」という悲鳴にも似た声が近くからあがる。理仁に接近したためにほかならない。

　さっと彼から離れ、「すみません」と謝る。危うくトレーにのった飲み物をこぼすところだった。

「キミは本当にイチゴが好きなんだな」

　なんの話かと目をまたたかせていたら、彼の視線が菜摘の帯付近に落ちる。

「あ、これは……はい、そうですね」

　着物は祖母のものだが、帯だけは買い足したのだ。菜摘の大好きなイチゴ柄を見つけて即決だった。

「よく似合ってる」

　眩しいものでも見るかのような目で言われ、頬がカーッと熱くなる。

「ありがとうございます」

　口から出たお礼の言葉は、思いのほか小さなものだった。周りの注目を浴びているうえ、理仁の眼差しまで向けられて恥ずかしくてたまらない。

「専務、そろそろお時間です」

　不意にかけられた声のほうを見たら、例の秘書が両手を前でそろえてかしこまっていた。

「わかった。じゃ、菜摘さん、また」

　秘書に答えてから菜摘に笑いかける。あまりにもキラキラしていて目のやり場に困った。

　彼が立ち去ったあと、ふうっと息を吐いて肩から力を抜く。体中に力が入っていたらしい。

（日高さん、なんだかちょっと苦手だな。緊張して疲れちゃう）

　容姿は文句なし。おまけに余裕のある振る舞いは、菜摘との格の違いをまざまざと見せつけられるようだ。住む世界が違う人は、話すだけで体が強張る。

「ずいぶんといい雰囲気だったじゃないか」

　和夫が料理を手に戻った。皿には握り寿司やサーモンのテリーヌがのっており、とてもおいしそうだ。

「やだ、おじいちゃん、見てたの？」

　てっきり料理選びに時間がかかっているのかと思っていた。

「邪魔しちゃ悪いと思ってね」

　おどけたように言われて、もともと赤かった頬がさらに染まる。

「邪魔なんて。声をかけてくれたほうがよかったのに」

　唇を軽く尖とがらせて苦情を申し立てた。変に勘繰らないでほしい。

「なかなかお似合いのカップルだったよ」

「カップルって。もうほんとにやめて」

　有名な御曹司である理仁に失礼だ。彼は単にこの前のお礼を言いたかっただけだろうから。

　ところが菜摘がいくらそう言っても、和夫は楽しげに笑うばかりだった。

　その後、理仁のスピーチが始まり、その場で社長への就任が発表された。

　壇上でミレーヌの未来を熱く語る彼を、会場内の女性たちがうっとりと見つめる。中には目を潤ませる女性もいて、罪な男だと思わずにはいられない。

（どれだけの女の人を虜とりこにしてきたんだろう。きっと十本の指じゃ足りないはず。ううん、それどころか両足の指を入れても全然だ。星の数？　きっと砂の数だろうな。これ以上近づかないほうがいいよね）

　そんなことを考えて、自分は絶対にその一員にならないようにしようと固く誓った。




　ところがそんな思いとは裏腹に、それから間もなくして菜摘はパーティーが行われていたホテルの一室に理仁とふたりでいた。

　それも豪勢なスイートルーム。必要以上に広い部屋には、アンティーク調のおしゃれな調度品が並ぶ。普通に生活していたら一生縁のない場所だ。

「もう大丈夫ですから」

「そうはいくか。もう少し休んだほうがいい」

　ベッドで体を起こした菜摘を理仁が無理やり寝かせる。

　じつはあのあと、菜摘は会場で気分が悪くなり倒れてしまったのだ。それも、たまたま理仁が近くを通りかかったタイミングで。

　慣れない着物のうえ、きつく巻いた帯も倒れた一因だろう。その帯を解き、しばらく横になったおかげでだいぶ具合はいい。

「日高さんは会場へ戻ってください」

「俺の出番はもう終わり」

　社長就任の挨拶のことを言っているのだろう。それでも彼にはまだ、招待客の相手という重要な仕事が残っているはずだ。菜摘に付き添っている場合ではない。

「でも、みなさんがお待ちです」

「キミは余計な心配をしなくていい」

　あくまでも寝ていたほうがいいと言う。

「祖父も心配していると思うので、私も戻らないと」

「おじい様になら俺から連絡を入れてある。あとできちんと自宅まで送り届けるとね。それから着替えも準備したから」

「えっ？」

　彼の視線を辿たどっていくと、細かい幾何学模様のワンピースがかけられていた。パフスリーブのかわいらしいデザインだ。

「帯をもう一度締めなおすより洋服のほうがゆったりとしていいだろう」

「いえ、ですが」

　体を起こしたが、再び彼に寝かされた。

「とにかく今は休んで。まだ顔色がよくない」

「では、せめてお支払いをさせてください」

　高級そうな万年筆ばかりかワンピースまでいただくわけにはいかない。気持ちはありがたいが、理仁にそうしてもらう理由はないから。

「そんな必要はない。俺が勝手にしてるだけだ」

　ひらりと手を振って制する。

「そうはいきません」

「じゃあそうだな……貸しにしようか」

　理仁はいいことを閃ひらめいたとばかりにニッと口角を上げた。

「貸し？」

「そう。あとで返してくれればいい」

「返すってなにを……？」

　なんでも持っていそうな御曹司の理仁に、菜摘のような庶民がなにを返せるというのか。

「それはまたじっくり考えるよ」

　目を細めて妖よう艶えんに笑う彼にドキッとさせられる。

　なにかよからぬ形で返す羽目になるのではないかと、つい邪推した。

「心配するな。体で返せなんて言わないから」

「っ……そんな」

　頭の中を見透かされて言葉に詰まる。

「そうは考えなかった？」

「……考えました。ごめんなさい」

　いくらなんでも彼に対して失礼だ。

　くすりと彼が笑う。

「正直でよろしい」

　ふわっと頭を撫なでられ、不本意にも鼓動が跳ねた。

「不ふ埒らちなことはしないから心配しなくていい。そうしたほうがいいというなら話はべつだけど」

「ま、まさか！」

　ぶんぶん頭を横に振る。

　彼の目もとにいたずらな色が滲み、またもやドキッとさせられた。

（絶対にからかわれてる……！）

　そうわかっているのに速まる鼓動を止められない。

　理仁はくくっと笑って肩を揺らし、「じゃ、俺はあっちの部屋にいるから」とベッドルームを出ていった。




　それから一時間ほど休ませてもらい、菜摘は彼に言われるまま〝貸しイチ〟のワンピースを着て、リビングスペースへ顔を出した。

　ソファにゆったりと腰を下ろしていた理仁が立ち上がる。

「大丈夫？」

「はい。ご迷惑をおかけしました」

　頭を深く下げる。横になったおかげですっかり回復できた。

「似合ってる」

　顎に手を添え、理仁が深くうなずく。

　お世辞だとわかっていても照れくさい。

「着物もよく似合っていたし、農園でのワークスタイルも決まっていたし、キミはなんでも着こなすね」

　いったいどれだけ乗せるつもりか。そうやって褒め言葉を難なく口にできるのは、使い慣れている証拠だ。

　なんて切り返せばいいだろうかと情けなくオロオロしているうちに、理仁は「こっちにおいで」と、菜摘を隣にある大きな丸テーブルに誘いざなった。

「えっ、これは……？」

「さっき届けられたばかり」

　口をポカンと開けた菜摘に理仁がサラッと言う。

　そこにはテーブルいっぱいの料理が並べられていた。ビシソワーズやトリュフと生ハムのパイ包み、オマール海老とキノコのグリエに牛フィレ肉のソテーなど、コース料理を一度に運んでもらったようなメニューだ。

「俺、腹ペコなんだ。付き合ってもらえるとありがたい」

　理仁はお腹を押さえる仕草をして、満面の笑みで菜摘のために椅子を引いた。そこへ座れと言う。

　豪華な料理を前にして忘れていた空腹を思い出す。パーティーでなにも食べていないから余計だ。

　介抱してもらったうえ、着替えまで用意してくれた相手を邪険にはできない。菜摘は素直に従い、腰を下ろした。

「冷めないうちに食べよう」

　菜摘は体調不良だったし、理仁も空きっ腹にアルコールは控えようと、ふたりそろってスパークリングウォーターで喉を潤してから料理を口に運んだ。

「こんなにすごいお料理は初めてです」

　外食するにしても蕎そ麦ば屋やファミレスがいいところ。ホテルで食べる機会はない。

「喜んでもらえてなによりだ」

　理仁が破顔する。心から喜んでいるような表情にどぎまぎさせられた。

「私、両親を亡くしているんです」

　必要もないのに、なぜかそんな打ち明け話をポロッと口にする。ほかに話題を見つけられなかったせいにほかならない。もっと違った話をすればいいのに、なぜかそんな話になってしまった。

　理仁は食べている手を止め、菜摘を見つめた。

「私が中学生のときに交通事故で。だから、こんなふうに豪華な料理をホテルで食べるなんてありませんでした」

「それは大変だったろうね」

　ゆっくりと首を横に振る。

「すぐに父方の祖父母に引き取られたので」

　幼い頃からかわいがってくれていた祖父母のもとで暮らせたのは不幸中の幸いと言える。

　菜摘の両親は、乗車していた大型バスが高速道路で事故を起こして亡くなった。両親そろって親戚の結婚式に参列した帰りの出来事だ。菜摘と大地は母親の友人宅に預けられていたため、そのバスには乗っていなかった。

　その事故では菜摘たちのように両親を亡くした子どもがほかにもいたらしく、もっと幼い子が身を寄せる先がなく施設に入った話も聞いた。それを考えれば自分たちは幸せだろうと思う。

「菜摘さんは本当に強いね」

「そんなことはないです。弟も一緒だったので」

　当時、大地はまだ八歳だった。泣きじゃくる大地を前にしてメソメソしている場合じゃなかっただけだ。自分がしっかりしなくちゃと。

「どうしておじい様のイチゴ農園を一緒にやろうと思ったの？」

「最初は義務感でした。でも手伝っているうちにおもしろくなって。前の年よりも甘くておいしいイチゴができるとうれしかったんです」

「大学でも学んだそうだね」

　そんなことまで知っているのかと、菜摘は目を見開いた。

「おじい様がうれしそうに話していたよ」

「そうでしたか」

　和夫が、そんな話をしているとは思いもしなかった。

　なんとも面はゆくて、それをごまかそうと得意分野の話に逃げる。

「日高さんはイチゴ、お好きですか？」

「もちろん」

　ちょうど目の前にデザートの皿があり、そこに半分に切られたイチゴがのっていた。その皿を手に取り、イチゴを指差す。

「この真っ赤な部分は、じつはイチゴの果実じゃないってご存じですか？」

「え？　どういうこと？」

　社交辞令的な反応だろうが、話に食いついた理仁を見て菜摘の気分も乗ってくる。

「本当の果実はここ。表面のつぶつぶの部分なんです」

「それは種だろう？」

「そう思いますよね。でも種じゃなく、実なんです」

　予想どおりの反応をされ、つい得意げに説明する。

「じゃ、あの赤い部分はなに」

　あれが実でなかったらなんなのだと、さらに食いついてきた。

「雌しべの土台といったらいいでしょうか。茎のようなものなんです。専門用語では花か托たくと呼ぶのですが」

「茎？　あんな真っ赤な色して？　へぇ、それは知らなかった」

　感心したように何度もうなずく。

「茎が肥大化したもので、〝偽ぎ果か〟と言われています」

「偽りの果実か。なるほどね」

「……って、つまらないですよね、こんな話」

　我に返ってハッとする。

　理仁が興味津々に見えたのは、ただ単に菜摘に合わせただけだろう。

「いや、とてもおもしろい話だった。それに……」

「それに？」

　言葉を途中で止めた理仁に首をかしげて聞き返す。

「ほんわかしたキミが、イチゴの話になると途端に凛り々りしくなるのも興味深い」

「え、や、その……」

　なにをどう返答したらいいのか反応に困る。しかも、しっとりとした優しい眼差しを向けられて戸惑いしかない。

　急に喉の渇きを覚えて、グラスに手を伸ばす。

（やっぱりこの手の男の人にはどう接したらいいのかわからないよ……）

　ところがぎこちなさが出たためか、持とうとしたグラスを倒してしまった。

「あっ」

　カシャンと音を立てたが幸いにも割れず、こぼれた水がテーブルに広がる。

「ごめんなさいっ」

　立ち上がったが近くにタオルが見当たらない。とっさに手でかき集めようとしたら、すかさずそばにやってきた理仁がナフキンでスマートに拭いてくれた。

（もうっ、こんなときになにやってるのよ……！）

　自分のそそっかしさが情けない。

　理仁には、ことごとく失態しか見せていないのは気のせいか。

　農園では段差に踵が引っかかり、パーティー会場ではウエイターにぶつかりそうになった。揚げ句の果てにはグラスを倒すなんて、どれだけ注意力が散漫なのか。

「キミは濡れてない？」

「はい、私は大丈夫です。ほんとにすみません」

　理仁から濡れたナフキンを受け取ろうとしたが、彼は軽く首を振ってそれを近くのワゴンに置いた。

　つくづくカッコ悪い。お世辞とはいえ、せっかく褒めてもらったのに台無しだ。

　ふぅと小さく息を吐き、椅子に座りなおす。

「菜摘さん」

　そばに立っていた理仁が、不意にその場に跪ひざまずき菜摘と目線を合わせる。

「日高さん……？」

「結婚しようか」

　理仁が思いもよらない言葉を放った。

　なにを言っているのか理解できず、目をまたたかせて彼を見つめ返す。

「……はい？」

「俺と結婚しよう」

　唐突に結婚ときた。いったいどういうつもりか。

「な、な……」

〝なんでですか？〟が言葉にならない。

「突然で驚いた？」

「冗談はやめてください」

「冗談は言ってない」

「それじゃ、からかわないでください」

　軽い調子は、まるでジョークを言っているようだ。顔を真っ赤にしたり言葉を詰まらせたりする菜摘をおもしろがっているだけだろう。

「残念ながらからかってもいない。さっきの貸しは結婚で返してもらいたい」

「そんなっ！　二回しか会ったこともないのにプロポーズなんて軽すぎます」

「二回か……」

　理仁はゆっくり立ち上がり、自分の席に戻った。

「それじゃ、何回なら真剣だと思ってもらえる？」

「何回でも日高さんは無理です」

「俺だから無理？　それは差別だと思わないか？」

　理仁はテーブルに両肘を置き、その手を顎に添えて菜摘を真正面から見つめる。

　いったいなにを考えているのだろうか。意図がまったく掴めない。

「ですが、日高さんはおモテになられるでしょうし、私では不釣り合いですから」

「モテるのは関係ないし、釣り合いがどうこういうのも関係ない」

「関係あります」

　むしろ、それしかないと言ってもいいかもしれない。理仁は今日付けでミレーヌの社長に就任した男。会場内の女性たちの目を釘づけにするような人間なのだ。

「急いで結論を出さなくてもいい。少し考えてみて」

「じっくり考えても答えは変わりません」

　理仁の周りに普段からいるような洗練された女性でないのをいいことに、きっとからかって楽しんでいるのだろう。物珍しいだけ。

（それなら私だって……）

　この攻防戦の終わらせ方をふと思いついた。

「私、これでもかなりわがままなんです」

　なんでも言うことを聞くおとなしい女だと思われているなら、正反対の女を演じればいいのだ。

　顎をぐっと引き、イチゴの説明をするかのように大真面目な顔をする。

「どんなところが？」

　目論見どおりに理仁が乗ってきた。

「豪邸に住むのが夢なので、それを叶かなえてくださる方がいいんです」

「例えば？」

「広々としたエントランスは壁一面の大きな窓から自然光が降り注いで、正面には螺ら旋せん階段が絶対ほしいです。リビングからはパノラマで広い庭が見渡せて、オーダーメイドのワインセラーには、年代物のコレクションをずらっと並べて」

　理仁は「へえ」と興味津々にうなずいているが、心の中ではきっと冷笑しているだろう。

「それから、優雅にティータイムを過ごすにはルーフバルコニーもほしいです。大画面のシアタールームでのんびり映画を観て、キッチンは使い勝手のいいアイランドタイプがいいな。寝室は……」

　つい妄想が楽しくなり、どんどんヒートアップしてくる。

　菜摘には未来永えい劫ごう、縁のない豪邸。理仁は呆れているだろうが、それこそが狙いだ。

　夢物語を語り尽くし、ようやく口を止めた。

「菜摘さん、おもしろいね」

「はい？」

　理仁が楽しそうに笑って肩を震わせる。おもしろいと言われるのは想定外だ。

「そのくらいのわがままならかわいいものだ」

「……かわいい？」

　あんなに贅沢な夢を並べたのに。いったい彼は、普段どんな要望を叶えてきたというのか。やはり住む世界が違うとしか言いようがない。

「あとはなにかない？」

「えっ、あ、えっと……」

「馬車でも用意する？　それともジェット機？」

　理仁は身を乗り出して、屈託のない笑みを浮かべた。




　それからというもの、理仁は忘れた頃に農園にやってきてはイチゴの収穫を手伝ったり、菜摘を食事に誘ったりした。

　なにかと理由をつけて誘いを断り続けてきたが、理仁はとうとう農園の存続という大きな餌えさをぶらさげて、菜摘の前に現れたのだ。絶対的な自信をもって――。










男装して潜入したふたりの新居




　時の流れとは無情なもので、一週間をあっという間に呑み込んでいこうとしている。

　理仁が迎えに来ると言っていた日を明日に控え、菜摘は高校時代からの親友である守もり屋や郁いく子こに会っていた。

　出版社で働く彼女とは会社近くのイタリアンレストランで待ち合わせた。ランチをしながら話すのは、もちろん菜摘の結婚についてである。

「ミレーヌといったら、日本で今一番注目されているパティスリーじゃない」

　郁子は女性向けのファッション誌の編集を担当しているため、スイーツ関連にもとても詳しい。イチゴにしか興味のない菜摘と違い、幅広いアンテナでいろいろな流行りにも敏感だ。

　サバサバとした性格とバイタリティ溢れる言動で、高校時代から中心的人物。切れ長の一重瞼まぶたをした涼しげな美人で、ワンレンボブがよく似合う。

「たしか一年くらい前から、フランスで長年修業してきた女性がチーフパティシエとして活躍してるよ」

「そうなんだ。郁子、詳しいね」

「職業柄そうなるでしょ。しかもそこの社長っていったら、メディアでもちょくちょく取り上げられてるスイーツ王子でしょ」

　さすがは郁子。菜摘がミレーヌの名前を口に出しただけで、パティシエや社長の情報がポンポン出てくる。

　郁子が素早くスマートフォンで検索し、画面に理仁の顔写真を表示させた。

「やっぱイイ男」

　うっとりするように言ってから、向かいに座る菜摘のほうにスマートフォンを滑らせる。それは、にこやかな表情でマイクの前に立つ理仁の写真だった。

　もしかしたら、菜摘も招待されたパーティーの際に撮影されたものかもしれない。そのときのスーツと似ていた。

「こんなハイスペックイケメンにプロポーズされたら、断る理由はないんじゃない？」

　郁子には断る選択肢はないらしい。

「でも、おかしいと思うの」

「なにが？」

　たらこのクリームパスタをくるくるとフォークに巻きつけながら、郁子が首をかしげる。

「うちの農園の借金を肩代わりする代わりに私と結婚したいなんて」

「菜摘を好きになったんでしょ？」

「まさか」

　どこをどうしたら好きになるというのか。彼の前で菜摘は失態ばかりだし、そもそも彼からはひと言も好きだと言われていない。

「高校のときからそうだけど、菜摘は自覚がないんだよねー。ほんわかしてる無自覚の美人っていうのかな」

「……なんか傷つく」

「ごめん。言い方が悪かった」

　素直に謝ってから郁子が続ける。

「あからさまに自信のある美人じゃないから脅威って言いたいの。高校のときからモテてたのに、男の子たちが立てる恋愛フラグに気づかず、ことごとくなぎ倒していったもんね」

「それじゃ、ただの鈍感な女じゃない」

　菜摘が不服を言うと、郁子はアハハと軽い調子で笑った。

「でもさ、そろそろイチゴだけじゃなく恋愛にも目を向けたほうがいいと思う」

　これまで何度となく言われたセリフだ。それこそ耳にタコができると言ってもいいだろう。

　でも、恋愛にまったく興味がなかったわけではない。近くにそういう相手がいなかっただけだ。

「恋愛を飛ばして結婚なんだけどね」

「とにかく一度前向きに考えてみたら？　こんな素敵な相手、もう二度と出会えないと思う」

　素敵な人だと菜摘だって思う。でも、だから不可解で信用ならないのだ。

　容姿端麗でパーフェクトなうえ若くして有名企業の社長である彼なら、もっとべつの女性がいくらでも選び放題なのに。

　郁子に強く背中を押されたものの、菜摘は決意するには至らなかった。




　郁子とのランチを終えて帰宅すると、玄関先に立つスーツ姿の男性の背中が見えた。砂を踏みしめて小走りに近づいた菜摘の気配に気づき、その人が振り返る。

「竹たけ之の内うちさん、こんにちは」

　佐々良イチゴ農園も加盟しているＪＡの職員、竹之内郷ごうだった。

　くりっとした目に通った鼻筋、少し明るめの癖毛のせいか一見すると軽い印象を受けるが、真面目でとても頼りになる好青年である。菜摘よりふたつ年上の二十九歳で、月に何度か農園に顔を出している。

「菜摘さん、留守かと思いました。……あ、買い物ですか？」

　額に浮かんだ汗をハンカチで押さえながら、菜摘が提げていた袋を見やる。

「はい、ちょっと」

　中身は明日使う大事なものだ。

「それで今日はなにか……？」

「あ、いえ、近くを通りかかったので。その後、佐々良さんの容態はどうですか？」

　竹之内も和夫の入院は知っているため、その様子を聞きに来たようだ。

「だいぶ安定しています。ご心配をおかけしてすみません」

「いえ、それならよかった」

　ふわっとした笑顔がとても優しい。

　食品関係の会社を退職した竹之内がＪＡの職員になったのは二年前。なにかと佐々良イチゴ農園を気にかけてくれるため、資材の購入やイチゴの出荷などでも相談に乗ってもらっている。

「退院も近いと思います」

「じゃあ、退院したら一緒にお祝いしましょうか」

「……はい？」

　親身に相談に乗ってもらってはいても仕事を離れた付き合いはしていないため、いきなり距離を縮められて戸惑う。

　竹之内は純粋に和夫の退院を祝いたいと言っているのだろうが、菜摘としてはどう返答したらいいのかわからない。和夫だってきっと恐縮してしまうだろう。

「あ、いや……すみません、出しゃばったことを言いました」

　竹之内は忙せわしなく頭をかいて動揺を見せる。いったん菜摘から目を逸らし、視線を宙にゆらゆらと彷徨さまよわせてから表情を引きしめた。

「……では、暑いですから菜摘さんは早く家の中で涼んでください」

「はい、ありがとうございます。竹之内さんも気をつけてくださいね」

「なにかあったらいつでも連絡をどうぞ。待ってますから」

　気にかけてくれるのはありがたいが、頼ってばかりもいられない。和夫がいない今だからこそ、できることは菜摘が責任をもってやり遂げたいと考えていた。農園が危機に直面しているからこそ余計に。

　竹之内はぎこちなく手を振りながら農園から去っていった。




　翌日、菜摘はプロポーズへの有効な手立てを見出せないまま、自宅で理仁の来訪を待っていた。

　――ただし、菜摘としてではなく大地として。

　思いきって瓜ふたつの大地に変装したのだ。

　今でこそ髪の長い菜摘だが、ショートカットだった大学生の頃は、お互いの友達が間違えるほどだった。

　一六五センチと比較的背の高い菜摘は、一七〇センチで男性としては華きゃ奢しゃな大地とは背格好も似たり寄ったり。大地に成りすますのは、それほど大変なことではない。

　長い髪はまとめてウィッグを被り、胸にはきつくさらしを巻いた。すっぴんに黒縁メガネをかけ、Ｔシャツにデニムを穿はけば、どこからどう見ても大地。……のはず。

　鏡の前で何度もくるくると回って確かめた菜摘は、自信をもってうなずいた。

　イチゴ農園は守りたいが、結婚の決意はまだ固められない。もう少しだけ時間がほしかった。

　理仁が大地に会ったのは数える程度。彼はきっと大地に扮した菜摘を見破れないだろう。菜摘はどちらかといえば落ち着いた低いトーンの声をしているため、気をつけてしゃべれば大地と変わらないはず。

　大地のふりをして理仁に会い、〝姉はしばらく旅に出た〟と伝えて時間稼ぎしようと考えたのだ。

　菜摘が会えば、理仁は強引な手に打って出る恐れがある。でも菜摘がいなければ、いくら理仁でもこの場はひとまず諦めて帰るだろう。ほんの数分なら、彼の目を欺あざむけるはず。

　そして、じっくり農園と結婚について考えたい。

　昨日、郁子と会った帰りにウィッグやさらしを買って準備は万全。大地本人に頼めばいいのかもしれないが、かわいい弟にそんな責任を背負わせたくない。変装して会うのも内緒だ。

　幸いにも大地は夕方までアルバイトで不在のため、菜摘は緊張の心持ちで理仁が来るのを待っていた。

　そうして理仁がやってきたのは、夏の日差しがさんさんと降り注ぐ午後だった。

　大地に扮した菜摘が玄関のドアを開けて出迎えると、理仁は一瞬の間のあと首を伸ばして家の奥を覗くようにした。

「……菜摘さんは？」

　小首をかしげつつ、視線を菜摘に戻す。

（なんとか大地に見えるみたい……！）

　心の中でガッツポーズをしながら平静を装う。

「すみません。姉はしばらく旅に出ています」

　理仁が大地と言葉を交わしたのは、一週間前にほんの少しだけ。声なんて覚えていないだろう。

　菜摘は、不自然にならない程度に低くした声で答えた。事前に何度か練習したため、我ながら上出来だ。

「……旅？」

　理仁が眉をひそめる。

「しばらくとはどれくらい？」

「さぁどうでしょう。ちょっと俺にもわかりませんが」

「それは困ったね」

　目線を下げ、顎に手を添えて考える素振りをしながら、なぜか理仁はうっすらと笑みを浮かべている。

（――もしかして変装がバレた!?）

　ヒヤッとしたが、理仁なら気づけばすぐに問い詰めるだろうと思いなおす。

「すみませんが、今日はこのままお引き取りください」

　頭を下げると、理仁はゆっくりと目線を上げて菜摘をじっと見据えた。

　強い視線に、菜摘の警戒心が刺激される。思わずじりっと一歩下がった。

「それじゃ大地くん、キミを代わりに連れていこう」

「……はい!?」

　予想外の言葉を聞き、つい素の反応になる。大地の声色ではなく、うっかり菜摘の声で素っ頓狂な声をあげた。

「このままお姉さんが逃げないとも限らない。だからキミは人質」

　不意を突かれて理仁に腕を掴まれ、ビクンと肩が弾む。か弱い悲鳴だけはなんとか我慢したが、想定していない展開に思考回路はショート寸前。なにをどうしたらいいのかパニックだ。

「それは困ります！」

「困ってるのは俺のほう。今日は菜摘さんを連れて帰る予定で、これまでしっかり準備してきたんだ。これで彼女に逃げられたら、キミたちのおじい様になんて説明すればいい？」

「姉が帰ったら連絡しますからっ」

　足を踏ん張るが、所詮は女の力。理仁に引っ張られて玄関から呆気なく引きずり出された。

「そうはいかないよ。帰ってくるという保証もない。さすがにキミを人質にとられれば、菜摘さんだって逃げたままではいられないだろう」

　言い分が真っ向から対立する。

　理仁が強引なのは知っていたが、ここまでだとは想定外。菜摘がいなければ、いったん去るだろうという予測は甘かったようだ。

　引っ張られていくうちに敷地内に止められた黒い高級車が目に入る。理仁の姿を確認したのか、六十代そこそこに見える白髪交じりの運転手が降り立った。

「日高さん！　ちょっと待ってください！」

「悪いけど、そうはいかないよ」

　押し問答が終わる気配はない。

（どうしたらいいの……！）

　焦る最中、菜摘はふと思った。

　このまま大地として彼についていき、理仁の真意を見極めるのもいいかもしれない。

　万が一結婚することになったとしても、夫となる男をよく見て、そばでじっくりと決意を固めていくほうがいいような気がする。

　いくら政略的な結婚とはいえ、相手をよく知らないままではいたくない。これほどの肩書きを備えた容姿端麗な男であれば、女の影がちらつく可能性だって考えられる。菜摘ではなく大地として近くにいたら、理仁も油断して本性を出すかもしれない。

　農園を守ってもらうための結婚だから、そういった点も多少は目を瞑つぶらなくてはならないが、最初から知っていれば心構えも違うだろう。

「わかりましたから！」

　お願いだから手を放してと懇願する。

「人質になります。でも、玄関は開きっぱなしだし手ぶらでなにも持ってないんです」

「それじゃ、五分だけ時間をあげる。ここで待っているから準備しておいで」

　上から目線に反発したくなったが、今はそれどころではない。

「たいていのものはそろえてあるから、簡単な着替えくらいで構わないよ」

　走り出した菜摘の背中に理仁の声がかけられた。




　大急ぎで準備をして車へ戻ると、運転手が後部座席のドアを開けてくれた。理仁は仕事か、優雅にタブレットを操作中だ。

　押し入れから引っ張り出して荷物を詰め込んだボストンバッグは、運転手がトランクルームへ。大地としての着替えを準備しなければならず思いのほか時間がかかったが、理仁はそれに対して不満を言いはしなかった。

「それじゃ行こうか」

　理仁が運転手に指示を出し、車がゆっくりと発進する。

　反射的に自宅を振り返った。少しずつ小さくなっていく家を見つめていると、じりじりと不安が大きくなっていく。

（これから私、どうなるんだろう……）

　ついていくと決意したものの、明日はもちろん一時間後も想像できなくて心細い。

「心配するな。人質といったって、劣悪な環境に置くわけじゃない。お姉さんが無事に戻ってきたら、キミはちゃんと解放するよ」

〝お姉さんが〟と〝キミ〟という部分をやけに強調する。

　ひょっとしたら隣にいるのが菜摘だと気づいているのではないかと言葉の裏を勘繰ったが、そうだとしたら彼が嘘に乗る必要はないだろう。

　理仁は意味深な笑みを浮かべて、再びタブレットに目を落とした。




　約三十分後、ライムストーンとロートアイアンの自動ゲートを車が通過していく。弧を描くスロープを上った先に見えたのは、美術館のように気品のある邸宅だった。

　あまりにも立派な外観に、窓から目を見張る。口まで半開きになった。

　マンション住まいだと勝手に想像していたが、一軒家に住んでいるらしい。

（まさか、ご両親も一緒……？）

　ヒヤリとしたものが背中を伝う。こんなに大きな家ならその可能性が大きい。

　いきなりの同居のうえ両親も一緒だなんて試練続きもいいところである。そこまで考えなかった菜摘も迂う闊かつだ。

「大地くんのお姉さんと住むために用意した」

「……え？」

「ふたりの新居」

　窓の外を見ていた菜摘がパッと振り向いたら、理仁は穏やかに微笑んだ。

「ふたり、の？」

　言葉をゆっくり反復する。

　どうやら彼の両親はここにはいないみたいだ。理仁との同居はさておき、ひとまず胸を撫でおろす。

「以前、菜摘さんが言っていたんだ。結婚するなら大きな一軒家じゃないとダメだとね。広い玄関フロアには螺旋階段もほしいと」

「やっ、それは……」

　理仁が冗談交じりにプロポーズをしてきたときに、菜摘も負けじと飛ばしたジョークのひとつだ。決して本気で言ったわけではない。

「〝それは〟なに？」

　顔を覗かれてヒヤッとする。

「――あ、いえ、その……姉はふざけて言っただけだと思います」

「そう？　でも俺は本気と受け止めた」

　口角は上がっているのに目が笑っていない。責められている気がして、菜摘はまばたきを激しくして目を泳がせた。

　車が止まり、理仁に続いて降り立つ。間近で見ると、さらに迫力がありとても大きい。三階建てだろうか。アールを描いたデザインが随所に施され、センスのよさを感じさせる。

「中に入ろう」

　そう言われ、ボストンバッグを片手に彼の背中を追う。

　木製の二枚ドアの玄関を開けると、広々としたエントランスが現れた。正面の大開口から自然光が降り注ぎ、白い壁がより明るさを印象づける。先ほど理仁が言っていたとおり螺旋階段が美しいラインを描き、縦方向への広がりに一役かっていた。

「理仁様、おかえりなさいませ」

　スリッパの音を響かせて現れたのは、五十代前半と思われる女性だった。

　目尻に優しげな皺しわを刻み、大きな目を細める。ショートカットがよく似合う、ふくよかな人だ。

「ただいま」

「奥様をお連れになると伺っておりましたが……？」

　女性が大地に扮した菜摘を見て首をかしげる。

　菜摘は菜摘で、奥様という言葉に動揺した。すっかりそういう算段らしい。

「予定変更。じつは逃げられたんだ」

　理仁がその女性にこそっと耳打ちする。なぜか少し楽しげに笑いながらだった。

　もしかしたら理仁は、逆境を楽しむＭ体質なのではないか。

「あらまぁ！　それは穏やかではございませんね」

　女性は目をまん丸にして驚き、口もとに手をあてた。

「じきに連れてくるよ。こちらは菜摘さんの弟の大地くん」

「は、はじめまして、佐々良大地と申します」

「かわいらしい弟さんですね。私は遠とお山やま美み代よ子こと申します。日高家にお世話になっておりまして、奥様との生活が落ち着くまで、しばらくこちらでお手伝いするよう仰おおせつかっております」

　朗らかな声が耳に心地いい。穏やかそうな人柄が全身から滲み出た女性だ。

　理仁によると通いの家政婦らしい。

「姉の代わりにしばらくお世話になります」

「不自由があったら、なんでもおっしゃってくださいね」

　人のよさそうな笑顔を見て、弟のふりをしている罪悪感に苛さいなまれる。でも、今さら後戻りはできない。

　優しく微笑んだ美代子は丁寧にお辞儀をして、菜摘たちの前から去った。

「簡単に家の案内をしておこうか」

　理仁は「こっち」と菜摘を先導する。

　まだ完成したてなのか、どこもかしここも真新しい匂いに満ちている。広い廊下も高い天井も、菜摘の住んでいる昔ながらの日本家屋の造りとはかけ離れていた。

　キッチンはアイランドタイプで、ダイニングルームと合わせても三十畳近くある。その隣のリビングは大きな窓から青々とした芝生の庭がパノラマで臨め、テラスを有した解放感のある造りだ。天井でシーリングファンがゆったりと回っているせいか、流れる空気が清涼に感じられる。テラスのさらに向こうには、プールまで見えた。

　広くゴージャスなバスルームも機能的で、清潔感溢れるトイレも、案内されてため息しか出てこない。シアタールームも完備されている。

「キミのお姉さんと今夜からここで寝ようと思ったんだけど」

　そう言って理仁が案内したのは主寝室だった。ブラウン系でまとめたファブリックは落ち着きがあり、真ん中にはキングサイズのベッドが存在をアピールしている。

「全部、お姉さんの要望どおり」

　理仁の言うように、菜摘がわがままの限りを尽くして言い連ねた希望が、そのまま具現化されていた。

（どうしてここまでして……？）

　あのパーティーでの冗談を真に受けるとは思ってもみなかったし、ここまでして菜摘と結婚しようとする気持ちも理解できない。

「お姉さん、気に入ってくれると思う？」

「えっ、や、どうでしょう……」

　どう答えたらいいのか。首をかしげた理仁に目の奥を探るように見つめられ、菜摘は瞳をゆらゆらと揺らす。

　理仁も〝大地〟に答えを求めていないのか、クスッと鼻を鳴らして次の部屋を案内した。

「大地くんはとりあえずここを使って」

　彼が案内したのは螺旋階段を上った突きあたり。先ほどの寝室とはふた部屋離れたところだった。

「キミを連れてくることになるとは思ってなかったから、ゲストルームで申し訳ないけど」

「いえ、十分です」

　ベッドがあればそれで。

「もしも姉が戻ったらどうするんですか？」

「お姉さんが戻ったら？　もちろんさっきの寝室だよ。俺と一緒にね」

　最後の言葉を強調したように聞こえたのは気のせいか。

「お姉さんに早く戻るように伝えてもらえる？　待ってるよ、と」

　一歩間合いを詰めた理仁は、わずかに腰を曲げて菜摘の顔を覗き込んだ。さっき同様、最後の〝待ってるよ〟をやけに強調するからギクッとせずにはいられない。

　不可解な反応に戸惑いながらメガネのブリッジを人差し指で持ち上げる。菜摘は小さくうなずくだけで精いっぱいだった。




　仕事をするから、なにかあったら声をかけるよう菜摘に言い置き、理仁は書斎に引きこもった。

　さすがは有名パティスリーの社長。今日は土曜日で一般的に会社は休みだろうが、忙しくて休んでいられないのだろう。

　菜摘はあてがわれた部屋で、ボストンバッグに詰めて持参した荷物を出して、空っぽのクローゼットのハンガーにかけた。

　そうしているうちに家政婦の美代子が現れ、なにもなかったベッドにパッドやシーツを敷いて整えていく。

「私、お姉様にお会いするのをとっても楽しみにしていたんですよ」

「えっ、あ、そうでしたか。すみません」

　残念そうに笑う美代子に急いで謝る。空になったボストンバッグのファスナーを閉めて、それもクローゼットにしまった。

「理仁様もとても楽しみにされていました」

「……日高さんが？」

「ええ、それはもう」

　美代子は手を止め、大きくうなずいた。

　そんな話を聞かされると、理仁が本気で菜摘を好きなのではないかと勘違いしそうになる。

　でも違う。理仁は和夫に頼まれて農園を救おうと考えているだけ。菜摘を手に入れたいと言ったのは、佐々良のイチゴがミレーヌにとって大事な商品だから。ほかに理由はない。

「この家だって――」

　美代子がそこまで言いかけたそのとき、ドアがノックされて、半開きだった扉から理仁が顔を覗かせる。

「美代子さん、お茶を淹いれてもらってもいい？」

「承知いたしました。書斎にお持ちしますか？　それともリビングにご用意いたしましょうか？」

　理仁は菜摘を見てから「リビングにしよう」と答える。

「大地くんも付き合ってくれるだろう？」

「……は、はい」

　有無を言わせない目線にたじろぎながらうなずいた。

「では、すぐにご用意いたしますね」

　ベッドメイクを終えた美代子は立ち上がり、部屋を出ていった。

　理仁とふたりきりにされると妙に緊張する。それはほかでもなく、いつ正体がバレやしないかとヒヤヒヤするせいだろう。

「なにか足りないものは？」

「いえ、特には」

「お姉さんに連絡してくれた？」

「……いえ、まだです」

　にこやかな笑みを浮かべて尋ねる理仁に首を横に振る。

「連絡先を教えてくれれば、俺が自分で電話するけど」

「その……姉の了承を得ないで番号は教えられないので」

　教えた途端、そばでスマートフォンが着信音を響かせるなんて想像しただけでも恐ろしい。しどろもどろになるのをどうか不審がらないでと祈るばかり。

「それは残念。とにかく、早く出ておいでと伝えてくれる？」

「そう、ですね」

「じゃ、先にリビングに行ってる」

　ひらりと身を翻ひるがえした理仁が部屋を出ていくと同時に、菜摘はふぅと肩を上下させて息を吐き出した。大地に成りすましている重圧と緊張で体中がカチンコチンだ。

　そこでふと思い返す。

（……〝早く出ておいで〟？）

　物陰に隠れている猫にでもかけるような言葉がなんとなく引っかかる。

（〝帰っておいで〟じゃなくて〝出ておいで〟？）

　まるで今ここにいるような言い方に感じなくもない。ざわりと胸の奥が波立つ。

「まさかね。気づいているわけがないよね。気にしすぎ気にしすぎ」

　頭を振って不安を蹴散らし、菜摘もリビングへ向かう。大きな二枚扉を開いたら、甘くいい香りが立ち込めていた。

「さぁさ、大地様もこちらへどうぞ」

　テーブルにティーカップを置いた美代子が声をかけてくる。

　八人くらいが優に腰をかけられるくらいのコーナーソファが大きな窓のほうを向いて鎮座しており、そこにイチゴの形をした真っ赤なクッションが三つ並んでいた。

　ついうれしくなって「イチゴだ」と小さな声が漏れる。ハッとして口を押さえたが、理仁が耳ざとく拾う。

「お姉さん、イチゴの絵柄が好きだから」

「そ、そうですか」

　菜摘のイチゴ好きに合わせて用意したらしい。さりげない気遣いに心をくすぐられてしまった。それだけで喜ぶなんて、どれだけちょろいのか。

　ちょうどＬ字の部分、窓を正面に座る理仁とは九十度になる位置で菜摘も腰を下ろした。

　青々とした芝生の緑とプールの青が、パノラマ写真のように広がり爽快感がある。

「こちらはミレーヌ自慢のイチゴタルトでございます」

　美代子はそう言いながらティーカップの隣にそれを置いた。

　思わず「わぁ」と、素の菜摘になって声が漏れる。

「大地くんも甘いものは好きなのか」

　そう言われてハッとした。本物の大地はスイーツが大の苦手である。イチゴも甘さたっぷりよりは、酸っぱいくらいがおいしいと言うくらいだ。

「あ、そうですね、はい」

　別人のふりをするのは本当に心臓に悪い。ハラハラし通しで心が休まるときがないのだから。とはいえ、そんな事態を招いたのは紛れもなく自分のため文句も言えない。ここまで連れてこられたのは想定外だが。

「大地様、紅茶にしたのですが、コーヒーのほうがよろしいでしょうか？」

「いえ、紅茶は大好きです」

　どちらかといえばコーヒーよりも紅茶派だ。

「それはようございました。理仁様もコーヒーより紅茶がお好きなので、イギリスから各種お取り寄せしているんです」

「そうなんですね」

　いただきますと言いつつ、ソーサーごとティーカップを手にする。かぐわしい匂いを胸まで吸い込んだ。

「いい香り」

「定番のアールグレイですが、うっとりするほど芳醇な香りがするかと思います」

　美代子の言うとおりである。イギリスから取り寄せた高級品なのだろう。そう思うだけで贅沢な気分になれるのだから単純だ。

「では、どうぞごゆっくり」

　美代子は一礼して立ち去った。

　カップにそっと口をつけ、紅茶を口に含む。砂糖を入れていないため甘さは感じないが、柑橘系の爽やかな香りが鼻から抜けていく。

「おいしい」

　自然とそんな感想が口から漏れた。

「大地くん、ミレーヌのイチゴタルトを食べたことは？」

「もちろんあります。うちのイチゴを使っていますから」

「今の時季は輸入物に頼っているけど、佐々良さんのイチゴは一番だと思ってる」

「それはありがとうございます」

　セールストークのひとつに過ぎないだろうが、そう言われて悪い気はしない。

「菜摘さんへのアピールってわけじゃなく本心だと思ってもらいたいんだけどね。そうお姉さんに伝えて」

　微笑んだ理仁からそそくさと目を逸らす。視線を感じていたたまれず、ぎこちなくイチゴタルトを手に取った。タルトのクッキー部分をフォークでうまく割れず、カチャンと思いのほか大きな音を立てて決まりが悪い。

「そうだ。大地くんの連絡先だけでも教えてもらえないか」

「えっ」

　そうくるとは思わず驚いて肩がビクンと弾む。甲高い声が出てしまい、とっさに口もとを押さえた。

「なにかと必要な場面が出てくるかもしれない」

　ここで断ったら、理仁はどう思うだろうか。もしも今の〝大地〟を怪しんでいるとしたら、余計に疑うかもしれない。連絡先を教えられない理由を聞かれても、理仁を納得させられるものは用意できない。

　一瞬のうちにいろいろな考えが頭をよぎる。

「わかりました」

　了承する以外の出方は菜摘になく、部屋からスマートフォンを取って戻り、お互いの番号を登録し合った。

「大地くんは大学生だったよね」

「はい」

「今は夏休み？」

「そうです」

　大地は先週、前期の試験が終わり夏休みに突入したばかり。四年生のため、ついこの前まで就職活動に奔ほん走そうしていた。住宅メーカーから内々定をもらい、ひとまず先行きに不安はない。

「それじゃ、外出する必要はないね」

「あ、いや、それはちょっと……」

　まさか軟禁するつもりだろうか。

「不都合はないだろう？」

「祖父は入院中ですし、姉は旅に出ていてイチゴも気になるので」

　イチゴの収穫もランナーの切り取りも終わり、今はハウスを完全に閉めきって太陽光による土壌の熱消毒中。ランナーで増やした苗への水やりやファインベリーの生育ぶりも気になる。

「農園を見に戻りたい？」

「はい」

　即答した。

「大地くんもイチゴ栽培に熱心なんだね」

「……あ、あぁ、はい、そうなんです」

　コンマ一秒の沈黙を作り、焦って返す。

　本物の大地はイチゴそっちのけで大学生活を謳おう歌か中だ。

　菜摘をじっと見つめる理仁の笑みが怖い。なにかを探られそうで、それでいてすべてを見透かされているようで、心音がトクトクと嫌な音を立てて速まっていく。

「きちんとここへ帰ってくるならいいよ」

「帰ってきます」

　そもそも大地に扮してここへ来たのは理仁の本心を探るためだから、それをしないで逃げ出しはしない。

「ま、菜摘さんがここに現れればそれに越したことはないけどね」

「それは……近々、たぶん……」

　曖あい昧まいに言ってごまかしつつ、タルトを頬張る。せっかくおいしいものを食べているのに、緊張と不安で味わうどころではなかった。

　気持ちが張り詰めたティータイムを終えて部屋に戻った菜摘は、ベッドに腰かけて大地に電話を入れた。

　朝からコーヒーショップのアルバイト中だが、そろそろ終わっている頃だろう。

　コール三回で彼が出た。予想どおりアルバイトを終えて、ちょうど店を出たところだと言う。

「今、日高さんの家にいるの」

《え!?　断るんじゃなかったのか？》

「結婚を断ったら、うちの農園がなくなっちゃうじゃない」

《じゃあ結婚すんのか？》

　そう聞かれると答えに困る。

「それを見極めるために来たの。大地に扮して」

《はぁ!?　俺に扮してってなんだよ》

　声を荒らげて驚く大地に事の顛てん末まつを話して聞かせる。

　菜摘はしばらく旅に出たことにして、時間稼ぎをしようとしたらしくじったと。大地の格好のまま連れ去られたのは計算外だ。

《……なにやってんだよ》

　呆れられて当然だろう。

「だからね、大地もあまり目立つ行動はしないでほしいの」

《なんで》

「大地がふたりいたらおかしいから」

　おかしいのは菜摘のほうだとわかっているが、そうお願いする以外にない。ここにいるのが菜摘だとバレたら、理仁の本音を探れなくなってしまう。

　大地は電話口でもわかるほど大きなため息をついた。

《けどさ、世話になってるじいちゃんが入院してるのに旅に出るか？》

「……っ」

　言葉に詰まる。そこを突かれると非常に痛い。浅はかだと言われたら、まさしくそうだ。つくづく自分の思慮のなさを思い知った。

「ほんの少しの間だから」

　大地がこれ以上ないくらい大きなため息をつく。五つも年下の弟に完全に呆れ果てられたようだ。

　菜摘にも馬鹿げたことをしている自覚はある。でも、せめて数日だけでも、菜摘本人ではなく、べつの人間として理仁を見極めたい。

「とにかくよろしくね」

　何度も念押しして大地との通話を切った。




　翌日、早速農園に行こうと支度をしていたら、玄関で理仁に呼び止められた。

「大地くん、俺も行く」

「逃げたりしませんから」

「そうは思ってない。ただ俺が一緒に行きたいだけ。もしかしたら菜摘さんが帰っているかもしれないだろう？」

　そう言われたら、あからさまに『ついてこないで』とは言えない。ここを出るのは息抜きになるかと期待したが仕方ないだろう。

　日曜日のため理仁は休みだ。外出するときには運転手付きの車を使うように言われていたが、理仁本人の車で行くらしい。

　今日の理仁は、シンプルなネイビーのＴシャツにグレーのスリムパンツを合わせたカジュアルなスタイルをしていた。オーソドックスなのに素敵なのは、彼の醸し出す華麗な雰囲気のせいなのか。

　ちなみに菜摘はグレーのＴシャツにデニムだから、理仁とは上下が逆になった色合いで、まるでコーデしたようなのが気恥ずかしい。

　彼は真っ白な車体の高級車を大きなガレージから自分で運転して出してきた。助手席のパワーウインドウを下げ、そこに乗るように言う。

　菜摘は小声で「お邪魔します」と言って乗り込んだ。

　昨夜は美代子の作ったおいしい夕食に舌した鼓つづみを打ち、豪華なバスルームで束の間の安らぎを堪能した。ただひとつの難点は、お風呂上がりだというのに髪を乾かしたら再びウィッグを被らなくてはならず、さらしも巻かなければならないことだった。部屋に戻るまでの間に理仁に鉢合わせする可能性もあるため、いっさい気を抜けない。

　さすがにベッドに入るときにはウィッグを外したものの、油断できないため熟睡できなかった。

　心地のいいボサノバが邪魔にならない程度に流れる車内。運転に集中する理仁に問いかけた。

「ひとつ聞いてもいいですか？」

「どうぞ」

「日高さん、恋人はいないんですか？」

「恋人？　そんな人がいたら菜摘さんにプロポーズしないだろ」

　理仁がくすりと笑って答える。

　それはもっともではあるが、すぐに鵜う呑のみにはできない。あのプロポーズはまだ怪しさ満点だからだ。

「でも御曹司だし社長だし容姿だって恵まれているし、ほかにいくらでも女性はいると思うんですけど」

　それこそ深窓の令嬢などが。菜摘ではてんで話にならない。

「御曹司か……」

　どことなく寂しげに繰り返す。

　代々続くミレーヌの跡取りだから御曹司ではないか。

「大地くんは俺たちの結婚に反対？」

「反対というか……、どうして姉なんだろうって疑問で」

　目の前の信号が赤に変わり、車がゆっくりと停止する。理仁は菜摘のほうに顔を向けた。

「菜摘さんを好きだからって理由じゃ納得いかない？」

　答えが直球で返ってきた。変化球でもカーブでもない、ドストレートだ。まさかそんな返答だとは予測していなかったため、菜摘は目を泳がせて動揺を隠せない。今の自分は大地だと必死に言い聞かせて鼓動を宥なだめすかすものの、うまくできずにうろたえる。

　菜摘の弟を相手にしているからこその発言だろうし、妙な返答をして、菜摘に告げ口されないよう考えたからだと自分に必死に言い聞かせた。

　理仁が本気でそう言っているとは限らないのに、なにをどぎまぎしているのか。

「ですが、ご両親が納得されないのではないですか？」

　なんとか気持ちを立て直し聞き返す。

　理仁にふさわしい家柄の女性を迎え入れたいと考えて当然だろう。

「たしかにここ数年はあれこれと縁談を持ち込んできたけどね。でもそれは、俺に結婚の気配がまったくなかったから。社長としての仕事さえきっちりすれば、結婚相手は好きに選んでいいと言っている。お姉さんとの結婚も了承済みだよ」

　なんと理仁の両親まで賛成しているという。盛大な反対でもされていれば、それを理由になんとかできると考えたのにそれもあてにできないときた。

　周りを取り巻くものすべてが、菜摘を結婚に向かわせている気がしてならない。

　結婚するかしないか、ふたつあったはずの選択肢は、片方が遠く霞かすんでいく。

　信号が青になり、再び車が走り出す。

　理仁の視線が外れ、菜摘は静かに息を吐き出した。




　八月上旬の午後の日差しはまだ強く、目眩めまいを感じるほど暑い。それでなくてもウィッグの中は蒸れやすいというのに、車から降りた菜摘を太陽が容よう赦しゃなく射す。

　切り取ったランナーから育てた苗に適した生育温度は十八度から二十五度。暑さに強くないため、空調の効いた小屋で株を増やしている最中だ。天井から散布して水やりができるため楽でも、タイマー機能がないのでひと手間必要である。

　理仁を従えて小屋に入り、散水のスイッチを入れた。

「去年もここを案内してもらったよね」

「そうですね、あのときは……」

　そこまで言ってから今の自分は大地だと思い出す。

「姉から日高さんを案内したのは聞いています」

　うっかり発した言葉とのつながりがなんとなく変でも、かまっている余裕はない。

「ランナーを切り取ったあとの殺菌処理中でした……ようですね」

　菜摘から顔を背けた理仁の肩が揺れたように見えた。

「……えっと、ではここはしばらくこのままにして実証ハウスに行きます」

　そこには開発した四季成りイチゴ、ファインベリーがある。

　空調の効いた小屋から出るとムワッとした空気に包まれ、その熱気で胸が焼きつきそうだ。汗がこめかみを流れていく。

「暑いね。脳天が太陽に焼かれそうだ」

　きっと違うのだろうが、〝脳天〟と聞くと暗にウィッグのことを言われているようで気が気じゃない。

　理仁はポケットからハンカチを出して額に浮かんだ汗を拭う。そのハンカチで大地の汗まで拭おうとしたものだから、急いで「大丈夫ですから」と一歩飛びのいた。

　実証ハウスに入り、イチゴの生育状態を見る。

「ファインベリーはどう？」

　葉っぱの間から赤い実がいくつも顔を出している。色味も大きさも十分。成熟しているようだ。

「ちょうど食べ頃ですね」

　そのうちのひとつを摘まみ取り、理仁に差し出す。理仁は「ありがとう」と受け取り、すぐに口に運んだ。

「うん、おいしいな。一季成りのものと遜そん色しょくない」

　和夫はまさにそれを目指していたため、手伝っていた菜摘もうれしくなる。

「品種改良はどのくらいの年数がかかるもの？」

「そうですね……ランナーで増やしつつ選抜していくので、最低でも五～六年でしょうか」

　それもうまくいくとは限らない。期待する味を出せるのはごく稀まれだ。

「ファインベリーは何年で完成させたの？」

「ファインベリーは八年です。……と祖父から聞いています」

　慌ててそう付け加える。

　甘いものができたと思ったら病気にかかりやすかったり、十分な大きさに育たなかったりと苦労の連続だった。

　いくら四季に関係なくイチゴの実をつける四季成りでも、夏場の栽培は冷涼な地域のほうが適しているため、東京での栽培は難しいとされてきた。それを改良してできたのがファインベリーなのだ。

「相当な労力だっただろう。品種登録が楽しみだね」

　理仁はそう言って、もうひと粒口に入れた。










ドキドキハラハラの同居生活




　全国にパティスリーを展開するミレーヌが本社を構えるのは、湾岸エリアにそびえ建つ高層ビル。四十二階の社長室から眺める景色は格別で、空気が澄んだ晴れの日にはビル群の間から富ふ士じ山さんが見えることもある。

　来客対応を終えた理仁は、秘書の戸と田だ晴はる彦ひこが淹れた紅茶を飲みながら、ある雑誌を開いていた。何度となく読み返したせいでページの端がよれ、だいぶくたびれてしまった。

　そこに写る、はにかんだ笑顔にしばらく見入る。

　その目もとは〝あのとき〟と同じ。嫌みなほどに青く晴れ渡った空の下、頬を濡らす理仁に差し出されたのは、刺繍のワンポイントがある白いハンカチだった。

（やっと手に入れられるかと思ったら、姿をくらますとはね）

　菜摘の弟を新居に連れてきて三日。まだ彼女は戻らない。

　理仁がクスッと鼻を鳴らしたタイミングで、部屋のドアがノックされる。

「社長、先ほど経営戦略室より先月期の業績がまとまったとの連絡が入りました。機密フォルダをご参照くださいとのことです」

　いったん退出した戸田が再び姿を現した。

　整髪料でツンツンに立たせた短髪がトレードマーク。一見するとやんちゃそうに見えるが、二十九歳の年齢のわりに落ち着いた性格の男である。

　理仁は開いていた雑誌を閉じ、引き出しの一番下に大事に収納した。

「了解。ありがとう」

　マウスを動かし、スリープ状態になっていたパソコンを復帰させる。パスワードを入力してから画面右上にある機密フォルダをクリックした。

「先月期も業績は好調です。現会長から社長を引き継いだあとは特に顕著ですね」

　売上高も経常利益も前年同月比で百二十パーセント。戸田の言うように右肩上がりである。

「非常に喜ばしいが油断は禁物だ」

　自分にも言い聞かせる。企業経営が悪化するのは、たいていが慢心からくるもの。おごりはなによりも危険だ。

　ミレーヌは理仁で四代目。代々父親から受け継ぎ、創業九十年を数える。

　先代である会長の健けん次じ郎ろうの代までは創業当時の大衆路線のパティスリーを展開してきたが、理仁が専務就任と同時に思いきった改革を行った。

　それまで〝街のケーキ屋さん〟だった、なんの変哲もないミレーヌを〝ワンランク上の高級感溢れるおしゃれなパティスリー〟にシフトチェンジさせたのだ。

　店のリノベーションから始まり、商品や価格帯の再編成など細かなリサーチの末に完成したのが現在のミレーヌである。

　当時は先代の健次郎の反発も少なからずあったが、入念な調査資料で何度となく説得して承認を得た。

　ＳＮＳが広く使われる時代。〝おしゃれなパティスリーを発見〟というひとつの口コミがたちまち拡散され、今ではメディアでたびたび紹介されるまでになっている。

　もちろん見た目だけの勝負ではない。味へのこだわりは創業当時から受け継いだものである。

「先ほど山やま崎ざきさんから連絡が入りました」

「用件は？」

「新作の試食をしてほしいと」

　ミレーヌのチーフパティシエである三十三歳の山崎エリカはフランスで経験を積み、一年前にミレーヌへやってきた。安心して任せられる、腕のたしかなパティシエである。最近は雑誌でも〝美人パティシエ〟ともっぱら評判だ。

　その相乗効果はミレーヌの売上アップにも一役買っている。ほかのパティシエたちも彼女のケーキに触発され、全体的なレベルアップにもつながった。

「近々店に出向くと伝えておいてもらえると助かる」

「承知いたしました」

　戸田は会釈して踵きびすを返したが、再びくるりと振り返った。

「ところで社長、佐々良菜摘さんはその後、ご旅行からお戻りになられましたか？　必要であれば捜索のプロに依頼することも可能ですが」

「いや、その必要はない」

　もう間もなく戻るだろう。探す必要もない。見当違いの場所を探しても見つからないだろうから。

　思わず浮かべた笑みに戸田が「どうかされましたか？」と反応する。

「いや、なんでもない」

　手をひらりと振り、軽く一蹴する。

「しかし社長も完璧主義でいらっしゃいますよね」

「なんの話をしてる？」

「ファインベリーを確実に手に入れるために佐々良イチゴ農園の借金の肩代わりをするだけでなく、お嬢さんとの結婚に踏み切るのですから」

　どうやら戸田は、理仁がファインベリーのために菜摘との結婚を望んでいると考えているようだ。そう思っているのならそれでもいいが、事実はまるで違う。

「ともかく菜摘さんに関して、戸田は心配しなくていい」

「承知いたしました。では、なにかございましたらお声がけを」

　戸田は一礼して社長室を出ていった。




◇◇◇◇◇




　菜摘が理仁の家に連れ去られた三日目。菜摘は用意された運転手付きの車で、和夫が入院する病院へやってきた。

　大地に姿を変えたままのため、とても心こころ許もとない。和夫の病室があるフロアでハラハラしながら何人かの看護師とすれ違ったが、男装を疑うような好奇の目は向けられずホッとした。

（おじいちゃん、すぐに気づくかな）

　さすがに和夫なら菜摘だとわかるだろうが、それでもなんとなくそわそわする。

　四人部屋の引き戸を開け、窓際側の仕切りカーテンを静かに開けた。

「大地、来てくれたのか」

　菜摘が顔を覗かせると和夫はニコニコと第一声を発したが、すぐに違和感を覚えたらしい。菜摘にじっと見入って目を真ん丸にした。

「菜摘!?　いったいなんで」

　ここが病室だというのも忘れて、和夫が驚いた声をあげる。

「やっぱり私ってわかる？」

　菜摘は照れ笑いをしながら椅子に腰を下ろした。

「なんでそんな変装みたいな真似を？」

　和夫は目を真ん丸にしたまま、まじまじと菜摘を見て不思議そうに首を捻ひねる。

「じつは……」

　菜摘は、大地のふりをして理仁にいったん引き下がってもらおうとした顛末を話して聞かせた。結局そのまま連れ去られたのだから、失策といってもいいかもしれない。

　しかも現時点で理仁の欠点やほかの女性の影を見つけられないどころか、彼の紳士的な言動に翻ほん弄ろうされ通しときている。計算違いも甚はなはだしい。

「菜摘がそんな大胆なことをする娘だったとはね」

　和夫がしみじみ呟く。まだ信じられないようで「へぇ」「ほぉ」と感心したようにため息交じりの声を何度も漏らした。

「こうなるとは思ってなかったの。引っ込みもつかなくなっちゃって」

　一度嘘をついた手前、今さら『本当は菜摘なんです』と暴露はできない。もう少し大地としてあの家で過ごしてから、タイミングを見計らって旅から帰ってきたように見せかけるしかないだろう。

「しかしこうして見ると、菜摘と大地は本当にそっくりだなぁ」

「メガネでごまかしてるのも大きいと思うけどね」

「日高さんはまったく気づかず？」

「たぶん」

　理仁の言葉の端々から、本当は菜摘だとわかっているのではないかとヒヤッとするときもあるが、この三日間はなんとか大地を演じられていると言っていい気がする。

　気づいているのに嘘に乗る理由が、理仁にはないだろうから。

「でも、おじいちゃん、ごめんね」

「なんで謝るんだ」

「農園のためを思えば、結婚に迷っている場合じゃないのに」

　結婚すれば借金を肩代わりしてくれると言ってくれているのだ。理仁の本音を暴くなんて悠長に構えている時間はない。

「それを言うなら私のほうだよ。かわいい孫に酷な決断をさせようとしているんだから。不ふ甲が斐いなくて申し訳ない」

「そんなふうに言わないで」

　不自由なく育ててもらったのだから、和夫の大事なものを守るのはあたり前。それにイチゴ農園は、菜摘にとっても大切なものに変わりない。

（……ってことは私に、結婚する以外の道はないんだよね）

　ファインベリーはもちろん、農園をこれで終わりにしたくない。理仁はその手助けをしてくれると言っているのだから、答えはひとつしかなくなる。

「菜摘」

　ふと、和夫が真剣な眼差しを菜摘に向ける。

「前にも言ったが、菜摘が彼と結婚したくないというのなら、それでいいんだぞ？　菜摘を我慢させてまでイチゴ園を続けていくつもりはない。菜摘の気持ちが一番だ」

「うん、わかってる」

　和夫が心からそう思い、無理強いさせるつもりがないのは菜摘も十分理解している。

　あとは菜摘の心ひとつ。それで未来がまったく違うものになる。

　和夫は穏やかな笑みを浮かべ、手を伸ばして菜摘の頭をポンポンと撫でた。




　その夜、美代子の手料理で夕食を終えた菜摘は、「少し付き合って」と理仁からお酒に誘われた。

　今日は和夫の病院と農園で作業も少しあったため、できれば早くお風呂に入ってゆっくりしたいが、断ることを許してくれそうにない視線に負けてしまった。

　照明をほどよく落としたリビングのソファに座り、理仁が準備してくるのを待つ。理仁がつけたのか、テレビのニュースで台風が日本の南海上で発生したと伝えていた。

（そろそろ台風シーズンか……。まだこっちまでは来ないよね）

　この時期は関東への影響はまだないだろうが、台風情報には敏感になる。昨年、上陸した台風にハウスを破壊されて大変な目に遭ったから余計だ。

　しばらくして現れた彼はフルボトルのワインとグラスを手にしていた。

「大地くん、ワインは飲める？」

「少しなら」

　アルコールは嫌いではないが強くはない。ワインはグラス一杯が限界だ。

　注いでもらったグラスを手に取り、「いただきます」と言いつつ口をつける。ほのかな酸味が邪魔にならず、フルーティーな香りが鼻から抜けていく。

　目の前の大きな窓はカーテンが開けられ、庭の様子が見えた。ライトアップされたプールは青く光り、その向こうにはガーデンライトがセンスよく庭を彩っている。

「お姉さんと連絡はついた？」

「えっ、あ、はい……」

　前触れもなく核心部分に触れられて動揺する。とはいえ、理仁との会話はそれ以外にないとも言えるから仕方がない。

　緊張を強いられ、鼓動がどんどん速まっていく。

「それで、いつ頃戻るって？」

「も、もう間もなくと……」

　理仁はワイングラスを揺らしながら優雅に足を組み替えた。余裕たっぷりの仕草は、余計に菜摘を焦らせる。

「俺が待っていると伝えてくれた？」

　首をかしげて菜摘の顔を覗き込む。なぜか妙にセクシーな視線にどぎまぎして、目をぎこちなく逸らした。怪しさ満点だ。

「はい、もちろんです」

　急に喉がカラカラに乾いた気がして、ワインをグラスの半分ほど一気に口に含む。少しずつ喉の奥に流し込んだら、胸のあたりが燃えるように熱くなった。

「それで、お姉さんはなんて？」

「えっ？　あ、そうですね……なんだったかな。わかったって言っていたと……思います、はい」

　菜摘は前を向いたまま答えた。横顔に理仁の視線を感じるからたまらない。

（早いところワインを飲み干して、ここから退散しよう）

　嘘が精神的にこれほどつらいものだとは思いもしなかった。それもその場限りではなく、何日も続けなければならないのだから。

　理仁と一緒にいるとハラハラして心臓にも悪い。

　ところが、せっかく空にしてテーブルに置いたグラスに理仁がワインを追加で注ぐ。

「あ、お代わりは大丈夫です。そろそろ」

「そう言わずにもう少し付き合ってくれ」

　遠慮がまるで通じない。理仁はそのグラスを菜摘に差し出してきた。受け取れ、と言っている目に逆らえない。

「今日も農園に？」

「祖父のお見舞いのあとに行ってきました」

「おじい様の体調はどう？」

「おかげさまでだいぶ元気になりました」

　救急車で運ばれたときにはどうなるかと心配したが、顔色もずいぶんよくなり声に張りも出てきた。たぶんそれは、借金問題に目途がつきそうな安心感もあるのだろう。

「それはよかった」

「日高さんのおかげでもあります」

「どういう意味？」

　理仁はぐいと顔を近づけ、再び菜摘の顔を覗き込む。

「借金がなんとかなりそうだから、気分的に違うんだと思います」

「……つまりそれは結婚に同意するととっていいんだね？」

　理仁は目を細め、視線をいきなり鋭くさせた。菜摘本人に言っているようなニュアンスにドキッとさせられる。

「えっ？　……あ、えっと……それは姉が決めることですので」

「でもキミはもう反対していないと思っていいようだ。そうでなければ借金がなんとかなりそうだとは言わない」

　理仁は〝キミ〟の部分をやけに強調していた。

　的確な指摘が菜摘から言葉を奪う。喉の奥で声が詰まり、息だけが唇から漏れた。

「ともかく、大地くんは了承してくれたようだから、あとはお姉さんだね。キミからもう一度伝えてもらえる？　早く帰っておいで、って。そうじゃないと……」

　真顔で意味深に見つめられ、胸が早鐘を打っていく。

「……そうじゃないと？」

　その先の言葉を待つが、理仁はその表情を解き、いたずらっぽい目をしてふっと笑みをこぼした。

「ま、いいや。菜摘さんが戻るまで待とう」

　理仁はソファの背もたれに体を預け、長い足をゆったりと組み替えた。




　やはり理仁は気づいているのではないか。

　シャワーを浴びようとパウダールームでウィッグを外した菜摘は、大きな鏡に映る自分を不安いっぱいに見た。

　理仁の数々の言動が、どうしてもそう思えてならないのだ。

（でも、それならどうして黙っているの？　詰め寄って嘘を暴いてもよさそうなものなのに）

　ついさっき菜摘をじっと見つめた理仁の顔を思い出し、やけに胸が騒ぐ。

　ふぅと吐いた息はアルコールも含んで熱く、かすかにくらっと目眩を覚えた。

（ちょっと飲みすぎたから、今日はシャワーだけにしておこう）

　さすがにワイン二杯は、菜摘にとって過剰摂取である。理仁との親密すぎる空気が心許なくて、ワインに口をつけるしか逃げ場がなかったのが原因だ。

　ふわふわとした心地というよりは体がズンと重い。度数の高いお酒を許容量以上に飲んだあとは決まってこうなる。

　どことなく危うい足取りでバスルームに入り、熱いシャワーを頭から浴びた。

　これからどうしようか。いつ菜摘として理仁の前に現れようか。

　頭の中は先行きの不安でいっぱい。

　髪を洗いボディーシャンプーを流していると、不意に視界がぐにゃりと歪ゆがむ。

（……あれ？　やだ、なに？）

　いきなりフロアが波打ち、菜摘はその場に立っていられずにしゃがみ込んだ。そうしているうちに膝から力が抜けてペタンと座る。

「や、どうしよう……」

　次第に目が翳かすみ、シャワーの音がどんどん遠のいていく。

　左腕にフロアの硬い感触を覚えたが最後、菜摘はそのまま意識を手離した。




◇◇◇◇◇




　大地がリビングから去ったあともひとりでワインを飲んでいた理仁のもとに、美代子が大慌てでやってきた。パタパタというよりは、バタバタとスリッパの音が忙しなく響き渡る。

「理仁様！　理仁様！　大変です！」

　いったい何事かとグラスを持ったまま彼女を見上げた。

　目は見開き、今にも飛び出しそうなほど。いつも穏やかな美代子が、尋常ではない様子だ。

「そんなに慌ててどうかした？」

「大地様がっ」

「大地くんがなに」

「じょ、じょ、じょ……」

　いきなり言葉が不自由になったかのように美代子が口をパクパク、目を白黒させていた。

「美代子さん、落ち着いて」

　そう宥めるが、一向に効き目はない。

「大地くんになにがあった？」

「それがその……突然、女性になられてしまって」

「……え？」

「ずいぶんとお風呂が長いなと思っておりまして、ワインを飲まれていたからちょっと気になってお声をかけてみたんです。そうしたらなんの返事もなくて」

　話が違うほうに向かっていく。

　まさかという思いで、理仁は焦って「それで？」と美代子を急かした。

「バスルームで大地様が倒れていらして」

　理仁はグラスを慌ててテーブルに置き、弾かれたように立ち上がった。

「それを先に言ってくれ」

　急いでバスルームに向かう理仁のあとを美代子も追ってくる。

「ですが、理仁様！　大地様はなぜか女性で……！」

　彼女は、なにがなんだかわからないといったパニック状態だ。

　ドアが開けっ放しになっていたパウダールームに入ったところで、追いついた美代子に振り返る。

「裸のまま？」

「あ、いえ、とっさにタオルをかけてありますが」

　確認してからバスルームに突入。大地改め、菜摘はバスタオルをかけられた状態でフロアに倒れていた。

　バスタオルがはらりと落ちないように彼女を慎重に抱き上げ、菜摘の部屋に連れていく。美代子がベッドにべつのバスタオルを敷き、その上に彼女を横たえた。

「美代子さん、悪いけど彼女の体、拭いてやってくれる？　俺がやるわけにはいかないから」

「しょ、承知いたしました」

　事態を呑み込めないまま、美代子が菜摘の体を拭いていく。

　その間、理仁はベッドに背を向けて待った。

「理仁様、ひとつお聞きしてもよろしいでしょうか」

　美代子は一応そう断って続けた。

「もしかして、うちにいらしていたのは大地様ではなく菜摘様だったのですか？」

「美代子さんは気づかなかった？」

「ええ、まったく」

　無理もないかもしれない。それくらい菜摘の変装は違和感がなかったのだ。

　菜摘にも大地にも会ったことのない美代子なら、ぱっと見で男だと判断すれば、そのまま思い込んでも無理はない。

　理仁でさえ、彼女を迎えに佐々良家へ行ったときには、すぐにわからなかったのだから。その直後に菜摘だと気づいたが。

「ただ、お洗濯物の中に白い布があって、いったいなにに使うのかと不思議に思ってはいたのですが」

「それで胸を押さえつけていたんだろうね。さらしだ」

　おそらく菜摘は、そのまま理仁に連れ去られるとは思っていなかっただろう。あの場で大地に成りすまし、理仁を追い返すだけで終わりだと。ほんの少しの変装のつもりが、理仁に連れ去られたため演じ続けなければならなくなった。

「理仁様、拭き終わりましたが、下着やパジャマはどういたしましょう」

「とりあえずそのまま布団をかけておこうか」

　女性だと判明したのに男性用のものを着させるのにはためらいがある。

　振り返って見た彼女は、まだ髪が濡れた状態。ドライヤーで乾かしてやろうかとも思ったが、この状態で目覚めさせるのは酷だと考えなおした。

　正体を暴かれたうえ、裸を見られたのではないかとパニックにさせたくない。

　理仁はその場に膝を突き、菜摘の頬を撫でた。

「飲ませすぎたな。ごめん」

　菜摘が勢いよくワインを飲んだため、理仁もつい調子に乗って彼女のグラスに注ぎ足した。酒に酔えば、自分から正体を明かすかもしれないと期待したのもある。

　でも菜摘はなかなか意思が固く、そう簡単に崩せないらしい。

「美代子さん、ひとつお願いがあるんだ」

　理仁は立ち上がり、祈るように両手を前で握り困惑する美代子に向きなおった。

「なんでございましょう」

「正体を知ったのは美代子さんだけ、ということにしておいてほしい」

　美代子が目をまたたかせる。

「ですが、バスルームからここまで運んだのが私では無理がありませんか？」

「人一倍力持ちだと言えばいい」

　理仁は、自分で自分の言葉にクスッと鼻を鳴らした。

　五十代の美代子に菜摘を抱き上げるほどの力はないだろう。でも、自信をもってそう言いきれば、菜摘なら信じるのではないか。

「ですが、どうしてですか？」

　美代子は、なぜ隠し通したままにしておくのか疑問らしい。

「彼女自身に正体を明かしてほしいから」

　無理に暴いても、彼女の気持ちは定まらないだろう。ここへ大地として連れ去られたのは事故的状況だとしても、いまだ正体を明かさないのは彼女なりの理由があるからだ。自分から明かそうと思うまで待ちたい。

「承知いたしました。力持ちの美代子にお任せくださいませ」

　美代子はおどけた様子で力こぶを作り、頼もしい笑みを浮かべた。

（その代わり、そろそろ手加減は終わりだ。菜摘、容赦しないからな）

　理仁は菜摘に「おやすみ」と告げ、部屋をあとにした。










甘く暴かれた正体




　翌朝、目覚めた菜摘は自分の置かれた状況に頭が混乱した。

「えっ、なんで裸？　え？　どういうこと？　……っつ」

　頭にかすかな痛みが走り、とっさにこめかみを押さえる。

　そこでようやく昨夜の記憶が少しずつ蘇よみがえってきた。理仁とワインを飲み、その後シャワーを浴びて……。

「やだ、どうやってここまで来たの？」

　飛び起きると同時に布団がはらりと落ち、一糸まとわぬ体が朝の光を浴びる。

（まさか……！）

　ひとつの可能性が頭をよぎり、心臓がギクッと音を立てた。

「日高さんが運んだの？」

　ポツリと呟いた言葉が耳から脳に舞い戻る。

（それじゃ裸を見られちゃった!?）

　そんな焦りの次に、最も重要なことを思い出した。

「……大地じゃないってばれちゃったってこと？」

　理仁がここへ運んだのなら、裸を見られたうえ正体までばれたことになる。

「やだ、どうしよう！」

　確実に騙だませていた自信はないが、少なくとも理仁は菜摘を大地として扱ってくれていた。

　もしかしたら嘘に激怒して、理仁は農園に差し伸べようとしていた手を引っ込めるかもしれない。そうしたら佐々良イチゴ農園は経営破綻。和夫はもちろん、菜摘も大切にしてきたものがなくなってしまう。……当然ながら理仁との結婚も。

　最後に頭に浮かんだものが、やけに心に引っかかる。なぜか小さな影を落として気分が晴れない。

（と、とにかく、どんな状況になっているのか確かめなくちゃ）

　いったん気持ちを鎮め、菜摘はここ数日しているように大地に変装して、恐る恐るダイニングに顔を出した。

「おはようございます」

　キッチンには美代子がひとり。理仁の姿はまだ見えない。

「大地様、おはようございます」

（〝大地〟？　それじゃ私をベッドまで運んだのはやっぱり日高さんなの？）

　美代子が菜摘を〝大地〟と呼んだのならそうなのだろう。そもそも彼女が菜摘を運べるわけがない。

　裸を見たのは理仁であってほしくないと願っていたため、愕がく然ぜんとして顔面蒼白になった。足に力が入らず、その場にへたり込む。

「大丈夫ですか？　まだお加減がお悪いようですね」

　美代子は菜摘の腕を引き上げて立たせると、ダイニングチェアに座らせた。

「でも心配しないでください。理仁様にはばれておりません」

「えっ……？」

（それじゃ昨夜、バスルームから私を運んだのは美代子さん!?）

　菜摘は目をパチパチと忙しなくまたたかせて彼女を見た。

「大地様に扮した菜摘様、なんですよね？」

　目覚めたときの状態から覚悟はしていたが、それでもドキッとさせられる。

「騙してごめんなさい！」

　急いで頭を下げた。

　意図せずこんな事態になったが、美代子を欺いていい理由にはならない。

「いえいえ。それより寝ていなくて大丈夫ですか？　今、朝食をお持ちしようとしていたところなんです」

「大丈夫です。本当にご迷惑をおかけしました」

　深く頭を下げ、ふと疑問が湧く。

「でも、美代子さんが部屋まで運んでくださったんですか？」

　理仁に正体がばれていないのだからそうだろうが、聞かずにはいられない。美代子が運べるとはとうてい思えないからだ。

「そ、そうなんです。こう見えても私、腕力には自信がありまして」

　美代子は右手で拳こぶしを握り、半袖のシャツをまくり上げて二の腕を見せた。言われてみれば筋肉があるようにも見える。

「米だっていつも二十キロずつを両方の腕で運びますから」

「二十キロずつ？　つまり四十キロをいっぺんにですか？」

　菜摘だってイチゴの苗をたくさんのせたトレーを運ぶが、さすがに四十キロにはほど遠い。その半分にも満たないだろう。

「そうなんです。なので菜摘様を運ぶのも、なんの造作もありませんでした」

「でも重かったですよね……。本当に申し訳ありません」

　米と人とでは感じる重みも違うだろうし、力の抜けた人間を運ぶのは大変だと聞いたこともある。しかも裸なんて恥ずかしくてたまらない。

「ですが、どうして大地様のお姿に？」

「弟に変装していれば、無理やりここへ連れてこられないだろうって思ったんです。ひとまずその場だけ切り抜けて、結婚についてじっくり考えたくて。でもそのままここへ……」

「まぁ、そうだったんですね。理仁様もなかなか強引なところがございますね」

　美代子は目を真ん丸にしてから糸のように細めた。

「いつまで大地様のままで？」

「なんだか引っ込みがつかなくなってしまって」

　いつ暴かれるかとヒヤヒヤするのも、正直そろそろ終わりにしたい。

「理仁様も菜摘様がお帰りになるのを楽しみにされていますよ」

　口ではそう言うが、本当にそうなのかと疑いたくなる。そもそも農園を救うのと引き換えに菜摘をほしいというのが信じられない。なにか裏があるのではないかと。

「この家も、菜摘様が住みたいとおっしゃっていたとおりに造ったのですから」

「私はほんの冗談のつもりというか、そのくらいわがままな女だからやめたほうがいいと思ってもらいたくて言っただけなんです」

　菜摘に対するちょっとした興味も、それで薄れるだろうと。

「でも、理仁様はそれを実現させた。つまり本気です」

　美代子は穏やかに微笑みながら菜摘を諭すように言った。

　理仁に近い場所にいる美代子の言葉に、少なからず気持ちが揺れる。

「ご友人に空間デザインの専門家がいらっしゃいましてね、それはもう熱心に相談して造り上げたんですよ」

　美代子の顔がうれしそうにほころぶ。まるで自分のことのようだ。

　事実、理仁もここへ菜摘を案内したときに『菜摘さんの希望どおりの家だよ』と言っていた。でも彼がまさか、わがまま放題の菜摘の希望を叶えようと必死になるとは思ってもみなかった。

「大地様のふりではなく、早く菜摘様としてのお顔を見せてあげてくださいね」

　美代子が菜摘の手を握ったとき、理仁がダイニングに現れる。ネクタイをまだ締めていないワイシャツ姿だ。手にしていたジャケットをダイニングチェアにかけた。

「おはよう」

「理仁様、おはようございます」

　美代子のあとに「おはようございます」と、立ち上がった菜摘も続いた。

「昨夜、バスルームで倒れたそうじゃないか。起きて大丈夫なのか？」

　菜摘が横目でチラッと見たら、美代子が小さくうなずく。〝心配いらない〟と言っているようだった。

「はい、ご心配をおかけしてすみませんでした」

　頭を下げて椅子に座りなおしているうちに美代子が紅茶を淹れて戻る。たちまち部屋は甘い香りが満ちた。

「今日はフレーバーティーにいたしました」

　理仁は早速カップを鼻に近づけ、軽く嗅ぐような仕草をする。

「バニラビーンズのいい香りだ」

　つられて菜摘も香りを確かめたら、うっとりするほど甘くて、それだけで心が華やいだ。

　いつものように美代子が用意した朝食がテーブルに並べられていく。フレッシュジュースに新鮮な生野菜のサラダ。近所のベーカリー工房『福ふくちゃん』で人気だというメロンパンや塩バターロール、ブリオッシュもあり、スクランブルエッグはチーズ入りのふわふわだ。

（もしも日高さんと結婚したら、こんな朝食を私が作ってあげるのかな）

　無意識にそんなことを想像してしまい、慌てて頭を振って追い出す。いったいなにを先走って妄想しているのか。

「大地くんは今日も農園？」

　理仁に〝大地〟で呼びかけられたため反応が遅れ、妙な間が空く。ハッとして取り繕ったものの、うわの空だったためなにを聞かれたのかわからない。

「なにか悩み事？」

　菜摘の心を見透かすような目に戸惑う。まるですべてを知られているような気になったが、大地だとばれたのは美代子にだけ。いつもどおりにしていればいいのだと自分に言い聞かせる。

「な、悩みなんてなにも」

　なんとか濁して紅茶に口をつけたら……。

「熱っ」

　淹れたてのため、危うく唇を火傷やけどしそうになった。それもこれも動揺しているからにほかならない。

「大丈夫か？」

　大したことでもないのに、理仁が席を立って菜摘のもとにやってくる。心配そうに唇を凝視した。

「大丈夫ですから」

　わざわざ確認するまでもない。大袈裟もいいところだろう。

　ところが理仁は、「ちょっと見せて」と、菜摘の手を唇から離す。間近でじっと見られ、目のやり場がない。それでなくても理仁は端正な顔立ちをしているため、近づかれるだけでも心臓に悪いのだ。

「赤くはなってないな」

　理仁はそう言って、あろうことか菜摘の唇を親指でさっと撫でた。

　びっくりして肩が弾む。

（ふ、普通、同性相手にそんなこと……する？）

　理仁にとって、今の菜摘は大地なのだ。離れていく理仁を戸惑いの目で見る。

「熱くて飲めないなら、俺がふうふうしてあげようか」

「なっ、なにを言ってるんですか」

　いたずらっぽい表情に不覚にも鼓動を乱される。

「冗談」

　理仁はクスッと笑い、自分の席に戻った。

　いったいどういうつもりなのか。出会った当初から不可解な言動の多い理仁だが、今朝はそれにも増して謎だ。

「じゃ、食べようか」

　理仁は「いただきます」と言ってから塩バターロールを手に取った。




　それから三日が過ぎた土曜の午後。

　菜摘が農園の様子を見終わって帰宅すると、朝早く仕事に出かけた理仁がいた。

「おかえりなさい」

「大地くんもおかえり」

　優しい微笑みで返されて、とても照れくさい。

　美代子に正体がばれてからというもの、理仁の菜摘に対する距離がなんとなく近くなった気がしてならない。

　一緒に生活するようになったため自然と打ち解けたせいもあるのかもしれないが、話をするにしても単なる挨拶にしても、今にも触れそうなくらいに顔を寄せてくる。男同士でもこんなに近づくの？と不可解なほどに。

「これからプールでひと泳ぎするけど、キミもどう？」

　理仁はハーフパンツにパーカーを羽織っているが、よく見れば水着だった。大地の分なのか、手にも水着を持っている。

「いえ、遠慮します」

　男物の水着は当然ながら着られない。

「そう言わずに、ほら」

　ずんずん足を進めて菜摘に近づき、理仁が穿いているのと似たようなデザインの水着を押しつける。

「ほんとにいいですから」

「この水着が気に入らない？」

「そういう問題ではなく」

　その水着は着られないのだ。それは菜摘の嘘が発端ではあるけれど。

「それじゃ、プールサイドで見ているだけでもいい。気分転換に付き合って」

　むんずと腕を掴まれ、菜摘は理仁に引きずられるようにしてリビングの窓からテラスに連れ出された。

　空調の効いた室内から出た途端、湿気を孕はらんだ空気に包まれる。

　傾きかけている太陽はその光を弱める気配がなく、焼けつきそうな日差しで芝生も焦がしてしまいそうだ。

　板張りになったテラスにはカウチソファやテーブルが置かれ、その向こうには太陽光が揺らめくプールがある。

　菜摘の視界の隅で、理仁は着ていたパーカーを脱ぎ捨てた。それをソファにポンと放った彼をなにげなく見て、その体に釘づけになる。

　細身だと思っていたが、胸はほどよく隆起し腹筋もかすかに割れている。逞たくましい筋肉質のシルエットに胸が高鳴って仕方がない。

　理仁はプールサイドから美しい弧を描いて水に飛び込んだ。細かいしぶきが太陽に反射してキラキラ光る。夏の午後にふさわしい景色だった。

　ゆったりと泳ぎはじめた理仁は、規則正しいクロールで涼やかな水音を立てる。

　菜摘はしばらく突っ立ったまま、暑さも忘れて彼が優雅に泳ぐ姿を見つめていた。

（本当に綺麗……）

　どれくらいそうしていたか、ふと我に返りカウチソファに腰を下ろす。

　食い入るように見ていたことを思い出して恥ずかしくなり、手持無沙汰に理仁が放ったパーカーを畳んだ。

（って、大地が畳んだりしたらおかしくない？　やっぱりやめよう）

　綺麗にしたものをいったん崩したが、再び気が変わってもう一度畳みなおす。

（私、なにやってるの）

　菜摘が不可解な行動になるのは、理仁の鍛え上げられた体を見たせいだろう。さっきから胸が騒いでうるさい。

（男の人の体を見てドキドキするなんて私、ヘンタイ？）

　気を逸らそうと目をあちらこちらに向けて所在なくしていたら、理仁が水面から顔を出して菜摘に手招きをしてきた。濡れた髪をかき上げる仕草が妙に色っぽい。

「なんでしょうか」

「足だけでもいいから、キミもプールに入ったらどうだ。気持ちいいぞ」

　じっとしていても汗ばむ暑さのため、心が揺れる誘惑だ。

「いいえ、大丈夫です」

　たしかに気持ちよさそうではあるが、入るわけにはいかない。

「そう言わずにおいで」

　邪気のない笑みを浮かべ、なおも大きく手招きをする。

（……少しだけならいいかな）

　キラキラと光る水面と同じく理仁の眩しいほどの笑顔に引き寄せられ、菜摘はためらいつつプール際まで行った。

「ここに座って」

　言われるまま腰を下ろす。デニムの裾を膝までまくり、足をそっと水に入れた。

「……気持ちいい」

「だろう？」

　まるで自分の手柄のように理仁が満足そうに笑う。

　炎天下のプールのため、もっと生ぬるいかと思いきや意外と冷たい。そしてそれがとても心地いい。

　足をばたつかせてピチャピチャしていると、水を両手ですくった理仁が不意に菜摘にかけてよこした。

「な、なにするんですか」

　いきなりだったため避けられず、Ｔシャツがしっとりと濡れる。すっかり油断していたため、闇やみ討うちにあった気分だ。

「足だけじゃなく、もっと気持ちよくなったらいい。ほら、おいで」

　今度は手を取られ、強く引き寄せられる。あろうことか、そのままプールにドボン。胸のあたりまで浸ってしまった。

「ちょっ……」

　これはとてもまずい状況だ。

（このまま無理やり泳がされでもしたらウィッグが外れて……。それどころかＴシャツをまくり上げられでもしたら……）

　恐ろしい予感に、寒くもないのに体の芯が冷える。

（とにかくプールから上がらなくちゃ）

　焦ってプールサイドに伸ばした手を、再び理仁に掴まれた。

「大地くん」

　見上げた理仁の目がまっすぐ菜摘に注がれる。

　どことなく熱っぽく見えるのは菜摘の勘違いだろうか。

「俺が本当は……」

　理仁が変なところで言葉を止める。

（……〝本当は〟なに？　まさか！）

　ドキドキと鼓動が高まりはじめ、胸が張り詰める。

　その先に続く言葉が、菜摘の予想するものズバリだとしたら一巻の終わりだ。

「男に興味があるって言ったらどうする？」

「……え？」

「菜摘さんを好きだと見せかけて、本当は大地くんに興味があると言ったら？」

「な、な……なにを言って……」

　想像の斜め上をいく理仁の言葉が、菜摘の頭をさらに混乱させる。

（本気でそんなこと言ってるの？　日高さんが女性じゃなく、男性を好き？）

　今朝、菜摘の唇を指先で意味ありげに撫でた光景が頭をよぎった。あのとき向けられた熱っぽい視線が今の言葉の裏づけに思えて戸惑う。

「だから、菜摘さんが帰らないのならそれでもいい」

「ちょ、ちょっと待ってください」

　菜摘の手首を掴んだ手に力が込められる。ぐいと引かれて、さらにふたりの距離が縮まった。

　菜摘を抱き寄せた理仁が髪にキスを落とす。

　このままでは妙な事態に発展してしまうのではないかと気が気でない。

（ど、どうしよう……！）

　理仁の胸を押し返そうとするが、ビクともしない。それもそのはず。逞しい腕にそうされては、女の力ではどうにもならないのだ。

　理仁は菜摘のメガネをそっと外してプールサイドに置き、頬に優しく触れた。

　メガネなしで合った視線がものすごく熱い。

（このままじゃキスされちゃう……！）

「待ってください！」

　声を振り絞った。それも、まるっきり素の菜摘の声だ。

　その大きさに驚いたのか、それともこれまでとの違いに驚いたのか、理仁の目が点になる。

「わ、私、大地じゃないんです。菜摘なんです！」

　もう破れかぶれだった。予想外の展開を脱するには、白状する以外になかった。

　菜摘を抱きしめていた腕の力が弱まる。

「嘘をついて騙してごめんなさい」

　菜摘は理仁から一歩離れて頭を下げた。

　とうとう白状してしまった。いつかいつかと思いながら、ここまで一週間。自分でもよく変装していられたと思う。

（でも、まさか日高さんが男性を好きだったなんて……）

　なにか裏があるのではないかと潜入したが、想像とは異質の事実を目のあたりにしたためその先の言葉が続かない。

　菜摘の変装は暴かれ、理仁の本音も明るみになり、ふたりを取り巻く状況が大きく動いた。

　それなのに。

　恐る恐る顔を上げたが、理仁は怒っているようにも驚いているようにも見えない。

（え？　どうして？）

　なぜか穏やかな笑みを浮かべて菜摘を見つめているのだ。

「……怒ったり驚いたりしないんですか？」

「怒っても驚いてもいない。全部、キミなりに考えてしたことなんだろう？」

　菜摘の正体を知ったというのに、冷静な態度を崩さない理仁に違和感を覚える。

「もしかして、この前の夜」

　菜摘はハッとして両手で口を押さえた。

　美代子が運んだと言っていたが、本当は理仁なのではないか。バスルームで倒れた菜摘を見て、大地でないと知ったのかもしれない。

（それじゃ、日高さんにすべてを見られちゃったの……？）

　カーッと顔が熱くなる。恥ずかしすぎて今すぐここから逃げ出したい。

「心配するな。倒れたキミを運んだのは俺だけど、発見した美代子さんがきちんとバスタオルでくるんだから」

「そう、でしたか……」

　やはり美代子が菜摘を運べるわけがないのだ。いくら力持ちでも無理がある。

　理仁に裸を見られていないのはひとまず安あん堵どしたが……。

「大地くんが女性だったと美代子さんは大慌てだったよ」

「すみません。……でも、私が菜摘だとわかったのに、どうしてなにも言わなかったんですか？」

　翌朝、菜摘を問い詰めてもよさそうなものだ。

「キミが菜摘さんだってこと、この前の夜知ったと思ってる？」

「えっ、そうじゃないんですか？」

　もっと前から知っていたというのか。ギョッとして理仁を見つめる。

「佐々良家から連れ出すときにはもう。キミの第一声で声が違うって気づいて、直後に腕を掴んだときに確信した。大地くんがいくら華奢な体格をしていても、女性と男性とじゃ骨格が違う」

　まさか最初から気づいていたなんて思ってもみなかった。あまりにもびっくりして言葉が出てこない。

　口をパクパクさせる菜摘を見て、理仁がふっと笑みをこぼす。

「それじゃ、わかっていたのに騙されているふりをしていたんですか？」

「騙し合いはお互い様だな」

　菜摘は大地のふりをして、理仁はそれに気づかないふりをした。

「だけどどうして」

　その疑問はどうしたってチラつく。わかっていたのなら、その場で正体を暴いて菜摘としてここへ連れてくればよかったはずだ。

「すぐに結婚を決められないキミの気持ちもわかるから。だから自分から明かすまで待とうと思ってね。本当は今もこんなふうにするつもりはなかったんだ。でも」

「でも？」

　途中で言葉を止めた理仁に同じ言葉で聞き返す。

「俺はそんなに気が長いほうじゃないらしい。キミが自分から進んで打ち明けるまで待てなかった」

　理仁はそう言って菜摘ににじり寄った。先ほど不意打ちで抱きしめられたときと同じ間合いになったが、足がすくんで動けない。

　そこでふと思い出す。

「それじゃ、本当は男の人に興味があるっていうのは」

「キミが驚いて白状するんじゃないかと思ってね」

　あまりにも真剣な目だったため、本気だと思ってしまった。

　それが菜摘にとっていいか悪いかはよくわからないが、ホッとして肩から脱力する。

「で、まだ俺の気持ちを疑ってる？」

　心の奥を探るように、理仁の目が菜摘を射抜いた。その眼差しに強さを感じ、身じろぎもできない。

　冗談のつもりだったとはいえ菜摘が希望したとおりの豪邸を用意した理仁が、生半可な気持ちで菜摘にプロポーズしたわけでないのはわかる。菜摘の好きなイチゴの形をしたクッションを用意していたのもそう。嘘にも付き合ってくれた。

　なによりも、佐々良イチゴ農園を救ってくれると言っている。彼はたぶん、本気で結婚したいと思ってくれているのだろう。

「疑っていません」

　首を横に振りながら答えると、理仁は鋭い視線をふっとやわらげた。

「じゃ、あとはキミの気持ち次第ってわけだ」

　理仁は口もとを少し緩ませ、菜摘を見つめる。

「農園のことは心配しなくていい。キミを逃すつもりもない。だから観念して俺を好きになれ」

　なんて上から目線。それなのに嫌な気分にならないのはなぜだろう。

　華やかなオーラも余裕たっぷりの振る舞いも、理仁は初めて会ったときから変わらない。苦手なタイプだからなるべく離れていようと思っていたはずが、いつの間にかものすごく近い距離にいる。ひとつひとつの言動に翻弄され、菜摘はどぎまぎさせられ通しだ。

　この結婚からは逃げられない。きっと彼と結婚するのだろう。

　抗えない運命のような、確信めいたものが心にひっそりと芽生えていた。

「菜摘」

　不意に呼び捨てにされ、鼓動が飛び跳ねる。それと同時に、額にやわらかい感触を覚えた。

「唇にキスするまでにキミはきっと俺を好きになる」

「……え？」

「そう言ったのを覚えてる？」

　理仁と料亭で会った日のことだ。たしかに彼はそう宣言した。

「近々ここは俺がもらう。結婚は必ず承諾してもらうから」

　それはつまり、菜摘の心を奪うということだ。

　理仁が菜摘の唇を親指でそっとなぞる。容赦ない夏の太陽のように、焼けつくほど熱い指先だった。










祝福のデート




　プールから上がり、シャワーを浴びた菜摘は、理仁に連れられ寝室にあるウォークインクローゼットの前にいた。

　女性らしい服を持ってきていないため、デニムにＴシャツという格好は変わらないが、ウィッグもメガネもなし。髪を下ろした菜摘本来の姿で。

「どれでも好きなものを着たらいい」

　菜摘の肩を引き寄せ、理仁が扉を大きく開く。

　十畳はあるだろうか、レディースのトップスやボトムス、ワンピースなどたくさんの洋服が整然とかけられていた。

　菜摘の口から感嘆のため息が漏れる。

「これ、どうしたんですか？」

「どうもこうもないだろ。菜摘のために用意したんだ」

　それはそうなのかもしれないが。

「どうして」

「菜摘の気を引くため以外にある？」

　ためらいもせず言われて顔が熱い。

「こんなことしなくても……」

「とっくに俺を好きって？」

「そ、そうじゃなくて」

　つい強く否定するが、心は振り子のように大きく揺れる。今にも〝好き〟に傾きそうな気配を感じてドキドキが止まらない。

「それは残念。でも菜摘、俺はもう遠慮しないから」

　理仁はおどけたように笑ってから口角をニッと上げ、ハンガーにかけてある洋服を選びはじめた。

「これからデートしよう」

「デート？」

「といっても夕方だから遠出というわけにもいかないけどね。気分を変えてディナーといこうか。菜摘が帰ってきたお祝いだ」

　なんとなくウキウキしている理仁の横顔を見て、心がたやすくくすぐられる。

　彼はすでにインディゴブルーのセットアップに着替えを済ませており、涼しげなリネン素材がほどよくカジュアルな雰囲気を醸し出している。白いＴシャツとの組み合わせがとてもいい。

　びしっとしたスーツ姿も自宅でのラフな服装も、理仁がなんでもよく似合うのは類稀なる容姿のせいだろう。

「これなんかどう？」

　理仁が手にしたのは、上が白の単色でスカート部分が白黒のチェック模様になったバイカラーのワンピースだった。大人っぽいデザインだ。

　たくさんありすぎて目移りしてしまうため、こうして選んでくれるのはありがたい。

「素敵です」

「じゃ、俺はリビングで待ってるから着替えたらおいで」

　理仁はワンピースを菜摘に手渡し、寝室から出ていった。

「でもこれ、私に似合うのかな」

　そんな本音がポロリとこぼれる。

　スウェット素材のワンピースなら部屋着として着たことはあるが、こうした可か憐れんなデザインのものはめったに着ない。

　自宅では作業の関係でカーゴパンツにワークエプロンというラフな格好ばかりだった。買い物に出かけるにしても、デニムに着替えるくらい。

　つまり大地に扮していたときとさほど変わらないスタイルを通してきたのだ。

（大丈夫かな……）

　なんとなく自信をもてないままワンピースに着替え、クローゼットの中にある大きな鏡の前に立った。

　ウエスト部分がＶ字の切り替えになっているせいか、シルエットがとても細く見える。菜摘はもともと華奢なタイプのため、さらにシェイプされた感じだ。膝下で裾が揺れ、慣れない格好がなんとも気恥ずかしい。

　これでいいのか不安で、鏡の前で何度もくるくる回って確かめていたが、理仁をあまり待たせるわけにはいかない。

　菜摘はいったん自分の部屋に行き、バンスクリップで髪をルーズにまとめ、軽くメイクをしてから「よし、行こう」と声に出して自分を励ました。

　リビングのドアを開け、おずおずと中に入る。

　仕事だろうか、理仁はソファでタブレットを操作していたが、菜摘に気づいてそれを脇に置いた。座ったまま菜摘にじっと見入る。

　なんのリアクションもないため、とてもいたたまれない。

（もしかして似合わないのかな。日高さんが想像していたのと違うのかも）

　べつのものに着替えたほうがいいだろうか。

「やっぱりほかのものにしてきます」

　作り笑いを浮かべて踵を返そうとしたが、理仁に手を掴まれた。

「どうして？」

　菜摘の手を掴んだまま彼が立ち上がる。

「似合ってないような気がして」

「そんなことがあるものか。よく似合ってる。あんまり綺麗だから見惚れたくらいだ」

　ストレートに褒められたうえまっすぐに見つめられ、なにも返せない。

　理仁は初めて出会ったときからそう。本音かどうかはべつとして、褒め言葉が直球なのだ。回りくどい言い方も曖昧な言い回しもしない。

　そんな男性は菜摘にとって初めてのため軽率にしか感じられず、最初は警戒心しかなかった。それなのにいつの間にかそんな気持ちは薄れ、純粋にドキドキと胸を張り詰めさせるばかりの情けない状況になっている。

「じゃ、行こうか」

　理仁が菜摘の腰に手を添えたため体が硬直する。自分で自分の反応に苦笑いしながら彼の車に乗り込んだ。

　ゲートが開き、ゆっくりと車が発進する。すっかり太陽が傾いた外は、空の色を徐々にオレンジ色に染めつつあった。

　これまで大地として接していた仮面がなくなり、理仁とふたりきりの空間がなんとも心細い。

　ただ変装していただけだし、じつは理仁にも正体はばれていたのに、大地でいるのと菜摘でいるのとでは心境が全然違う。彼の車には何度か乗っているはずなのに、初めて乗る感覚だ。

　プールから上がったあと経緯を話して聞かせた美代子は、『よかったですね』ととても喜んでくれた。彼女は菜摘とふたりきりになったときに『いつまで大地様のままで？』と何度となく確認してきたから、ようやくといった様子だった。

「早速デートといきたいところだけど、その前にちょっと付き合ってほしいところがあるんだ」

　そう言って理仁が菜摘を連れていったのは青あお山やまにあるミレーヌ本店だった。

　建物は道路に面した壁がガラス張りになっており、黒を基調とした気品のある店構えだ。理仁によると、ホテルやデパートに出している店以外は基本的にみな同じ外観に統一しているという。

　菜摘は現在のミレーヌしか知らないが、以前は街の片隅にひっそりとあるような佇まいだったらしい。理仁が専務に就任してからイメージを一新したそうだ。それが功を奏し、ミレーヌは今や大人気の有名店である。

　理仁が店内に入ると、社長の来店に気づいたスタッフが色めき立つ。外観同様に店内のインテリアも黒をメインカラーにしているため、シックで高級感がある。

　五組のお客がカラフルなケーキの並ぶショーケースを覗きながら、どれにしようか悩んでいた。

　菜摘自身も覗きに行きたい気持ちでいっぱいだが、邪魔にならないよう入り口付近で待つことにした。

「社長、お疲れ様です。今日は……？」

　ショーケースを挟んだ向こうに立つ若い女性スタッフが、お客の邪魔にならないよう理仁に声をかける。

　やはりトップが現れるとピリッとした緊張感が走るものらしい。優雅に流れているように感じられた店内の空気が、どことなく静粛なムードになった。

「山崎さんはいる？」

「チーフですね。少々お待ちください」

　スタッフはいったん奥に引っ込み、白いコック帽を被った女性と一緒に戻った。

　パティシエだろうか。きりっとした目もとが印象的な美人だ。遠目で見ても、素肌が陶器のように美しい。

（……あれ？　あの女性ってたしか……）

　どこかで見たことがあると思ったら、以前ミレーヌのパーティーに招かれたときにいた女性だと気づいた。真っ赤なイブニングドレスを着ていた美女だ。その女性が理仁を見てうれしそうに微笑む。

「いつ来るかって待ってたの」

　社長を相手にしているのに友達のようにフランクな言葉遣いだ。

「連絡をもらってすぐに来られたらよかったんだけど。それで新作は？」

「すぐに用意するわね」

　女性は弾む声でそう言って、再び奥へ入っていった。

　理仁が菜摘に振り返り、ショーケースに向かって右側のスペースを指差す。

　ミレーヌはカフェを併設している店舗もあり、青山店もそのひとつだった。

　八つあるテーブル席のうち、ふたつが空いている。理仁はそこへ座ろうというのだろう。

　菜摘たちは一番手前のテーブルについた。

「ここ、大丈夫なんですか？」

　なんの話をするのか菜摘にはわからないが、お客でない自分たちが席を占領してもいいものかと心配になる。なによりも、理仁のテリトリーに菜摘が一緒にいて平気なのだろうかというのが大きい。

「すぐに終わるよ。衛生的に厨房に入るわけにはいかないからね」

　厳しく管理された場所には不用意に入れないのだろう。

　数分後、先ほどのコック帽を被った女性がトレーにケーキをのせて現れた。菜摘を見て怪け訝げんそうな表情をする。社長が女性連れで現れれば、そんな顔になって当然かもしれない。

　どう反応したらいいのかわからず、菜摘はとりあえず会釈して目線をテーブルに落とした。

「菜摘、こちらはうちのチーフパティシエの山崎エリカさん」

　唐突に紹介され、エリカの目線が理仁から菜摘に向く。

　お互いに「初めまして」と挨拶を交わしたが、彼女は探りを入れるような視線だ。切れ長の目のせいか鋭さを感じさせる。

「まだ公にはしていないけど、こちらは俺のフィアンセの菜摘さん」

「えっ？」

　菜摘とエリカの声が被る。そろって理仁を見た。

（婚約はまだなのに）

　とはいえ菜摘の中では覚悟を決めたのも同然。彼にはまだはっきりと返事をしていないが、いずれそうなるだろう。

　菜摘が密かに目を泳がせていると、エリカから戸惑う空気が漂ってくる。

「婚約？　……理仁く、社長、結婚するの？」

　言いなおしたが、なぜか彼女は理仁を肩書きではなく名前で呼んだ。

「そうなんだ」

「や、やだ、そうだったの？　私知らなかった。教えてくれればよかったのに」

　理仁の肩を小突くタッチがやけに親密そうに見えて胸が騒ぐ。

「で、それが話してたやつだね」

「……あ、あぁうん、そうなの」

　エリカは手にしていた皿を取り繕うようにしてテーブルに置いた。

「定番のモンブランとはべつにスポット的に置くのはどうかと思って」

　秋に向けての新作らしい。下地のタルトにマロンクリームでスリムな山をかたどったケーキだ。定番のものは菜摘も食べたことがあるが、それよりも小ぶりに見える。

　食べてみてと、エリカが手で促す。理仁は添えられていたスプーンでまず半分に割り、中を確かめた。

「タルトの上にはムースだね」

「定番のものはチョコクリームとラム酒を効かせたムースを使っているけど、それはマロンペーストと無糖の生クリームにしてみたの」

　スプーンですくい、理仁が口に運ぶ。舌でゆっくりと転がし、味わうようにして飲み込んだ。

「マロンクリームとサクサクしたタルトのバランスが絶妙だ」

「ほんと!?　よかったぁ」

　神妙な面持ちでいたエリカは、理仁の感想を聞いてホッとしたように笑う。

「タルトの中に黒ゴマも入ってる？」

「そうなの。気づいた？」

「いいアクセントになってる」

　ふたりの会話がケーキを挟んで弾む。

　仕事の話のため入り込めなくて当然なのに、置いてきぼりにされた感じがして寂しい気持ちになるのはどうしてだろう。疎外感にひとりぽつねんとする。

「菜摘、はい」

　不意に理仁が菜摘にケーキをのせたスプーンを差し出してきた。

「……え？」

「菜摘も食べてみて」

「ですが……」

　エリカの目が気になる。ほんの一瞬だけ彼女を盗み見たら、視線が合ってしまった。どことなく尖った眼差しが痛い。

「ほら、口開けて」

　唇のすぐそばまでスプーンを突き出されれば拒めない。エリカを気にしつつ、仕方なしに口を開いた。

　恋人同士のように〝あーん〟されたうえ理仁が使ったスプーン、つまり間接キスになる。意識するなというほうが無理だ。

　どぎまぎしている菜摘の口の中にモンブランをのせたスプーンが入ってきた。マロンペーストのコクのある甘さが口いっぱいに広がる。タルトのサクサクした食感がとてもいい。

「どう？」

「おいしいです」

　恥ずかしさも忘れて顔がほころぶ。理仁も「だよな」とうれしそうだ。

「ただひとつ気になるんだけど、定番のモンブランにも上に半分にした栗がのってるから、こっちはなにかべつの形態にしたほうがいいな」

「そうね……。あ、それじゃ栗に見立てたマカロンとかどう？」

　しばらく考え込んだエリカがすぐに思いつく。

「それいいね」

　理仁の顔もパッと明るくなった。

「完成したら、レシピと一緒にもう一度見せてほしい」

「わかった。そうするね」

　理仁に続いて菜摘も立ち上がる。

「じゃ、あとはよろしく」

　理仁はエリカにそう言ってから、「行こう」と菜摘の肩を引き寄せた。

　軽く頭を下げてからエリカと目が合う。彼女は微笑みこそ浮かべていたが、どことなく暗い顔に見えた。




　コインパーキングに駐車していた車に乗り込み、理仁がエンジンをかける。

「仕事に付き合わせて悪かった。合間を見て来ようと思っていたんだけど立て込んでいてね」

「それは大丈夫です。青山のお店は初めて行ったんですけど、カフェも併設されていていいですね」

　雑誌で紹介されているのを見たことはある。今日は試食だけだったが、一度ゆっくり過ごしてみたい。

「ケーキもおいしかったです」

　ひと口だけだったのが少し残念だ。

「それはよかった」

「新作はいつも、さっきのパティシエの方が考えるんですか？」

「彼女はチーフだけど、ほかのパティシエたちも新作はあげてくるよ。その中で厳選したものを全店展開していくんだ」

　ミレーヌのケーキは定番以外に季節に合わせた商品を投入しているという。飽きさせない工夫は、どんな商売でも必要だ。

「フランスで修業していたというのが彼女ですか？」

「よく知ってるね」

　やはりそうだった。

「友達が出版社勤めでスイーツに詳しいので。あの方は社員じゃないんですか？」

　なにか特別な待遇なのかもしれないと思ったのだ。

「社員だけどどうして？」

「社長に対する話し方とはちょっと違うかなって」

「あぁたしかにね」

　理仁が小刻みにうなずく。どことなく困ったような表情なのは気のせいか。

「彼女、エリカさんは高校時代の先輩なんだ」

　理仁まで彼女をファーストネームで呼ぶのを聞いて、なぜか胸がざわめく。だから親密そうだったのだ。

「そうですか……」

　先輩後輩よりも一歩踏み込んだ関係に感じるのは、菜摘の勝手な思い込みか。

「なに、妬やいてくれてる？」

　理仁はハンドルに手を置き、菜摘の顔を覗き込んだ。

「えっ」

「ヤキモチならうれしいね」

　理仁の指摘にドキッとした。先ほどのエリカの理仁に対する接し方に嫌な感情を抱いたのは事実だ。ただ、自分の感情の変化についていけず、素直に認められない。

　それがヤキモチだとしたら……。

　その先にある想いが頭にチラつく。

「あたり？」

「ち、違います」

　曖昧な気持ちを手繰り寄せるにはまだ早く、菜摘は否定しかできない。

「それは残念」

　クスッと鼻を鳴らし、理仁は車を発進させた。




　その後、理仁が菜摘を連れてきたのは商業ビルにあるダイニングバーだった。

　オープンしたてなのか、店先にお祝いのスタンドフラワーが並んでいる。その中の札に理仁の名前もあった。

（知り合いのお店なのかな……？）

　入り口にいた男性スタッフに案内されて一歩足を踏み入れた瞬間、幻想的な空間が広がった。照明を落とした広い店内は天井に星を模した光が輝き、ロマンティックな演出が施されているのだ。

「すごい……」

「プラネタリウムも兼ねたレストランなんだ」

　そんなレストランがあるとは知らなかった。

　その光景に見入りながら足を進めていく。

　ゆったりとした間隔で並んだテーブルは、すべてがソファ席。隣を気にせず快適に過ごせる配置だ。

　カップル用なのか、ふたり掛け用のソファとテーブルという組み合わせもある。

　そこへ案内された菜摘たちが並んで腰を下ろしたときだった。

「理仁、来てくれたのか」

　親しげな様子で男性が声をかけてきた。理仁の背中をトンと叩き、人懐こい笑みを浮かべる。

　スラッと背が高く、甘さを秘めた二重瞼に高い鼻び梁りょう。自然と口角が上がった、穏やかな印象の顔立ちだ。薄明かりでも容姿のよさが際立っている。

「一かず樹きが造った場所に足を運ばないわけにはいかないからね」

　お互いに呼び捨てにするくらいだから友人だろう。

　菜摘は目にも麗しいふたりのやり取りを聞きながら静かに待った。

「菜摘、こちらは久く城じょう一樹、俺の高校時代の一年先輩」

「先輩なのに、このとおり呼び捨てはするしタメ語だけどね」

　久城が肩をすくめておどける。

「ひとつ年上っていうけど、誕生日は数カ月しか違わないだろう？」

「ま、たしかに。それくらいで先輩風吹かせてもしょうがないか」

　ふたりはハハッと笑い合った。とても仲がよさそうだ。

「で、こちらが例の菜摘さんだろう？」

　いきなり久城の興味が菜摘に向く。整った顔立ちのふたりにそろって見つめられ、ものすごく緊張する。

「佐々良菜摘です」

　かしこまって頭を下げた。

（でも〝例の〟ってなんだろう）

　友人だから菜摘の話がふたりの間で出ていてもおかしくはないけれど。

「そうかそうか、会えて光栄だよ。理仁が何年――」

「おい、一樹、余計なことは言うな」

　すかさず理仁が小声で久城を制する。

　なにを言おうとしたのか気にはなったものの、久城は言われるままに口をつぐんだ。

「あの家はどう？」

　いきなり久城に話を振られて混乱する。

　菜摘が目をまたたかせていると、彼は「ふたりの新居だよ」とさらに言った。

「あ、はい。とても素敵な家です」

　でもどうして家の話を持ち出すのかわからず、小首をかしげて久城を見る。

「あの家をデザインしたのは一樹なんだ」

「そうだったんですか」

　そういえば美代子が、あの家は理仁が友人に相談しながら造ったと言っていたのを思い出した。それが彼だったらしい。

「菜摘さんの希望どおりだろう？　全部言うままに造れって、理仁のやつ横暴でさ」

「横暴は言いすぎだろ」

「だけど、一般住宅のデザインはやってないって言ったのに無理やりだったろう？」

「まぁそうだな」

　理仁が鼻をクスッと鳴らすのを見て、久城は肩を揺らした。

「わがままを言ってしまってすみませんでした」

　冗談とはいえ、菜摘があんな壮大な要望を口にしたばかりに久城を困らせたようだ。

「いや、菜摘さんは謝らなくていいんだよ。俺もけっこう楽しんだしね」

「だろう？　ノリノリでやってたもんな」

「お前が言うな」

　菜摘に向けていた笑顔を封じ込め、理仁に鋭いツッコミを入れる。

　とても仲がよさそうで、見ている菜摘まで昔からの知り合いになった気分になる。

「ともかくよかったな、理仁。ゆっくり楽しんでいってね、菜摘さん」

　久城は最後に理仁の肩にポンと手を置いて、優しげな笑みを浮かべて立ち去っていった。

「騒がしくて悪かった」

「いえ全然。楽しい方ですね」

　菜摘は騒がしいとは思わなかったが、理仁はちょっとバツが悪そうだ。

「そういえば、菜摘のおじい様が入院されている病院は、彼の父親が院長だよ」

「えっ、そうなんですか？」

　そういえばさっき彼は、久城と名乗っていた。要塞のように巨大な病院の御曹司だったとは。理仁も大企業の息子だし、類は友を呼ぶとは本当らしい。

「このお店も今の方がデザインされたんですか？　設計士？」

「設計士というか、空間設計の会社を経営しているんだ。劇場だとか映画館、街づくりがメインかな」

　久城がデザインした建物や場所の名前を聞き驚かされる。どれも菜摘が知っているものだったのだ。

「そんなすごい方にあの家を」

　自分に言い聞かせるようにポツリと言う。

「そう。だから菜摘は早く俺を好きになれ」

　理仁はニッと口角をつり上げながらメニュー表を広げた。

「さてと、なにを食べようか」

　料理は多国籍と言ったらいいのか。野菜から魚介系、肉系、いろいろなメニューがあるようだ。理仁は菜摘の好みを聞きながらチョイスし、ほどなくして運ばれてきた飲み物で乾杯となった。

　理仁は車の運転があるためノンアルのビール、菜摘は彼に勧められてアルコール度数の低いカシスオレンジにした。この前の夜のように倒れる事態にはしたくない。

「強いお酒で酔わせて、菜摘を口説いて落とすってのもいいけど」

　鼻をクスッとさせて笑う。理仁はアルコールの度数に関係なく口説いているように思うのは、菜摘の自意識が過剰なだけなのか。

「ま、アルコールの力を借りなくても落とすけどね」

　間近でまっすぐな瞳に撃ち抜かれ、鼓動が大きく弾む。

　ふたり掛けのソファ席というのは危険だ。なにしろ距離が近い。

　理仁からぎこちなく視線を逸らし、手持無沙汰にカシスオレンジのグラスを持つ。

「おかえり、菜摘」

　理仁には最初から正体を見破られていたため、そう言われると決まりが悪い。

「ごめんなさい」

「俺がほしいのは謝罪じゃない。菜摘の〝好き〟だ」

　つい謝る菜摘に、理仁は微笑みながらグラスを合わせた。

　エビのアヒージョ、生ハムとリコッタチーズのサラダ、ハマグリと野菜のワイン蒸しなど、次々と運ばれてきた料理はどれもおいしくてお酒も進む。ふわふわとしたいい心地になっていると、不意に店の天井がべつの星空に切り変わった。

「わぁ、すごい。いったいどうなってるの？」

「プロジェクションマッピングだよ。ＣＧを映写機能で天井に映し出してる」

「そうなんですね。本物の星みたい」

　ソファの背もたれに体を預けて見上げる。

　ゆっくりと変わっていく星空はいくら見ていても飽きない。周りのテーブルからもため息交じりの声が漏れ聞こえてきた。

　ふと、膝の上に置いていた左手に温もりを感じて目を落とす。その正体が理仁の手だとわかり、急速に胸が高鳴っていく。

　理仁は菜摘の手に指を絡め、ぎゅっと握ってきた。いわゆる恋人つなぎの状態になって気が気じゃない。星空どころではなくなってしまった。

「菜摘」

　優しい調子で名前を呼ばれても、彼のほうを向けない。いきなり体が石のようになり、心臓だけが激しく動く。それでも意識だけは完全に左側、理仁に向いていた。

（手をつながれているだけ。なんてことはないじゃない）

　菜摘が自分を落ち着かせようとしていると、今度は左頬にやわらかい感触を覚えた。反射的にパッと理仁を見ると、彼はいたずらっぽく笑っていた。

「やっとこっち向いてくれた。唇まであと少しだな」

　トクンと鼓動が揺れたのは、『唇にキスするまでにキミはきっと俺を好きになる』と言っていた理仁の言葉が頭をよぎったせいだ。

　すぐ近くで絡んだ視線が恥ずかしくて目を泳がせていたら、彼はつないでいた手を解き、肩を引き寄せた。

　密着ぶりが心臓にとても悪い。

「人がいますから」

　そう言って彼から離れようともがくが、むしろその抵抗で彼は抱き寄せる力を強めてしまった。

「心配しなくても見えないよ」

　ライトが落とされているうえ、適度に距離を保たれた隣のテーブルの様子はほとんど見えない。そもそもカップルでいれば、多少のいちゃつきも周りはスルーだろう。

「そんなに嫌がられると、なにげにショックなんだけど」

「嫌ってわけじゃ……」

　嫌だったら頬にキスをされた時点で突き飛ばしている。それ以前に、いくら農園を救うためとはいえ、理仁との結婚を前向きに考えようともしなかっただろう。

「じゃあ少しリラックスして体の力を抜こうか」

　そう言われ、静かに息を吐き出すとともに体の強張りを解く。そうすると思いのほか、理仁の腕の中が心地いいと気づいた。

　ただ、心臓だけはどうにも鎮まらず、ドクンドクンと大きな音を立て続ける。

　その音に集中していると、自分のものとはべつの鼓動をかすかに感じた。たぶん触れ合っている部分を伝ってくるのだろう。同様に早鐘を打つ理仁の鼓動だとわかり、余裕に見える彼も菜摘と同じように緊張しているのかと愛しく思えた。










鮮烈に意識した気持ち




　翌日、菜摘が和夫の病室を訪れると、大地の顔もそこにあった。

「変装しなくてよくなったのか？」

　ふたりの声が見事に重なる。ベッドに座っていた和夫も、椅子でゆったりとしていた大地も、そろって目を丸くした。菜摘が〝菜摘のまま〟で現れたから驚いたようだ。

「うん、そうなの」

「なに、やっぱばれたのか」

　大地がプハッと吹き出す。

　プールでの経緯を思い出して、菜摘は苦笑いを浮かべた。

　じつは男に興味があるなんて嘘で暴かれるとは思いもしなかった。理仁のほうが何枚も上うわ手てだったのだ。

「だよな。いつまでも変装に騙されるわけがないって」

「それがね、最初から私だってわかってたみたいなの」

　壁に立てかけられていたパイプ椅子を出しながら、菜摘は情けない白状をした。大地と並んで座り、ふぅと息を吐き出す。

「それじゃ日高さんは、菜摘の嘘に付き合ってくれたのか」

「そうみたい」

　今思い出しても恥ずかしい。低い声で話したりウィッグを被ったり、菜摘は大地を演じきれていると思っていた。

（……ときどき、あれ？って思うことはあったけどね）

　理仁はすべてお見通しだったのだ。

「で、ねえちゃんはどうするつもり？　あの人と結婚すんの？」

　和夫と大地の目が菜摘に向けられる。

「日高さんが本気で結婚を考えているのはわかったよ」

　生半可な気持ちで菜摘にプロポーズしたわけでないのは、この一週間と少しの間でしみじみと教えられた。昨日だってそう。社員に婚約者として紹介したうえ、友人に菜摘を引き合わせたのだから、冗談でも軽い気持ちでもないだろう。

「じゃ、結婚を決めたってこと？」

「農園をこのままにはしておけないから」

　大地の質問にそう答えると、和夫の顔がにわかに曇る。

「農園のことは抜きにして、菜摘自身の気持ちはどうなんだい？」

「私？　私は……」

　そう聞かれて、ふと考える。

　この一週間、理仁の言動にドキドキさせられ、翻弄され通しなのは言うまでもない。さりげない気遣いや優しさを見せられるたびに心が動かされ、あけすけに見せられる彼の好意にどぎまぎしている。

　昨日は昨日で、彼の仕事上の仲間であるエリカに対して抱いたのは、嫉妬めいたものだと認めざるを得ないだろう。

（だから、嫌いじゃない。ううん、好き）

　たぶんそれを素直に認められなくて、農園を引き合いに出しているだけだ。

　一年前に出会ったときは苦手だったはずなのに。

　いや、それも違う。惹ひかれるのが怖かっただけ。彼の溢れる魅力に抗おうと、必死に壁を作り自分を守っていたのだ。

「気が進まないのならいいんだぞ？」

「そうだよ、ねえちゃん。そんな深刻な顔になるくらい嫌なら、やめておいたほうがいい」

　菜摘が押し黙ったままでいたら、和夫は心配そうな顔で念押しし、大地は険しい顔をして詰め寄った。

「う、うん……」

　ふたりがあまりに強い調子で逆の解釈をするものだから、本音を言えずに〝好き〟の言葉を呑み込む。自覚したばかりの恋心に戸惑っているため、菜摘自身も胸を張ってふたりに反対意見を言えなかった。

「そうだ、菜摘。大事なことを言い忘れるところだったよ」

　なにか思い出したのか、和夫がパチンと手を叩く。

「台風に備えておいたほうがいいかもしれない」

　日本の南海上で台風が発生したのは、菜摘もニュースで見たため知っている。

「でも、こっちまでは来ないでしょう？」

　関東に進路をとる台風の発生は時期的にもう少し先だろう。

「いやそれがそうでもないんだよ。日本を縦断しそうな動きを見せはじめているみたいなんだ」

「そうなの？　この時期に？」

　菜摘はバッグからスマートフォンを取り出し、天気アプリの台風情報をタップした。すると和夫の言うように、台風の予報円が九州から四国、本州へと描かれ、関東を直撃するコースになっている。

「ほんとだ」

「どれどれ？」

　大地が隣から菜摘のスマートフォンを覗き込む。

「あちゃー、こりゃやばいね」

「だね」

　この予報どおりの進路をとったら被害は免れない。

　病室の窓から見える青空を見ている限りでは、そんな気配は微み塵じんもないけれど。

「大変だろうけど、今のうちから対策をしておいてほしいんだ」

「そうだよね」

　今回の台風が直撃しなくても、その後を考えれば手を打っておいたほうがいいだろう。今のままではビニールハウスが飛ばされてしまう。

　ファインベリーも今年の冬用の苗も、ダメにするわけにはいかない。

「わかった。このあと、寄ってみるね」

「俺も手伝うよ」

「頼んだぞ」

　入院中のため自分が手出しできないもどかしさもあるのだろう。和夫は少し不安そうに菜摘と大地に託した。




　農園に着いてすぐ、菜摘は大地と倉庫にしまっておいた台風対策資材を引っ張り出した。毎年それらを使って台風被害を軽減させているが、昨年の秋に台風が直撃したときには三棟のハウスが飛ばされ、潰される被害に遭っている。

　手慣れた和夫がいないため、業者に依頼してしっかりした補強をするのが一番だろうが、借金を考えると難しい。

「念のため確認だけど、全部のハウスを補強するんだよな？」

「ひとつだけやったって意味ないじゃない」

「だよな」

　大地は腰に手をあてて苦笑いだ。

　佐々良イチゴ農園には八棟のハウスがあるから、その補強はたしかに相当な作業量。大地が苦笑する気持ちもわかる。

「じゃあ気合入れてやるか！」

　鼓こ舞ぶするように自分の両頬を叩き、大地が資材を手に取る。菜摘も「よし、やろう」とそれに続いた。

　浮き上がり防止のためにパイプハウスの肩部分からワイヤー伸ばしてアンカーを打ち、ハウスのアーチ部分にタイバーという補強用のパイプを取りつけていく。ハウスの側面部分は、ビニールがめくれ上がらないようにパッカーという器具で固定した。

　昨年の被害を考えれば、ハウス内部を筋交いのパイプで補強したいが、菜摘たちにその技術はない。

　ハウス周りに置いたままになっている農業用器具や資材はすべて収納し、風で飛ばされるものを極力減らした。

　真夏のハウス内は過酷な暑さ。拭いても拭いても汗が止まらない。

　すっかり夜になっていることに気づいたのは、できうる限りの作業を終えたときだった。熱中していたため、あたりが暗くなっているのにも気づかなかった。

「あぁ、終わった……！」

　大地がその場で崩れるようにしゃがみ込む。

「終わったね」

　菜摘も肩で大きく息をして、へなへなと座り込んだ。汗だくだし、力仕事でヘトヘトだ。

「とりあえず、これで大丈夫そうか？」

「どうかな。台風の規模にもよるけど」

　進路が海の方向に変わるか、温帯低気圧に変わるのが一番助かるが。とにかく被害が最小になるのを祈るだけだ。

「神様、頼む！　ハウスを飛ばさないでくれ！」

　大地は夜空を仰ぎ、両手をパンパンと叩いて神頼み。

　やれるだけのことはやった。あとは神様に願う以外にないだろう。

　大地を真似て、菜摘も夜空に祈った。




　そのまま実家でシャワーを浴び、座敷でひと息ついてふと思い出す。

（そうだ。日高さんにも美代子さんにも連絡を入れてなかったっけ）

　壁掛け時計を仰ぎ見て焦る。間もなく九時になるところだった。慌ててバッグを漁り、スマートフォンを取り出したら着信履歴は十件。どれも理仁からだった。

「わわ、これはまずいよね」

　いつもは運転手付きの車でここへ来ていたが、正体を明かしたこともあり今日はひとりで電車移動。作業開始前に一本連絡を入れておけばよかったと後悔した。

　すぐに折り返して電話をすると、ワンコールも鳴らないうちに理仁が出た。

「ごめんなさい！」

　彼が応答するより早く謝る。

《今どこ？》

　意外にも冷静な声だった。……いや、もしかしたら呆れているのかもしれない。

「うちです。佐々良の」

《やっぱりね。そうだとは思ったけど、連絡はほしかった》

「本当にごめんなさい」

　この時間に日高の家に帰っていないのは初めてのため、理仁が心配して当然。メッセージなり電話なりできただろうから、台風に備えていたというのは言い訳にしかならない。

「今夜はもう遅いので、このままこっちにいますね」

　明日帰ればいいだろう。そう思って言ったものの。

《いや、今から迎えに行く》

「え!?　大丈夫ですから！」

《いいから、そこで待ってて》

「ちょっ……」

　菜摘が呼び止める間もなく通話が切れる。

（これから迎えなんて……）

　理仁がここまで迎えに来る時間と、そこから理仁の自宅まで戻る時間を考えたら、十時は回るだろう。

　無音になったスマートフォンを耳にあてたまま放心状態でいたら、お風呂上がりの大地がタオルで髪をごしごし拭きながらやってきた。

「ねえちゃんも飲むか？」

　手にしていた缶ビールのうち一本を菜摘の前のテーブルに置く。

「あ、ううん、やめておこうかな」

　理仁が迎えに来るというのに、自分だけ一杯やるわけにはいかない。

「なんで。大仕事したあとの一杯はたまんないぞ」

「大学生のくせに生意気ね」

　大地のひと言に思わず吹き出した。

「今日はここに泊まってくんだろ？　ってか、ねえちゃんの家はここか」

　自分で言って自分にツッコミを入れる。

　大地の頭の中に姉の結婚という概念はないのだろう。そのうち帰ってくると思っているに違いない。

　大地は畳の上に胡坐あぐらをかいて座り、缶ビールのプルタブを開けた。プシュッという音が小気味いい。

「これから日高さん、迎えに来るって」

「え？　今から？　ここに？」

　単語をひとつずつ区切る言い方が驚きを表していた。

（やっぱりこんな時間に来なくてもって思うよね）

　菜摘自身もそうなのだから、大地が目を丸くするのも無理はない。

「へぇ、ねえちゃんのこと好きっての、意外とマジなのかもな。で、ねえちゃんもまんざらでもなさそうだね」

「や、やだ、なによ」

　図星を指されてうろたえる。五つも年下の弟に見透かされたようで恥ずかしい。

「いくら農園の借金のことがあるにしても、嫌だったら今夜だってわざわざあっちに行かないだろ」

「それは、迎えに来るって言うから、ね……」

　声がだんだんと尻すぼみになっていく。自覚したばかりの想いを弟にひけらかすのは、まだ照れが先行するのだ。

「ま、俺はねえちゃんの思うようにすればいいと思ってるからさ。自分が幸せになる道を選んでよ」

　達観したようなことを言う。

「この家に来てからは俺、ねえちゃんにいっぱい面倒みてもらったしさ。親が亡くなったときのことはもうおぼろげな記憶だけど、いっぱい泣いてねえちゃんを困らせたのは覚えてるんだ。だから、ねえちゃんには絶対に幸せになってもらいたい」

「やだ、突然なによ……」

　いきなりそんなことを言われて、不覚にも目の奥がじわっと熱くなる。当時を思い出したのと、大地の大人びた発言に少なからず感動したせいだ。

　大地は歯を見せてニカッと笑い、「あぁ、うめえ」とビールで喉を鳴らした。




　約三十分後、菜摘は迎えに来た理仁の車に乗り込んだ。

「連絡もせずに本当にごめんなさい」

　玄関で真っ先に謝ったが、それではまだ足りない気がしていた。本気で心配していたのがその表情からわかったから。でもその半面、そんな様子の彼を見て密かにうれしかったのは内緒だ。

「帰ったらいないから心配したよ。美代子さんもなにも聞いてないって言うし、いくら電話しても出ないし」

「ほんとにごめんなさい。台風が近づいてるから、その対策をしなくちゃならなくて」

「あぁ台風か。そういえば天気予報で盛んに言ってたな。備えを十分にって。農家には切実な問題だ。連絡をくれれば俺も手伝ったのに」

「そういうわけにはいきません」

　忙しい理仁の手を煩わずらわせるわけにはいかない。

「俺が正体を暴いたから嫌になって、いよいよ本気で逃げたかと思ったよ」

「……逃げませんから」

　嫌にもなっていない。むしろその逆だと正直に打ち明けようと思ったら、不意打ちで抱き寄せられて声が引っ込んだ。

　そうされるとは思わず、体が金縛りにでもあったかのように硬くなる。彼の肩先で息をひそめて、ただ自分の鼓動の高鳴りを聞いていた。

「ま、逃げたとしても、どこまでも追いかけるけど」

　クスッと鼻を鳴らした理仁は、菜摘を離す間際、耳もとに唇を寄せてチュッと音を立てた。

　突然耳にキスをされ、無意識に息を止める。

　次はどこにされるのかドキドキしている自分に気づいて、とっさに彼の胸を押した。

　それでも強引になにか仕掛けてくるかと予測したが、菜摘の完全な思い違いだった。理仁はすんなりと引き下がり、運転席に座りなおした。

　ホッとしたその裏で、残念な気持ちが顔を覗かせる。複雑に入り組んだ想いは、まだ素直に身動きがとれないようだ。

　エンジンがかけられ、車が静かに走り出す。

「しかし菜摘と大地くんはほんとによく似てるね」

　理仁は左側のウインカーを点滅させ、ハンドルをゆっくりと左へ旋回させた。

「私がショートカットだったときは友達もよく間違えました」

「だろうね。でもまぁ、俺は絶対に間違えない自信があるけど。そのくらい菜摘を好きだってわかってる？」

　理仁が自じ虐ぎゃくを込めて問いかける。

　返事を求めているわけではないだろうが、菜摘は「はい」と返した。彼の気持ちを疑う余地はない。

　理仁は〝菜摘が戻ったら〟寝室は一緒だと言っていたが、昨夜は今までどおり別々の部屋で就寝していた。菜摘の気持ちがきちんと理仁に向くまで待つという。

　同居にまで強引に持ち込んだわりには、土壇場で紳士的な態度をとるというちぐはぐさも大事にしてくれている証のようで、菜摘の心を大きく揺らす一因に思えた。

「そ？　わかってくれてるのなら大進歩だな」

　理仁の横顔に満足そうな笑みが浮かんだ。




　翌朝、菜摘がキッチンで紅茶の準備をしていると、ワイシャツに着替えを済ませた理仁が起きてきた。

「菜摘、おはよう」

　うしろからふわりと抱きしめられ、髪をアップにしたうなじにキスが落とされる。

「お、おはようございます」

　正体を明かしてからのこの三日、理仁は隙を突いては菜摘の額や頬はもちろん、耳や髪にキスをする。

　そのどれもが唐突なため菜摘に避ける間もなく、すべてされるがまま。そのたびに頬を赤くして体を硬直させてばかりだ。

　そのうち唇にも不意打ちでキスされてしまうのではないかと内心ハラハラしているが、理仁は自分の言葉を忠実に守っている。軽い調子で菜摘にプロポーズしてきたとは思えない真面目さだった。

「美代子さんは？」

「いつものパン屋さんに出かけてます」

　彼女は、福ちゃんへ朝食用のパンを調達しに出かけている。

「なんだ、それならもう一回」

　そう言って菜摘の体を反転させ、今度は頬にキスをした。それが危うく唇の際だったため、菜摘の心臓が大きな音を立てる。

　ところがどぎまぎしているのは菜摘だけで、理仁の興味は「いい匂いだな」と紅茶へ移った。

「今朝はイングリッシュ・ブレックファーストです」

　うっかり理仁に向いていた菜摘自身の意識も強制的に紅茶に向ける。

「今、起こしに行こうと思っていたところでした」

　ちょうど美代子が用意していた茶葉に熱湯を注いだところ。理仁が来たのはグッドタイミングだ。

「なんだ。それならもう少しゆっくり寝ていればよかった」

「え？」

「そうすれば菜摘に起こしてもらえたんだろう？　しくじったな」

　本気でがっかりしたような顔をする理仁に、菜摘の心はまたしても大きく乱される。

「べ、べつにただ起こすだけですから」

「その、ただ起こされるだけってのを体験したかったって言ってるんだよ。新婚のイチャイチャってやつをね」

　理仁がニヤリと笑う。完全に菜摘をからかっている顔だ。ドキドキさせられるばかりで悔しい。

「も、もう、変なこと言わないでください」

　理仁から目を逸らし、ティーポットを持つ。そろそろ蒸らし時間も十分だろう。

　ところが手もとが狂い、カップに注ぐはずの紅茶をソーサーにこぼしてしまった。

「あぁっ……！」

「動揺させちゃったか。そこはカップじゃないぞ」

「わ、わかってます」

　クスクス笑われ、つくづくカッコ悪い。

　理仁は布巾をさっと取り、素早くこぼれた紅茶を拭った。

「かわいいな、菜摘は」

「そうやって私で遊ばないでください」

「遊んでないよ。早く菜摘と本物の新婚になって、もっとイチャつきたいだけだ」

（……どんなことをするつもり？）

　うっかり妄想に花が咲き、菜摘の顔を真っ赤に染める。それはもう、かなり際どい画えだ。

「今どんな想像した？」

　即座に気づかれ、頬を撫でられる。その指先がどことなくいやらしくて、菜摘は目を思いきり泳がせた。

「べ、べつになにも」

　言葉までしどろもどろになるからかなわない。強制的に合わせられた理仁の目が熱っぽくて、菜摘の鼓動をさらに跳ね上げた。

「そう？　俺と同じかと思ったんだけど」

　そうだとしたら理仁も、とてつもなくすごい想像をしていることになる。

　菜摘は吸い込んだ息で思わず「ゴホゴホ」とむせ込んだ。

「大丈夫か？」

　またもやクククと笑われる。さんざんな朝である。

　そこへ美代子が「お待たせしました」と帰宅した。ふたりが一緒にいるのを見て「あら」と、どことなく明るい表情になり、さらに決まりが悪い。

「もう少しゆっくり帰ってきたほうがよろしかったでしょうか」

「そうだね、美代子さん」

　あからさまにそう言わなくても！と焦っているのは菜摘だけ。美代子は「次回は気をつけますね。ふふふ」と意味深に笑い、理仁も「よろしく」と余裕だった。




　その日、仕事に行く理仁を見送った菜摘はリビングのテレビに釘付けになっていた。発達した台風がいよいよ九州に上陸し、そのまま本州を縦断するというのだ。

　窓の外の様子はまだ普段と変わらないが、報道番組では「早めにしっかりとした備えを」と盛んに繰り返していた。

「こんな早い時期から嫌ですねぇ」

　いい香りがすると思ったら、美代子が紅茶を淹れてくれていた。ティーカップをテーブルに置き、テレビに目線を向ける。

「今年はほんとに早いですよね」

「菜摘様はご実家のこともございますし、それはもう心配でしょうね」

「そうなんです……」

　対応策を打ったとはいえ万全だと自信はもてない。

　ついさっきも心配した和夫が病院から電話をよこしてきた。あれはやったか、これはやったかと一つひとつ確認し合っていたところだ。

「ゆっくりするなんて気分ではないでしょうが、ひとまず紅茶を飲んで少しでもリラックスしてくださいね」

　美代子はそう声をかけてリビングを出ていった。

　ソーサーごとカップを持ち、口をつける。ほんのりと甘い香りはひとときの癒いやしだった。




　それから午後にかけて次第に風が強くなってきたため、美代子は早々に帰宅。そうこうしているうちに小雨が降りだした。

　理仁が帰ってきたときには開いた玄関ドアは風で煽あおられ、車庫からのほんのわずかな距離で彼の肩がびっしょり濡れてしまうくらいだった。都心のこの辺は夜半から明け方にかけて直撃するようだ。

　どんどん強くなる雨風に募っていく不安。食事を終え、リビングの窓から外を見ているうちに居ても立ってもいられなくなる。

「一度見に行ってこようかな」

　実家にいて、ビニールハウスがすぐ見えるところにあるならまだしも、離れているため今の状況がまったくわからないのが怖い。

　もしかしたら、すでに強風に煽られてビニールがめくれ上がっているかもしれない。中に入り込んだ風でハウスが浮き上がっているかもしれない。

　そう考えはじめると、すべてが悪い想像に進んでいく。

（……ダメだ。こうしていてもしょうがない）

「やっぱり行こう」

　菜摘が踵を返すと、そこに理仁がいた。

「どこへ行くつもり？」

　鋭い視線は菜摘の行動をすでにお見通しのようにも見える。

「あ、えっと……実家に……」

　理仁から盛大なため息が漏れた。

「ダメ。危険だから行かせない」

　菜摘の両肩に手を置き、理仁が首を横に振る。

「でもハウスが」

「補強はしっかりしてあるんだろう？」

「そうなんですけど心配で」

　今行って点検すれば、まだなにかできることがあるかもしれない。やったつもりでも、忘れていることだってあるかもしれない。

　引き留められると、余計に行かなくてはという焦りが生まれてくる。

「心配でもなんでもダメなものはダメだ」

「でもっ」

「いいから落ち着け」

　理仁は菜摘の肩を宥めるようにトントンと叩き、顔を覗き込んだ。

「畑や川の様子を見に行って命を落とす人のニュースは、菜摘だって見たことがあるはずだ。菜摘はそうなりたいのか」

　首をふるふると横に振る。そうなりたいわけがない。

　そんなニュースを耳にするたびに、どうして見に行ったのか不思議に思っていた。暴風雨のときは危険だってわからないの？と。

　それと同じことを今まさに菜摘もしようとしていた。後先考えず、危険も顧みずに。

「だろう？　俺だって、そんな目に菜摘を遭わせたくない」

　ゆっくり息を吐き出し脱力してはじめて、全身に力が入っていたことに気づく。

　今朝から、雨風が強くなっていくごとに体が緊迫感に包まれていくのを感じていた。ニュースと空模様にずっと意識をもっていかれ、台風が通り過ぎた地域のリポートを見るたびに不安の上塗り。大地にも何度か電話をかけ、『今のところは大丈夫』という報告を聞いて安堵することの繰り返しだ。

「菜摘はイチゴのことになると見境がつかなくなるな」

　困ったように理仁が言う。鋭さをひそめ、優しい眼差しで菜摘を見つめた。

「……ごめんなさい」

「ま、そんなところが菜摘の魅力でもあるけど」

　恥ずかしさとうれしさがないまぜになる。

　理仁の目を見ていられず、ゆらゆらと視線を彷徨わせてから彼の胸もとで止めた。

　やるだけの対策はやった。あとはもう運を天に任せる以外にない。

「明日、台風が去ってから一緒に見に行こう」

「でも日高さんは仕事が」

　明日は平日だ。

「仕事はそれからでいい。菜摘は心配するな」

　ポンポンと頭を撫でられ、心が穏やかになっていく。

　理仁の言葉と手はまるで魔法。取り乱していたのが嘘みたいだ。

「ありがとうございます」

「じゃ、お風呂に入っておいで。今夜はゆっくり休んで明日に備えたほうがいい」

「はい」

　返事をした菜摘の肩をくるりと反転させ、その背中を優しく押す。

「台風が怖いなら俺も一緒に入るけど」

「だ、大丈夫ですから！」

　耳もとで囁かれたうえ耳たぶにキスされ、菜摘は大慌てでリビングを飛び出した。




　午後十一時。部屋の電気を消してベッドに入ったものの、外を吹き荒れる暴風と窓を激しく打ちつける大雨で、菜摘はなかなか寝つけずにいた。

　どんどんひどくなっていく雨風が菜摘の心まで大きく揺さぶる。

　理仁のおかげで今すぐ実家へ駆けつけなくてはという強迫観念こそなくなったが、ハラハラと落ち着かないのは変わらない。目を閉じても眠気は一向に訪れず、時間だけが過ぎていく。

　ごうごうと荒れ狂う空模様が気になり、ベッドを抜け出る。カーテンを開けてみると、庭の木が横殴りの雨にさらされ、今にも根っこごと飛ばされそうだ。

（お願い、早く通り過ぎて……！）

　両手をぎゅっと握りしめ、真っ暗な空に祈る。菜摘にできるのはそれくらいだった。




　遠くの空が白みはじめ、ようやく静けさを取り戻した頃、菜摘は理仁に書き置きしてひとり静かに家を出た。大人しく台風が過ぎ去るのを待っていたが、夜が完全に明けるまで待っていられない。結局一睡もできなかった。

　嵐が去った街は静けさこそ取り戻しているが、街路樹は枝が折れて葉は散り、道路には飛んできたダストボックスや段ボールが散乱している。一見頑丈そうな看板が破壊されて転がっていた。怒涛のごとく通り過ぎた台風の爪つめ痕あとが生々しい。

　猛スピードで流れる雲の隙間から薄いブルーの空が顔を覗かせはじめたが、その光景を目のあたりにした菜摘は小走りに駅へ急いだ。

　この時間なら始発は出ているだろうと期待して駅へやってきたが、電光掲示板には運行調整中と流れていた。

　バスの運行はもう少し先。タクシーはお金がかかるため避けたかったが、そうも言っていられない。菜摘と同じように足に困った人たちがタクシー乗り場に列を作っており、その最後尾に並んだ。

　早く早くと気ばかり焦る。

（どうか、何事もありませんように……）

　はやる心をなんとか宥めすかせ、ひたすらタクシーを待つ。ようやく菜摘の順番になり、慌てて後部座席に乗り込んだ。

　道路に散乱した障害物を避けながらタクシーが進んでいく。道路はどこも似たような状況だった。

　精算を済ませ、タクシーから文字どおり飛び出す。一目散に畑に向かった菜摘の目に入ったのは、想像のはるか上をいくビニールハウスの惨状だった。

（嘘でしょ……）

　ねじれたように曲がったハウスのパイプ。ビニールは吹き飛ばされ、あちらこちらに散り散りになっていた。

　頭が真っ白になり、なにも考えられない。ただ茫然と、悲惨な光景を見て立ち尽くした。大地とふたりでやった補強は、まったく歯が立たなかったらしい。

「ねえちゃん！」

　家から出てきた大地に大きな声で呼ばれてやっと我に返る。

「……大地」

　振り向いて呼び返した声は力が入らず、息漏れのようなもの。その場に座り込みたい気分だった。

「なに情けねえ顔してんだよ」

「だって、こんな……」

　そう言いながら倒壊したハウスに振り返る。幻だったらよかったのに、凄すさまじい状況は変わらずそこにあった。

　これまでにも台風で被害に遭ったことはある。でも目の前の惨状は今までテレビでしか見たことがない。

「しょうがねえだろ。こうなっちゃったんだから」

「あんなにしっかり補強したのに」

　完璧とはいかなくても、あれ以上をしろと言われても無理だったはず。

「所詮、自然には敵かなわないってこと。仕方ない仕方ない」

　大地が軽い調子で手をひらひらとする。なんだか妙に癪しゃくに障る言い方だった。

「……なんでそんなに平気なの？」

「へ？」

　顎を突き出してポカンとした顔が他人事に見えて、菜摘の気持ちを逆なでする。

「こんなにひどい状態なのに、大地はなんで笑っていられるの？」

　大地にとって農園はどうでもいいのか。和夫が大事にしてきたものが破壊されたのになんとも思わないのか。

　菜摘は憤りを抱えて大地を強く見つめた。

　その視線を怯ひるみもせずに受け止めた大地が真顔になる。

「ふたりそろって落ち込んでいたら、なんも始まらないだろ」

「……え？」

「俺だってショックに決まってるじゃないか。じいちゃんとねえちゃんが大事にしてきたハウスがこんな状態になってるのに。平気なわけがないだろ」

　よく見れば、大地はメガネの下にくまを作っていた。菜摘同様、昨夜は眠れなかったのかもしれない。

（大地も心配だったの……？）

　一方的に他人事だと決めつけ、大地に怒りをぶつけるなんて大人げないにもほどがある。

「ごめん。そうだよね」

　大地だって平気なはずがないのだ。これでは単なる八つあたり。五つも年上なのに感情をコントロールできないなんて情けない。

　菜摘はシュンと肩を落とした。

「いいよべつに。とにかく早いところなんとかしよう。じいちゃんが退院するまでに元どおりにしておかないと」

「そうだよね」

　大地は菜摘の背中をトンと少し強めに叩き、気合を入れるようにした。

　肩から提げていたバッグを玄関に置き、持参したグローブを手にはめてワークエプロンをつける。

　とにかくやるしかない。大きく深呼吸して気持ちを入れ替えた。

　八棟のハウスのうち、被害が大きかったのは三棟。骨組みが根こそぎ倒壊し、ビニールは吹き飛ばされて畑の隅に無残な姿で残っていた。

　収穫もランナーの切り取りも終えた時期だったのが不幸中の幸いだ。

　ほかの五棟もビニールは剥はがれ、中が剥むき出しになっている。一番気がかりだった今冬用の苗を収納していた小屋とファインベリーを栽培しているハウスは、比較的軽度の被害だったが、それでも中はぐちゃぐちゃ。すぐに手を入れないと枯れてしまう。

「ねえちゃんは苗のほうを頼んだぞ。俺はまず、散らばったビニールやパイプを片づけるから」

「うん、わかった」

　大地は、いつの間にこんなに頼もしくなったのだろう。両親を亡くした直後は来る日も来る日も泣いていたのに。ひとりで眠れず、毎晩菜摘にぴったりくっついて寝ていたのに。

　いきなり男っぽくなった大地が、菜摘はほんのちょっぴりむず痒がゆくて、やけに誇らしかった。

　そうして荒らされた苗をひとつずつ丁寧に移し替え、半分くらいまで終えたときだった。

「菜摘」

　かけられた声に顔を上げると、そこに理仁の姿があった。

「すみません、声もかけずに来て」

　急いで立ち上がり、グローブについた土をパンパンと払う。

「菜摘なら台風が去ってすぐ向かうだろうとわかっていたから、俺もめちゃくちゃ早起きしたんだけど全然間に合わなかったな」

　頭をかきながら苦笑いする。

　よく見れば、理仁はストレッチデニムの作業着姿。体にフィットしたタイトなシルエットがとてもカッコいい。

　理仁という人間は、どんな服でも素敵に着こなしてしまうようだ。いつもなら絶対に目にしない格好だからか、普段のスーツ姿とのギャップに胸がときめく。

　そんな彼を直視できずに目を逸らすと、べつのハウスのほうにほかにも人影が見えた。菜摘の視線に気づいたのか、理仁がチラッとうしろを振り返る。

「人手はたくさんあったほうがいいと思ってさ」

「手配してくれたんですか？」

「一樹の伝つ手てでね」

　以前、紹介してくれた高校時代の友人。空間デザインの会社社長、久城だ。

「おはよう、菜摘さん」

　その彼本人が理仁の背後から顔を出した。被っていた帽子を軽く浮かせる。理仁同様にスタイリッシュな作業着に身を包んでおり、白い歯を見せた。

「久城さんまですみません……！」

「理仁に『大事な菜摘のため』って言われたら断れないからね」

　パッと見た理仁の顔に照れが浮かぶ。決まりが悪そうに鼻の下を擦った。

「頼んで正解だったな。ひどい有様だ」

　理仁によると、最悪の事態を想定して昨夜のうちから手配していたという。

　菜摘が取り乱している裏で、きちんとその気持ちを汲んで手を尽くそうとしてくれていたのだ。

　いくらやる気があっても、大地とふたりきりでは途方もない作業。人の手があるに越したことはない。

「ありがとうございます！」

　立ち上がり、めいっぱい頭を下げる。

「お礼は全部終わってからにしような」

　理仁はそう言って菜摘の頭を優しく撫でた。

「……はい」

　束の間、絡み合った視線に胸が熱くなる。

　ピンチに颯さっ爽そうと現れた理仁が、嵐とは違う鮮烈な爪痕を心に残したのを菜摘はまざまざと感じていた。

　理仁は静かな笑みを浮かべ、パンパンと手を叩いて集めてきた人たちの注意を引く。

「それじゃ、早速始めようか！」

　軽く手を挙げて応じる仲間に菜摘と大地は「よろしくお願いします！」と声を張り上げた。




　方々に飛ばされたパイプやビニールを片づけ、凄まじい状態だった畑がなんとか見られる状態になったのは、もうすぐ日が暮れようとしている頃だった。

　骨組みから倒壊したハウスは綺麗さっぱり取り払い、なんとかパイプが残っている状態のハウスは崩れた箇所を修繕。荒れてしまった来季用の苗やファインベリーを無事なハウスへ移動するのもほぼできた。このあともちゃんと実をつけるか不安は残るが、どうにか形だけは整えられただろう。

「みなさん、本当にありがとうございました！」

　大地とそろって深く頭を下げる。

　大勢の人の手助けがなかったら、とてもじゃないがここまではできなかったはず。

　理仁も菜摘の隣でみんなにお礼を言ってくれたのが印象的だった。すっかり家族になった気がして照れくさい。

「菜摘さんも大地くんも、これからもまだ大変だろうけどがんばれよ！　またなにかあったら駆けつけるからさ」

　久城から激励され、思わず目の奥が熱くなる。彼だけではなく、ほかの人たちからの「がんばれよ」の言葉に胸がいっぱいになった。




　みんなを見送ったあと、玄関に置いていたバッグを手に取り、大地に声をかける。

「じゃ大地、今夜はゆっくり休んでね」

「ねえちゃんもな。日高さん、姉をよろしくお願いします」

「それなら任せて。じゃ、おやすみ」

　なんともくすぐったいやり取りをされ、恥ずかしくてそそくさと玄関を出る。

　見上げた空には星が瞬いていた。嵐が都会の汚れた空気を一掃していったのか、いつもよりもくっきりと見える気がする。

（……ひと仕事終えて清すが々すがしいせいもあるのかな）

　気持ちの明暗は、目に入るものの見え方を変えるもの。理仁が応援に駆けつけてくれたうれしさもあるのかもしれない。

　車に乗り込み、改めて理仁にお礼を言う。

「今日は本当にありがとうございました」

　何度言っても足りない気がする。

　理仁には自分の仕事もあっただろう。それは久城をはじめとしたみんなも。それなのに菜摘の実家を優先させてしまったのは申し訳ない。

「菜摘の実家は俺の家も同然じゃないか。やってあたり前」

「でもまだ……」

　結婚はもちろんプロポーズの返事すらしていないのに、そこまで言ってもらえる自分はなんて幸せだろう。

「菜摘に断らせない魂こん胆たんもあるのを忘れるな」

　いたずらっぽくツンと頬をつつかれ、菜摘はなにも返せずに落ち着きなくお尻をもぞもぞと動かした。

　車が走り出すと、心地よい揺れとほどよい暗さが眠りを誘う。

（ここで眠っちゃダメダメ。日高さんだって疲れてるんだから）

　懸命に目を開けようとするが、睡魔が菜摘の決意を上回ってくる。テープでもあれば瞼に貼って開けておくのにと思うが、あいにくそんなものはない。

「眠いなら眠っていいよ。着いたら起こしてあげるから」

「いえ、眠くなんて全然」

　首をぶんぶん横に振り、元気をアピールする。

　ところが欠伸あくびを何度も噛み殺し、腿ももや頬をつねるのに効果があったのは最初のうちだけ。

（ほんのちょっと目を閉じよう。ほんとに一瞬だけ。すぐに開けるから……）

　重くてたまらない瞼を閉じたが最後。意思に反し、菜摘はすーっと波が引いていくように眠りについた。




「……み、菜摘」

　遠くで名前を呼ぶ声がする。

　深く静かな暗闇で、何度となく菜摘を呼ぶ声がものすごく優しくて、それをもっと聞いていたいような、それでいてその出所を探りたいような不思議な感覚に身を委ねていた。

「つみ……菜摘、着いたよ」

　最後のひと言と、頬へのやわらかい感触で瞼をゆっくり開いていく。

「……っ」

　目の前に理仁のドアップがあり、息を吸い込むとともに一気に目が覚めた。

「着いたよ。よっぽど疲れてるみたいだけど歩ける？」

「あ、歩けます」

「抱っこしてあげようか」

「抱っこ!?　だ、大丈夫です。歩けます。なんなら走れますから」

　急いでドアを開けようと思ったが、ロックされていて開かない。

「そんなに慌てなくてもいいよ。無理やり抱き上げたりしないから」

　クスッと笑いながら理仁がロックを解除する。

　変に意識しすぎている自分がつくづく恥ずかしい。

　早いところ車から降りようとしたが、運転席からひと足早く助手席側へ回った理仁がドアを開けて、菜摘の手を引き上げた。その力強さが、今日の作業風景を思い出させる。

　重い資材を難なく運ぶ姿や、応援に駆けつけてくれた人たちへの的確な指示。無駄のない動作には、つい自分の作業の手を止めて見惚れるほど。しかも額から頬を伝い首筋を流れる汗がやけに色っぽくて、ひとりどぎまぎさせられた。

「……すみません、ありがとうございます」

　そんな一つひとつのシーンを思い返したため、目を落ち着きなく逸らす。

　動揺しているのが丸わかりだったか、理仁が笑う気配がした。今、その顔を見る勇気はない。

「おかえりなさいませ。お疲れでしょう」

　にこやかに出迎えてくれた美代子の顔を見て、なぜだか妙にホッとした。

「美代子さん、お風呂の用意は？」

「もちろんできておりますよ」

　もしかしたら理仁が連絡を入れておいてくれたのかもしれない。

　理仁に「先に入っておいで」と言われ、遠慮なくそうさせてもらうことにした。

　そうしてゆっくりお風呂に浸かり、美代子が作ってくれた夕食をふたりで食べる。疲れたうえに寝不足もたたり、食事の最中から何度も欠伸をかみ殺した。

　美代子は『汚れた食器類はそのままでいいですよ』と言い置いて帰ったが、ふたりで分担して片づけ、その日は早々にベッドに入った。




　翌朝、菜摘が目を覚ましたときには、理仁はすでに出勤したあとだった。

　いつもなら六時には目覚めるのに、うっかり寝過ごして八時過ぎ。急いで着替えてダイニングへ顔を出したら、テーブルには美代子が作ってくれた朝食が残されていた。

　美代子も出かけているのか、家の中に菜摘以外の気配はない。

　昨夜は途中一度も目覚めず、目を閉じて開けたら一瞬で朝になった感覚だった。

（日高さんは大丈夫かな。きっと疲れてるよね……）

　菜摘の比ではないくらい力仕事をして、理仁の疲労は半端ではないだろう。そう思うと心配でならない。あとでメッセージでも送ってみようと思いつつ朝食を平らげた。




　その後、菜摘は昨日片づけた苗の手直しをするために農園に向かった。

　ひとつずつ注意深く観察してみたら葉や実に傷がついている。苗を栽培していたハウスは倒壊を免れたが、ビニールが飛ばされて雨風にさらされたせいだろう。

　バラ科の植物はとても繊細で、湿度や水分量を的確にコントロールする必要があり、育てるのがとても難しい。同じバラ科のイチゴもデリケートなため、一日水をあげなくても逆にあげすぎても、すぐに調子を崩してしまう。普段はハウスの中で育てられているイチゴが雨に降られたり風に吹かれたりすれば傷がつき、そこから病気になるのだ。放っておけば、無傷のイチゴにも病気が移る可能性もある。

　菜摘は急いで準備をして、一つひとつ丁寧に消毒をはじめた。

　そうして半分ほど終えた頃、大地が「ふわぁ」と大きな欠伸をしながら菜摘のもとへやってきた。

「ねえちゃん、来てたのかぁ」

「今起きたの？」

「うん。すげえ疲れちゃってさ」

　見上げた顔には疲労の色が残っていて、まだ寝足りないのか目を懸命に擦る。

　そんな様子を見ると、理仁の調子が余計気になる。彼より十歳年下の大地がこの状態なのだ。菜摘が送ったメッセージには【心配いらないよ】と返信が届いたが、きっとクタクタどころではないだろう。

「今日はバイトも休みだし、俺も手伝うよ」

　大地は首にかけていたタオルをねじり鉢巻きにして頭に巻いた。寝ぼけ眼まなこだったのに急に精悍な顔つきになる。

「大地、大人になったよね」

　その横顔を見つめながら菜摘がしみじみ呟く。

「いきなりなんだよ」

「なんか頼もしくなったなって。昨日も落ち込んだ私に発破をかけてくれたでしょ？」

　大地の励ましがなかったら途方に暮れるばかりで、埒らちが明かなかったに違いない。

「俺だって来年は社会人だぞ？　大人であたり前。それに……」

「それに？」

　首をかしげ、言葉を止めた大地のほうを見る。

「昔、ねえちゃんにしてもらったのと同じことをしただけだし」

「……え？」

「親がいっぺんに死んでさ、俺、毎日泣き通しだったじゃん」

「覚えてるんだ」

　当時大地は八歳だったから、てっきり記憶に残っていないかと思っていたが。

　目が覚めれば『お父さんとお母さんに会いたい』と泣きじゃくる大地の手を、菜摘は握りしめることしかできなかった。

「いろんな記憶は曖昧だけど、ねえちゃんがいつもそばにいてくれたのはけっこう鮮明にね」

「そっか」

「ねえちゃんがいてくれてほんとよかった。俺ひとりだったらどうなってたんだろうって、ときどきふと考えるよ」

「私もそう。大地がいたからなんとかやってこられたんだと思う」

　自分が大地を守らなくてはという使命感に似た思いがあったから強くなれた。当時は必死だったから、今思い返せばそうだったという回顧に過ぎないが。

「今の会話、じいちゃんが聞いたら怒るだろうな」

「たしかに。じいちゃんを忘れるな！ってね」

　大地と顔を見合わせて笑い合う。

　ふたりが今こうして笑っていられるのは、もちろん和夫の存在があってこそ。ふたりそろって肩をすくませる。

「けどさ、これからこの農園はどうなるんだろうな」

「借金のこと？」

　その心配なら、ほぼなくなるだろう。

「いや、そうじゃなくて。じいちゃんだっていい歳だし、ねえちゃんが家を出たら将来的にどうなるのかなって話」

「あ、そういうことね」

　農園は和夫と菜摘のふたりで運営してきた。いくら借金問題が片づいても、和夫は体を壊したし、これからはあまり無理ができないだろう。

　たとえばもっと先の話、和夫がいなくなったあとを考えると、菜摘ひとりでどうにかなるのかという不安がある。

「俺があとを継げばいいのかもしれないけど……」

「大地には大地の人生があるでしょ？　そこは切り離して考えないと」

　ほかにやりたいことがあるのに我慢して農園を継いでも、うまくいきっこない。

　新たな問題に直面した菜摘は、その答えをすぐには見つけられなかった。










通い合う心




　その夜、理仁が帰宅したのは午後九時を回った頃だった。美代子は夕食の準備をして帰ったため、菜摘ひとりでの出迎えだ。

「おかえりなさい」

　いつもなら食事もお風呂も済ませ、互いにそれぞれの部屋で過ごしている時間。それなのに今日に限ってふたりきりを強烈に意識するのは、理仁への気持ちを自覚したせいだろう。彼に「ただいま」と返されただけで猛烈に照れてしまう。

「あの、えっと……美代子さんはもう帰ったんです」

「九時回ってるもんな」

　スリッパを履いてリビングへ向かう彼のうしろについていく。

「先にお風呂にしますか？　それともご飯がいいですか？」

　そう質問してから新婚みたいだと気づいて、ひとりで動揺する。立ち止まった理仁に気づかず、その背中にぶつかってしまった。肩から体当たりする格好だ。

「ごめんなさい」

「ひとつ質問が抜けてる」

　ものすごく近い距離で理仁がいたずらっぽい目をして菜摘を見下ろす。

「え？」

「それとも私？ってやつ」

（……それとも私？　や、やだ！）

　理仁の言葉を頭の中で反はん芻すうした瞬間、顔も耳も熱くなり、みるみる真っ赤になっていくのを感じた。

　上手な切り返しができず、言葉を探してゆらゆらと目を泳がせる。

　動揺しているのは丸わかりに違いない。そうわかっていてもどうにもできないのがもどかしい。

「冗談だよ」

　こらえきれなくなって吹き出した理仁が菜摘の額に軽くキスをする。

「先にお風呂に入ってくる」

　頬をさらりと撫で、バスルームに向かっていく理仁の背中を見ながら、菜摘は大きく息を吐き出した。




　ものの十分でお風呂から上がった理仁が、ダイニングテーブルを見て唖然とする。

「なんだ、菜摘もまだ食べてなかったのか」

　温めなおしたふたり分の食事が、向かい合わせに置かれていたためだ。

「あまりお腹が減っていなかったんです」

　昨日一日農園の手伝いをさせておいて、遅れを取り戻すべく仕事をしてきた理仁を待たずに食べるわけにはいかないと思ったのだ。でも、それを正直に言って、理仁に気にしてほしくなかった。

　美代子が用意してくれたのは真鯛の煮つけに冬とう瓜がんのそぼろ煮といった純和食。いつもながら本当においしい。

「今朝、寝坊してごめんなさい」

「べつに謝らなくてもいいよ。疲れてただろうから」

「それは日高さんも同じです」

「体力には自信があるんだ。菜摘は心配しなくていい」

　この家に来てからというもの、菜摘は嫌な気持ちにさせられたことが一度もない。よくしてもらうばかりで、菜摘のイチゴに対する気持ちごと、すっぽり包み込まれている感覚がする。

「どうしてそんなに優しいんですか？」

　気づいたらそう聞いていた。理仁からは何度も態度や言葉で示されてきたから、菜摘もそのわけは知っているはずなのに。

　まだどこかで信じきれない気持ちもあるのか、もっと確実な言葉がほしいのか、自分でもあやふやだ。

　理仁は一瞬ポカンとしてから食べ終えた箸を置く。微笑という言葉がぴったりの表情でテーブルに両肘をつき、その手を顔の前で組んだ。

「どうしてかわからない？」

　わかっているくせにというニュアンスを暗に含め、質問に質問で返してよこす。

　菜摘がどう答えようか悩んでいるうちに、理仁はあっさり告げた。

「菜摘が好きだから」

　茶化すわけでもなければ隠すわけでもないストレートな言葉に、菜摘の鼓動がトクンと弾む。

　理仁はいつもそうだ。思っていることを正直に伝えてくれる。

（それなら私だって……）

　自分の気持ちを伝えるなら今。もう逃げてはいられない。理仁からもらうばかりじゃなく、素直な想いを自分の口から。

　意を決して理仁を見つめる。スッと息を吸い……。

「私」

　菜摘が口を開いた瞬間、テーブルに置いていた理仁のスマートフォンがヴヴヴと振動した。息を止め、ふたり同時にそれを見る。

　止まらないところを見るとメールの受信ではなく電話だろう。もしかしたら仕事絡みかもしれない。彼の顔がふと引きしまった。

　ようやく気持ちを打ち明ける決意をしたため、出鼻をくじかれてがっかりした気持ちになる。でも菜摘の都合で時間が回るわけではない。どうぞと電話に出ても平気だと手で伝えた。

「ごめん」

　ひと言断ってから理仁がテーブルから離れていく。

　菜摘は張り詰めていた空気を体から排出するようにふぅと息を吐いた。

（タイミング、逃しちゃったな……）

　とはいっても理仁まで逃げるわけではない。明日でも明後日でも、また改めて言おうと考えなおした。

「よし、片づけちゃおう」

　かけ声と一緒に立ち上がる。食べ終えた食器をキッチンに運び、軽く汚れを落としてから食洗機に入れていく。

（私が好きだって言ったら、すぐに結婚になるのかな。そういえば、まだ日高さんのご両親にも会ってないよね。結婚相手にはうるさくないって言ってたけど、ほんとに私で大丈夫なのかな……）

　まだ想いも伝えていないというのに、先走って余計な心配をする。

　フライング気味にあれこれ考えながらテーブルを拭いた布巾を洗っていると、不意にうしろから伸びてきた手に抱きしめられた。ふわりとシャンプーが香る。言うまでもなく電話を終えた理仁だ。

　頭のてっぺんに落としたキスが後頭部から首筋へと移動していく。いつものことなのに心音が速まっていくのは、さっき口にしかけた告白のせいか。

「は、早かったですね、電話。お仕事ですか？」

　動揺を隠して明るく聞く。

「ん」

　理仁は短く答えてから手を伸ばして水を止めた。静けさがふたりの周りに満ち、菜摘の心臓だけがその音をやけに強調する。

　くるりと反転させられ、理仁に向かい合った。

　このまま続けて唇以外へキスされるのは、いつもの流れで知っている。だから目線を上げられず、理仁の胸もとあたりで彷徨わせた。

「菜摘」

　名前を優しく呼び、頬を両手で包み込んで額にキスをひとつ。続けざまに瞼やこめかみ、頬にもゆっくり時間をかけて落としていく。

　彼の唇が思いのほか熱いせいか、それが伝わり菜摘自身の体温も上がる気がした。

「菜摘」

　囁く声が途方もなく甘い。

　そっと瞼を開けると、そこに熱を孕んだ理仁の瞳があった。強制的に目が合い、逃げ場がない。身じろぎひとつできず、息を詰めて見つめ合った。

　いつも茶化すようにしていたキスと違う。そう直感する。

　吐息の熱さが、甘い声が、冗談ではないと感覚的に訴えてきた。

「自うぬ惚ぼれでなければ、菜摘も俺と同じ気持ちだって伝わってくるんだけど」

　ドキッとした。告白し損ねたのに、彼にはダダ漏れだったらしい。

「もしもそうなら、このまま唇をもらうけど」

　いい？と囁いた吐息が唇にかかる。

　もはや首を横に振るような状況ではなく、それ以上に菜摘が彼のキスを唇にほしかった。

　もうどうにも止まらない。彼を大好きでたまらないのだ。

　答える代わりに瞼を伏せた直後、やわらかな感触を唇に覚えた。

　頬に添えていた手が菜摘の後頭部へ移動し、髪の中にそっと差し込まれる。もう片方の手は腰を引き寄せ、菜摘の体を優しく抱き込んだ。

　理仁と初めて唇を重ね、体に力が入る。まるでストップモーションでもかけられたかのように時間が止まった感覚。そのくせ鼻息がかからないようにと静かに呼吸する、冷静な思考もわずかに残っていた。

　控えめに重ね合わせていただけの唇を、理仁がやんわりと食はんでほぐしていく。擦り合わせ、ときおり啄ついばみ、優しく優しく、決して急がないキスに高まる気持ちを止められない。

「……なつ、み……」

　キスの合間に吐息交じりに名前を呼ばれ、心が大きく動いた。

　もう言ってしまおう。大きく膨らんだ想いをきちんと伝えよう。

　理仁の胸を軽く押し、キスを解く。

「日高さん……」

　緊張のせいで声がかすれた。なに？と理仁が首を傾ける。

「……好きです」

　瞬間、理仁はふっと笑みをこぼした。思わずキュンとするような、はにかんだ笑顔だった。

「知ってたけど、やっぱり言われるとうれしいな」

「……気づいてたんですか」

「菜摘の態度も言葉も、この瞳も」

　そう言って頬を意味ありげに撫でる。

「全身で俺を好きって言ってた」

　これまでの自分の言動を思い返して恥ずかしくなる。理仁への気持ちがバレているのではないかと疑ったのは数知れず。でも理仁が指摘してこなかったから、そのたびにきっと気のせいだと思いなおしてきた。

「もう曖昧に言って逃げるのはなしだ」

　自分の気持ちをごまかしたり抑えたりしない。

「菜摘、後には退ひかせないよ」

「……はい」

　後戻りはしない。

　理仁が真顔になり瞳に熱が宿る。菜摘の唇に軽いキスをしたかと思ったら、ひょいと抱き上げた。

「ひゃっ」

　反射的に彼の首にしがみつく。

「あのっ？」

「今夜から菜摘は俺と同じ部屋」

「それって……」

　意味深に笑う理仁の顔を見て、気づかずにはいられない。

　軽々と菜摘を抱いて彼が向かったのは、昨夜まで彼がひとりで寝ていた寝室だった。

（つまりこれから日高さんと……？　嘘、どうしよう。そこまでの心の準備が……！）

「待ってくださいっ」

「そう言われて待つと思う？」

　そうは思えないけれど引き留めずにはいられない。

「菜摘のゴーサインは行儀よく待ったつもりだけど？」

「……ゴーサイン」

　キスを受け入れ、好きと告白したのがそうなのだろう。

　繰り返した菜摘に、理仁が「そう」と口角をうっすら上げる。妖艶とも言える目もとが菜摘の口を封じた。

　広い寝室の大きなベッドに下ろされる。ピンと張りのあるシーツの上で体を起こそうとしたが、すぐに理仁に組み伏せられた。

　顔の両脇で指を絡め、握られた手が熱い。見下ろした理仁の眼差しも、まとう空気も、その色気に息が苦しくなる。水もないのに溺れてしまいそう。

　片方の手をほどき、理仁が菜摘の髪を撫でる。愛しさを感じる手つきに胸がドキドキと張り詰めるのを止められない。

　コツンと額を合わせ、視界が理仁でいっぱいになる。

「菜摘」

　名前を呼ばれると同時に唇が重なった。二度目は触れるだけで済まないと頭でわかっているのに、唇の隙間から舌が入ってくると自然に体が硬直する。

　それが理仁にも伝わったのか、いったん舌を引っ込めた。クスッと笑った彼の吐息がかかっただけで目眩を覚えてしまう。

　キスは初めてじゃない。その先だって知っている。それなのにこんなにも緊張するのは、理仁が素敵すぎるせいだ。

「日高さん」

　助けを求めるみたいに名前を呼んだら、理仁の目が三日月のように細くなった。

「あと少ししたら菜摘も日高だ。そろそろ下の名前で呼んでもいいんじゃないか？」

　それもそうだ。結婚したら菜摘も日高になるのだから、いつまでも名字で呼んではいられない。

「……理仁さん」

　思いきって呼んだら、理仁はうれしそうに微笑んだ。

　初めて名前を口にした恥ずかしさからか余計に体が強張る。

「少し力抜こうか」

「そうしたいんですけど……」

　頭と体があべこべだ。

「それじゃ、嫌でも力が抜けるようにしてあげようか」

　不敵に微笑んだ理仁が再び口づける。親指で顎をそっと押して開かせた菜摘の唇に、否応なしに舌を割り入れた。

　驚いているうちに舌をからめとられ、ぬるりとした感触が口腔内をじっくりと舐め上げる。上顎を舌先でくすぐられ、予想外の甘い感覚に深い吐息が漏れた。なまめかしく舌を吸われ、全身がとろけていく。

　彼が仕掛けた三度目のキス。それは恍こう惚こつとした甘美なものだった。

（キスって、こんなに気持ちいいの……？）

　これまでがなんだったのかと思うくらい菜摘の知っているものとはまったく違い、そのキスに心も体も虜になる。それだけで息があがり、胸を上下させて酸素を取り込もうとしていると、不意にキスが解けた。

　チュッと音を立てて離れ、わずか数センチの距離で理仁が熱っぽい目で見つめたそのとき。

　ルームウエアのポケットに入れっぱなしにしていた菜摘のスマートフォンが、場にそぐわない軽快な音を立てた。高ぶり張り詰めていた気持ちが、ふっと途切れる。

　こんなタイミングでいったい誰だろう。

　無視を決め込もうと思ったが、一向に鳴り止まない。

「出ていいよ」

　少し困ったような顔で理仁に言われ、体を起こしてスマートフォンを取り出した。

「……おじいちゃん？」

　画面に表示された文字を見てヒヤッとせずにはいられない。消灯時間はとっくに過ぎている。

「もしもし、どうかしたの!?　なにかあった!?」

　急いで応答をタップして耳にあて、和夫より早く話しだす。嫌な緊張感に包まれた。

　理仁も菜摘の隣で心配そうに見つめる。

《菜摘、こんな時間に悪いな》

　声に変わりはなさそうだ。

「どこか痛いの？　看護師さんは？」

《あぁいや、違うんだ。そうじゃない》

「それじゃどうしたの？」

　こんな時間に病院から電話をかけてきたことなんてないのに。

《ちょっと眠れなくてな》

「……へ？」

　予想とは真逆なことを言われ、間抜けな声が口から漏れる。

　理仁はそんな菜摘の反応に首をかしげた。

《台風の被害とか今後の農園のこととかを考えていたら眠れなくなって。そうしたら菜摘の声が聞きたくなったんだよ》

「なんだ、そうだったんだ……」

　悪い方向に考えてピンと張り詰めた気持ちがほぐれ、体から力が抜けていく。

「今朝、電話でも話したけど、ハウスのほうは心配いらないよ。日高さんたちに手伝ってもらって片づけはほぼできたから」

　理仁と目を合わせながら答える。

　このあと、もう一度ビニールを張りなおさなくてはならないけれど。

《そうだな。日高さんには本当に感謝してもしきれないよ。よろしく伝えてくれると助かる》

「うん、わかった」

　その後、とりとめのない話をして電話を切り、理仁にも内容を伝えた。

「容態が変わったわけじゃなくてよかった」

「ほんとに」

　ふたりそろって安堵のため息をつく。

　でも落ち着いて考えてみれば、容態が悪くなったときに連絡してくるのは本人ではなく病院だろう。早とちりもいいところだ。

「菜摘に手を出すのはまだ早いって、おじい様に言われた気分だな」

「……え？」

「これからってときに電話をかけてくるんだから。孫への愛からくる直感的なもの？」

　理仁が自嘲気味に笑う。

　言われてみれば、どんぴしゃなタイミング。まさにはかったように電話が鳴った。

　入院中こんな遅い時間に和夫から連絡があったのは初めてだ。

（虫の知らせ的なことって、こんな場面でもあるの？）

　そんなふうに考えて、なんともいえず恥ずかしくなる。

「今夜はやめておこうかって言いたいところだけど」

　理仁の手が菜摘に伸びてくる。

「もう止められない。菜摘がほしくてほしくてたまらないんだ」

　底なしに甘い誘惑だった。

　髪を撫でる理仁の眼差しの熱さが菜摘の鼓動のスピードを押し上げていく。

　菜摘の返事を待つように、しっとりと艶めいた瞳が揺れていた。

「私も……。私も同じ気持ちです」

　恥ずかしさを押し殺して素直に言った。そうできたのはたぶん想いをきちんと伝えられたせいだろう。理仁と目を合わせられなかったのは許してほしい。

「そんなかわいいこと言うな」

「ひゃっ」

　肩先を掴まれベッドに押し倒された。両手は片手で拘束されて頭の上にひとまとめ。扇せん情じょう的な瞳が菜摘を射抜く。

「菜摘にそんなふうに煽られたら暴走しそうだ」

「煽ってなんて」

　否定の言葉が理仁の唇で喉の奥に押し戻される。重ね合わせては離れ、軽く啄み、キスの温度を少しずつ上げていく。

「菜摘……好きだ……」

　理仁の囁きが全身に甘い電流を流したような気がした。それが強張った体をとろりと溶かしていく。

　舌先同士が軽く触れ合ったが最後。理仁は菜摘の舌を回すように舐め、自分の口腔内に引き込んで吸い立てる。

「……んっ」

　溢れる吐息ごとキスに呑まれるような感覚だった。

　切なげな呻きが漏れるたびに体の温度がじわりじわりと上がっていく。パジャマの上から胸に触れられたときには、自分から出たとは思えないほど甘ったるい声がこぼれた。

「菜摘……」

　理仁に名前を呼ばれると、胸の奥が疼うずいてたまらない。

　いつの間にかお互いに素肌を晒さらし、熱に浮かされた体を重ね合う。

　彼に触れられ、全身に降るキスの雨が熱くて甘くて、脳のう髄ずいまで痺しびれてしまう。

　優しく、ときに激しく揺らされ、ふたりの初めての夜は恍惚とした時の中に溶けていったのだった。










惑わせるのは冷ややかな敵




　翌日、理仁の出勤後に農園に向かった菜摘はその午後、郁子の仕事の合間を見計らって待ち合わせをしていた。

　郁子たっての希望で、青山のミレーヌが待ち合わせ場所。つい先日、理仁とともに訪れて、チーフパティシエのエリカに紹介されたばかりのため、菜摘にしてみると少し居心地が悪い。エリカの様子がどことなくおかしかったせいもあるだろう。

（でも、エリカさんはきっと私の顔なんて覚えてないよね）

　新作のケーキが話のメインだったから、菜摘のことは眼中にもなかっただろう。

（それにしても、どれもおいしそう！）

　ひと足先に到着していた菜摘は、ずらっと並んだガラスのショーケースの前でどれにしようか悩んでいた。いっそ全部食べてしまいたいほど目移りする。

　郁子が着いたのは菜摘がケーキをふたつ選び、カフェのテーブルに案内されたときだった。

「ごめん、お待たせ」

　向かいに座った郁子は大きなトートバックを隣の椅子に置き、ふぅと息をついた。

「取材の帰り？」

「そうなの。青山の隠れた名店の特集を組む予定でね」

「ミレーヌも掲載するの？」

「ミレーヌは隠れてないでしょ」

　郁子が破顔する。

　たしかにそのとおりである。ミレーヌはテレビや雑誌で盛んに紹介され、今やＳＮＳでもおなじみ。近くで取材していたからこの店を選んだようだ。

「菜摘はもう決めたの？」

「うん。郁子も見てきたら？」

「そうする」

　運ばれてきた水をひと口だけ飲み、郁子はショーケースへ向かう。こういうときに迷わずスパッと決めるのが郁子で、ものの十数秒で戻ってきた。

「よく迷わないね」

「インスピレーションでこれって決めちゃうから。迷う時間がもったいない」

　理仁にプロポーズされたときに即賛成したのも同じような理由だろう。いつも悩んで惑って、なかなか決まらない菜摘には羨ましい決断力だ。

　数分後、華やかなケーキセットが運ばれてきた。鮮やかなピンク色のフランボワーズのケーキと、チョコと塩キャラメルのタルトは菜摘に。郁子にはアーモンドプラリネとラムレーズンのムースケーキだ。色鮮やかで見ているだけで元気になれる。

「おいしそう」

　この前理仁に連れられてきたときは、試作のモンブランをひと口食べただけ。物足りなさを感じていたためウキウキだ。

「いただきます」

　郁子とそろってフォークを持ち、まずはピンク色のケーキをひと口頬張る。フランボワーズのバタークリームとアーモンド生地が層になっていて、食感がとても軽やか。もちろんおいしい。

「さすがミレーヌだね。味にぬかりがないなー」

　郁子も満足げだ。早速手帳になにかを書き留めるあたりが、出版社勤めらしい。

「あれからスイーツ王子とはどうなったの？」

　菜摘もその話をしようとして郁子と会う約束を取りつけていたため、ためらいもせず即答する。

「結婚しようと思ってる」

「そっか、そうだよね。さすがにいきなりは……って、え？　結婚？　決めたの!?」

　ムースに夢中になっていて話半分だったのか、途中で菜摘の返答に気づいてパッと目線を上げる。切れ長の目をめいっぱい見開いて放った最後のひと言は、店内に響き渡った。

「そんなに驚かなくても……。郁子は大賛成だったじゃない」

　つい不満を口にする。〝今すぐ嫁げ！〟くらいの勢いだったと言ってもいい。

「いや、そうなんだけどね。菜摘がこんなに早く決断するなんて思わないから」

　菜摘自身も、そこは想定外である。もっと悩んで迷って、果てしなく回り道をする予感がしていたはずなのに。

「やっぱり農園を守るため？」

「うん……それもあるけど……」

　それが大きなきっかけになったのは間違いない。でも発端であって理由ではないと言いきれる。純粋に、彼のそばにいたいと思えたからだ。

「好きになったんだ？」

　テーブルに身を乗り出した郁子が鋭さを秘めながらも、にんまりとした目で菜摘を見つめる。その視線に耐えられず、つい目を泳がせた。

「だよねー。あんなイイ男だもんねー。好きになっちゃうよねー」

　郁子は韻いんを踏むかのごとく語尾を同じように伸ばす。首を交互に左右へ傾ける動作までつけた。

「それで結婚式は？」

「それはまだ決まってなくて。ひとまず先に入籍しようかって」

　自分で言ったくせに、〝入籍〟の言葉にドキドキする。

　おまけに昨夜はお互いの気持ちを確かめ合い、濃密な時間をたっぷりと過ごした。いったい何度抱き合っただろう。目覚めたときにも離れがたくて、仕事に向かう理仁は大慌てで自宅を飛び出していった。

「やだなぁ、ニヤニヤしちゃって」

「ニ、ニヤニヤなんて！」

　郁子に突っ込まれ慌てる。

「してるよ。顔中の筋肉がダラーンと伸びきってる」

「伸びてません」

　必死に表情を引きしめるが、唇の端が引きつった。

「いいねぇ、幸せオーラ満開だ。眩しいったらありゃしない」

「やめてってば」

　からかわれると、どんな表情をしたらいいのかわからなくなる。本当に幸せでたまらず、理仁の顔は常に菜摘の頭や心の中心に陣取っている。これまでイチゴしか頭になかった菜摘には驚くべき変化だ。

　菜摘たちがそうして盛り上がっていると、ふとテーブル脇に人影を感じた。つられて顔を上げたら、そこにはミレーヌのチーフパティシエ、この前理仁に紹介されたエリカが立っていた。

「いらっしゃいませ」

　凛りんとした空気をまとい、菜摘に笑いかける。純白のユニフォームが目にも眩しい。

「菜摘さん、ですよね？」

「は、はい。先日はありがとうございました」

　その言葉が正しいのかわからないが、ほかに見つからない。

「あのあの！　もしかしてチーフパティシエの山崎エリカさんですか？」

　目をぱちくりとさせてふたりを見比べていた郁子が、唐突に切り出す。エリカは少し面食らったようで、「え、ええ、そうです」と言葉を詰まらせながら返した。

「やっぱり！　雑誌の掲載記事を何度か拝読させていただきました。私、じつはこういう者で……」

　高いテンションでバッグからすかさず名刺を取り出し、エリカに差し出す。いつでもどこでもすぐに仕事に直結させるあたりは、抜け目がまったくない。

「出版社の方でしたか」

　受け取った名刺をさっと確認したエリカが軽くうなずく。

「今度ぜひ私どものファッション誌でも、山崎さんがお作りになるケーキを掲載させていただけないでしょうか」

「ありがとうございます。ですが、そういったお話でしたら本社のほうへ一度掛け合っていただけないでしょうか。私の一存では決めかねますので」

　興奮する郁子とは対極にあるような冷静な受け答えだった。凛とした表情もいっさい崩れない。先日、理仁と話していたときの気さくな感じはまったくといっていいほどなかった。とはいえ、相手が菜摘と郁子では一線を引くのは当然かもしれないが。

「では、そうさせていただきますので、その際はどうぞよろしくお願いします」

　郁子が怯みもせずにこやかに頭を下げると、エリカは「承知いたしました。では、どうぞごゆっくり」と一礼して厨房へ戻っていった。

「ちょっと菜摘、山崎エリカと顔見知りだったの？」

　彼女の姿が見えなくなるや否や、郁子が声をひそめて聞いてくる。

「この前、理仁さんと一緒にここへ来たときに紹介されてね」

「そうだったんだ。いやしかし実物も美人だねー」

　しみじみ呟きながらムースをパクッと口に入れて続ける。

「おいしいケーキも作れるし」

　あぁ最高、と顔をとろけさせた。

「山崎さんって、そんなにすごいパティシエなの？」

「やだなぁ、ミレーヌの社長に嫁ぐのに知らないの？」

「勉強不足ですみません」

　わざとらしく嫌みっぽい口調で言った郁子に大真面目に謝る。

「フランスでも有名だったからね。日本人だから余計に目立ってたみたいよ。そんな彼女がミレーヌの要請にあっさり応じるからびっくりしたもん」

「日高さんとは高校時代の先輩後輩なんだって」

「え、そうなの？」

　うんとうなずく。

「だから日本に帰ってきたのかぁ。よほど親しかったんだね」

　郁子がなにげなく口にした言葉に軽く落ち込む。親密な雰囲気は、この前菜摘も感じていたから。

「あ、親しいって深い意味はないからね？　普通に友人って意味だから」

　菜摘の様子に気づいた郁子が急いで訂正する。

「わかってるよ」

　菜摘が変に勘繰っただけ。恋愛感情が絡むと人の心は厄介だ。油断すると度を越した嫉妬心がひょっこり顔を出すから気をつけなくては。

　菜摘は気を取りなおして、チョコと塩キャラメルのタルトを味わった。




　急いで仕事に戻った郁子を見送り、菜摘が店を出て歩きはじめたそのとき。

「菜摘さん、待ってください」

　うしろからかけられた声に足を止めて振り返ると、エリカが小走りにやってきた。店で見かけた白いユニフォームではなく、チョコブラウンのサマーニットにサーモンピンクのパンツというエレガントなスタイルだ。

（いったいなんだろう……）

　彼女との間には理仁を介した関係性しかなく、この前紹介されたときにどことなく不穏な空気を感じ取ったため、つい身構えてしまう。

　それはエリカが理仁の昔からの友人という羨ましい立場だからにほかならず、菜摘が勝手に感じているだけに過ぎないが。

「今日は私も仕事が終わりなの。駅までご一緒していい？」

「あ、はい、もちろんです」

　フレンドリーに言われれば、菜摘に断る選択肢はない。理仁の友人だから、できれば仲良くなりたいという気持ちもあった。

　駅に向かってエリカと並んで歩き出す。夕方まであと少し。日差しはまだ強く、ハンカチを額に押しあてて、滲んだ汗を拭った。

「菜摘さんもご両親を亡くしているそうね」

　エリカが唐突に切り出す。出だしから両親の話をされるとは思わず、言葉に詰まって反応が遅れる。

「……はい、そうですけど」

　理仁から聞いたのだろうか。そんな踏み込んだ話までしていたのかと、ちょっとだけ嫌な気分になる。

（でも今、〝も〟って言わなかった？　誰のことを言ってるんだろう）

　菜摘は目をまたたかせて隣のエリカを見た。

「理仁くんもそうでしょう？　だからシンパシーを感じた部分があるのかなって、ふと思ったの」

「えっ……？」

　エリカの放ったセンセーショナルな言葉に耳を疑う。

（〝理仁くんもそう〟？　理仁さん、ご両親を亡くされてるの？）

　でもそんな話はまったく聞いていない。美代子も、菜摘たちの生活が落ち着いたら理仁の両親の家に戻ると言っていた記憶だってある。

「……あれ？　彼から聞いてない？」

「はい……」

　知ったかぶりはできない。正直に知らないと答える。

　するとエリカのまとう空気が、パッと明るいものに変化したような気がした。

「大事な話なのに聞かされてないの？」

　驚きと憐あわれみが混じったような言い方だった。急に態度が上から目線になる。

「菜摘さん、彼と結婚するんでしょう？　それなのに？　家族のことってとっても大事な話だと思うけど」

　エリカの言うとおりだし、菜摘もそう思う。お互いの気持ちはもちろん、その家族も大切だ。

　結婚を意識していない恋愛の段階ならまだしも、ふたりの場合は最初から結婚ありきで進んでいたのに、理仁はなぜ話してくれなかったのだろう。ミレーヌのパーティーで菜摘が打ち明けたときに、『じつは俺も』と話してくれてもよかったのに。

　でも……。

「お仕事が忙しくて話しそびれているんだと思います」

　理仁と気持ちが通じ合った今は悪い方向に考えたくなくて、自分にも言い聞かせるつもりで言う。

（きっとそうだよね。理仁さん、忙しいから）

　べつに変な意味はない。

「そうだといいけど。でも私ちょっと思ったの。お互いに両親を亡くしたっていう境遇が似てるから、理仁くんは菜摘さんと結婚しようとしてるのかなって。同情って言ったらいいのかな」

「……はい？」

　思いもよらないほうに話が転がっていく。

「理仁くん、自分と重ね合わせたんじゃないかな」

　エリカはあっけらかんと言ってクスッと笑った。笑うような話では決してない。

　理仁が菜摘に自分を重ね合わせていた？　同情したから結婚？

　そんなことで理仁が結婚を決めたとは思いたくなくて、菜摘に反発心が芽生える。

「違います。同情で結婚なんて」

「それじゃ、イチゴの新品種がほしかっただけなのかな」

　今度はイチゴまで持ち出してきた。

「菜摘さんのおじい様、一年中採れるイチゴを開発したって有名だから。それを独占したくて菜摘さんとの結婚を無理に進めたのね」

　エリカから繰り出される発言の数々が、じわりじわりと菜摘を追い詰めていく。

　彼女の言葉は以前、菜摘が心の片隅で考えていたことそのものだった。それ以外に、菜摘と結婚する理由がないから。

　ファインベリーはミレーヌにとって待ち望んでいる商材。それを手に入れたいと考えていたところに和夫から借金に関する相談があり、これ幸いと菜摘との結婚を条件に救済を了承した。

　理仁が菜摘を好きだというのは無理があると最初は感じていたくせに。彼に対する想いが大きくなるにつれて、それを奥深くに押し込めて見えないようにしたため忘れていたのだ。

　理仁がイチゴ目当てだと本当はどこかで知っていた。でも、彼を好きになる気持ちを止められなくて、無意識にそのことは考えないできた。

　そんな現実を彼女に突きつけられ、『違います』と胸を張って言えず、唇を噛みしめる。

「所詮、農家の娘でしょう？」

　その言葉は侮ぶ蔑べつにまみれていた。

　自分自身を悪く言われるのはまだ我慢できる。でも、イチゴ農園を蔑さげすまれては黙っていられない。

「私は誇りをもってイチゴを作っています。いくら理仁さんの古くからのご友人でも、そんなふうに言われたくありません」

　失礼を承知のうえできっぱりと言ったつもりだが、唇が震える。たぶんそれは、自分よりも理仁のことを知っているエリカに対する悔しさのせいだろう。

　まさか言い返されるとは思わなかったのか、エリカは一瞬怯んだように見えた。

「……そう。それならそれでいいんじゃない？　じゃ、私はこっちだから」

　気づけば駅の改札を抜けていた。エリカは左側のホームへ続く階段へ、機嫌がよさそうに去っていく。

　毅然と言い返したはずの菜摘だったが、心に黒い影が差す。エリカとは反対側の階段を重い足取りで上った。




「あれ？　なんでねえちゃんがいるんだよ」

　菜摘が久しぶりに自宅のキッチンで夕食を作っていると、アルバイトから帰宅した大地がつれないひと言を浴びせてきた。

「まるでいたらダメみたいな言い方しないで」

「そうじゃないけど、なんであっちに帰らないんだよ」

「たまにはいいじゃない。だいたいここは私の家でもあるんだから」

　母親のように手洗いとうがいをするよう大地に促し、完成したチャーハンと中華スープをダイニングテーブルに運ぶ。

　エリカと駅で別れたあと、菜摘は路線を変更して実家へ帰ってきた。どうしても理仁のところへ帰る気になれなかったのだ。

　理仁にはメッセージアプリで、【たまには大地に夕食を作ってあげたいので、今夜は実家に泊まります】とだけ送っておいた。伝え方が素っ気なかったと後悔したが、かわいいスタンプでチャラにする気持ちにもなれない。

　エリカが突然あんなことを言ってきたのは、おそらく彼を好きだからだろう。最初に彼女を見たときになんとなく感じた不穏な空気はそのせい。

　理仁の結婚に納得がいかず、せめてもの報いで菜摘に接触してきたに違いない。

　彼の両親のことは確かめていないからなんとも言えないとしても、ファインベリーを目当てに結婚しようとしていることは明らか。わかっていたくせに傷ついたのは、菜摘が本気になってしまったからだ。

　農園を救ってもらうのが目的だったのに、理仁の心までほしくなっている欲張りな自分に嫌気が差した。

「明日にはあっちに帰るんだろ？」

「うーん、でも、まだ台風の片づけも完全じゃないからね」

　帰るにしても、気持ちの整理をつけてからでないと無理だ。

「もしかして日高さんとケンカでもした？」

「ケンカなんてしてないよ」

　菜摘が勝手に落ち込んでいるだけ。

「そ？　ならいいけど」

　大地はスプーンを持って「いただきまーす」とチャーハンをすくって口に入れた。




◇◇◇◇◇




　ミレーヌの本社近くにある高級ホテルでは、パティシエたちが試行錯誤を重ねて作ったクリスマスケーキの見本がずらりと並んでいた。

　理仁が専務に就任した直後から開催されるようになった社内コンテストは、スイーツジャーナリストを中心としたメディアも招待され、業界からも注目されている。

　グランプリ以下、上位五品が後日発表になり、その年のクリスマスケーキとして各店で販売される予定だ。

　エリカをはじめとしたベテランのパティシエから若手まで、エントリーした作品は全部で十五。スイーツはもともとカラフルで目を楽しませるものだが、クリスマスケーキとなるとまた格別。デザイン性に富み、どれも見目麗しい出来栄えだ。

　招かれた社員やジャーナリストたちは、テーブルごとに置かれたケーキをひとつずつ試食し、見た目、味、目新しさなど七項目を審査し採点表に点数をつけていく。パティシエたちのアピール合戦も見もののひとつ。理仁も採点表を片手にじっくりと試食していった。

「理仁くん、私のはどうかな」

　七番目のテーブルで待ち構えていたのはエリカだった。

「山崎さん、ここでは〝社長〟で」

　ほかの人に聞こえないよう小声でたしなめる。プライベートならまだしも、仕事中は引きずりたくない。

　エリカはペロッと舌を出して肩をすくめた。

　社内でもエリカと理仁が高校時代の友人同士だと知れ渡っているが、だからこそ慣れ合いは避けるべき点。腕のたしかなパティシエでミレーヌにとっては大事な人材だが、彼女はときに距離感を見誤ることがあり、その点においては理仁も対応に苦慮していた。

　彼女が作ったのは、ホワイトとピンクのコントラストが鮮やかなケーキ。外側はミルキーでクリーミーなホワイトチョコのムース、内側は甘酸っぱいイチゴのコーティングが丁寧に施されている。カットすると、白、赤、緑といったクリスマスカラーが現れるのが斬新だ。

「さすが山崎さん。あっと思わせるのも上手だね」

「理、じゃなくて社長にそう言ってもらえるのがなによりもうれしい」

　イチゴのジュレ、イチゴのクリーム、ピスタチオのビスキュイの構成は王道ながらも洗練された味わい。さすがフランスで長く修業してきただけのことはある。

　だが、ほかのパティシエたちも負けてはいない。これは接戦になりそうだと、理仁はワクワクした。

「菜摘さんと話し合った？」

　エリカが唐突に妙なことを口走る。

「……なに、どういう意味だ」

　どうしてエリカから菜摘の名前が出てくるのか。それに話し合ったかとはどういうことか。

「この前、お友達とうちの店に来てね、そのときにちょっと話したの」

　友人と会うとは言っていたが、青山店に行ったというのは初耳だ。たしか四日前だったはず。それ以降、菜摘はハウスのメンテナンスや今冬向けの苗の準備で実家に泊まりきり。簡単なメッセージのやり取りだけになっていた。

　なるべく早いうちに和夫に挨拶に行き、入籍を済ませたいと考えているが、なかなかタイミングが合わない。

「それで彼女となんの話を？」

「理仁くん、ご両親のこと話し――」

「山崎さん、今回のこのケーキのコンセプトですけど」

　気になるひと言を彼女が放ったところで、スイーツジャーナリストのひとりが声をかけてきた。エリカは業界でも有名なパティシエのため注目度も大きい。

　理仁は彼女に〝またあとで〟と目で伝え、その場を離れた。




　コンテスト終了後、理仁は会場から出てきたエリカを捕まえ、ホール近くにある控室として使った部屋に引き入れた。

　白いコック帽を外したエリカは、コンテストで手ごたえを感じたらしく高揚した表情だ。

「コンテスト、お疲れ様」

「ありがとう。かなりいい出来栄えだったでしょう？」

「そうだね。それで菜摘となにを話した？」

　労いもそこそこに早速切り出す。

「やだなぁ、理仁くん。そんなにせっつかないで。疲れたから座ってもいい？」

　エリカはテーブルに収めてあった椅子を引っ張り出し、そこに腰を下ろした。理仁も座ったらどうかとエリカが隣の椅子を引いたが、理仁は首を横に振り、テーブルに体をもたせかけた。

「理仁くん、彼女にご両親の話をしてなかったのね」

「両親の話？　……菜摘になにか言ったのか？」

　目を細めてエリカを見つめる。

「理仁くんも両親を亡くしてるって」

「なんでそんなこと」

「結婚するんだもの、当然知ってると思うじゃない」

　エリカは眉根を寄せて言った。不満をあらわにした表情だ。

　そこで理仁は、ふと違和感を覚える。

「〝も〟ってなんだ」

　なぜエリカが菜摘の両親のことまで知っているのか。

　エリカは「ちょっと小耳に挟んだだけ」とそっぽを向いた。

　菜摘との結婚はまだ公にしておらず、社内で知っているのは秘書の戸田とエリカだけ。戸田が口を滑らせるとは思えないから、エリカ自身が調べたのだろう。

　だとしたら、なぜそんなことを。

　理仁の両親が亡くなったのは高校三年生のときだった。高速バスに乗車中、事故に巻き込まれ、ふたりいっぺんに。菜摘の両親が亡くなったのと同じ事故だった。

　菜摘に初めて会ったのは、バス会社が執り行った合同葬儀だった。

　嫌みなほどに青い空と対照的に、親族たちのすすり泣く声が響く会場内。一番うしろの席で肩を震わせていた理仁にそっとハンカチを差し出した少女、それが菜摘だった。彼女は泣きじゃくる幼い弟の手を握り、涙を懸命にこらえて唇を噛みしめていた。弟の手前、自分が泣くわけにはいかないと我慢していたのだろう。

　自分よりもずっと年下であるはずの菜摘の力強い眼差しが、弱っていた理仁の心を奮い立たせた。

　その菜摘の姿は理仁の脳裏に鮮烈に焼きつき、それからの理仁の支えのようなものでもあった。恋とは違う、同志に対するような感情とでもいったらいいのか。

　どこで暮らしているのかは知らないが、彼女だってきっとどこかでがんばっている。そう思えたからこそ、ここまでやってこられた。

　亡くなった父親の兄夫婦に子どもがいなかったためミレーヌの跡継ぎとして引き取られ、そうして十数年が過ぎたあるとき――。

　雑誌で見覚えのある眼差しを見つけた。間違えようもない。あのときの強く凛とした瞳のまま、美しい女性に成長した彼女がそこにいた。

　それからの経緯は言うまでもなく、菜摘がイチゴ農園を営む祖父のもとに身を寄せているのを知り接触を試みた。

　十数年ぶりの彼女は当時の面影を残したまま、生き生きとして理仁の前に現れた。

　――手に入れたい。

　瞬間、強くそう思った。

「理仁くんは自分と同じ境遇の彼女に同情しただけなんでしょう？　だからいきなり結婚なんて」

「同情？　まさか」

　菜摘に話せずにいたのは、当時のつらい記憶を思い出させたくなかったから。だが、いつまでも黙ったままでいるつもりもなかった。伯父たちに紹介するまでには話そう。そんなふうに考えていた。

「それじゃ、イチゴのためなんでしょう？　彼女のおじいさんが開発を成功させたっていう新品種のイチゴがほしくて」

「……まさか菜摘にそう言ったのか」

　脅すつもりはないのに自分でも驚くほど低い声になった。そのせいかエリカの頬がわずかに引きつる。

　菜摘がそれを聞いてどう感じたか、簡単に想像がついて胸がざわつく。

　好きだというのは口先だけ。本当の目的はファインベリーだったのかとショックを受けているだろう。素直な菜摘のこと、エリカの言葉をそのまま信じてしまったに違いない。だからこの四日間、理仁のもとに帰ってこないのだ。

（それなのに俺はそんなことも知らずに呑のん気きに過ごしていたとは、とんだ幸せボケだ）

　菜摘の気持ちを掴んで浮かれていた証拠。

「だ、だってそうでしょう？　でなきゃ農家の娘との結婚なんて考えるわけがないじゃない。それも経営が傾いたイチゴ園なんて。理仁くん、ミレーヌの社長なのよ？」

「だからなんだ」

「なんだって……」

　怒りを滲ませ、鋭くした目で射抜いた。エリカが忙しなく視線を泳がせる。

「俺はミレーヌの社長である前にひとりの男だ。どうして菜摘にそんなことを言った？　傷つくのがわかって言ったんだろう？」

　声こそ荒らげていないが、親しい間柄の相手に対するものとは思えないほど冷たく言い放つ。

「……理仁くんこそ、私の気持ちなんてまるで考えてないじゃない」

　エリカは膝の上で手を握りしめ、唇をわななかせた。

　いったいなんの話をしているのか。

「あとからのこのこ出てきて、いきなり婚約者だなんて納得がいかないって言ってるのよ」

　どうしてエリカを納得させなくてはならないのか。自分とエリカとの間には、高校時代の先輩後輩という関係以上のものはなにもない。そのあたりは一線を引いてきたつもりだ。

「誰のためにパティシエになったと思ってるの？」

　興奮しているのか、彼女の鼻がピクリと動いた。

　少なくとも自分自身のためではないと言いたいらしい。そしてそれは理仁のためだと言わんばかりだ。

「それを押しつけと呼ぶんじゃないか？」

　自分でもひどい言い方だと思うが、菜摘を傷つけられた怒りのほうが大きく、制御ができなかった。それでもこらえたほうだ。

　フランスでの修業から帰ってきた彼女が理仁のもとを訪ねてきたのは一年ほど前。友人や知り合いの関係性を社内に持ち込みたくはなかったが、熱心な彼女に負けてパティシエとして迎えた。世間ではなぜか、ミレーヌの強い希望でフランスの名店から引き抜いたと噂になっていたが。

　あちらで開催された大会でも入賞した経歴があり、その腕もたしかだったため、それに甘えた理仁自身も詰めが甘かったと言わざるを得ない。彼女から感じる好意を友人の延長線上だと見誤っていたのもある。

「な、なによ！　ミレーヌが超人気店になったのは私がいるからでしょ？　それなのにそんなこと言うの!?」

「たしかにエリカさんの名前が宣伝になったのはあるだろう。でもうちにはほかにも優れたパティシエがたくさんいる。彼らのおかげでもあるのを忘れないでもらいたい」

　エリカの顔が怒りに歪んでいく。眉はつり上がり、歯をぐっと食いしばった。美人パティシエが台無しだ。

「とにかく今後、菜摘を傷つけたらただではおかないから、よく覚えておいてくれ。金こん輪りん際ざい、彼女に近づくな」

「ばっかみたい！　なんなのよもう！　くだらなすぎて付き合っていられないわ！」

　冷静さを失った甲高い声が狭い控室内に反響する。エリカは手にしていた白いコック帽をフロアに乱暴に叩きつけ、鬼の形相で控室を出ていった。

　大切なユニフォームを大事に扱えないパティシエに未来はない。

　理仁はそれを拾い上げ、足早にホテルをあとにした。

　行く先はひとつ、菜摘のもとへ。




◇◇◇◇◇




　ビニールを張り替えたハウスで、菜摘は今年の冬に向けたイチゴの苗の定植をしていた。大地はアルバイトに行っているため、ひとりで黙々と苗を植え替えていく。

　なにも考えずにいられるのは、今の菜摘にとってありがたかった。動いていなければ余計なことばかりを考えてしまうから。

「菜摘さん？　いますか？」

　そんな声が聞こえてきたのは、そろそろ今日の作業を終わりにしようかという頃だった。顔を上げてハウスの出入り口を見ると、ＪＡの竹之内が顔を覗かせていた。

「竹之内さん、こんにちは」

　グローブを外し、ワークエプロンのポケットに入れていたタオルで額の汗を拭いながら、彼のもとへ向かう。

「お疲れ様です。定植ですか？」

　竹之内がにこやかな顔で問いかける。

「そうなんです。今日はどうしたんですか？」

「先日の台風の被害状況を見て回っているんです。見たところ佐々良さんのところは被害が少ないようですけど」

　竹之内は首をぐるっと回して辺りを見た。

「あ、そうじゃないんです。うちもかなりやられたんですけど、台風の翌日に復旧作業をしたので」

「え？　菜摘さん、おひとりで？」

　竹之内が目を剥く。和夫が入院中のため、そう思ったのだろう。でも、さすがにそれは無理だ。

「いえ、ひとりではとても」

「ですよね。あ、大地くんですか」

「ええ、まぁ大地も一緒でしたが」

「頼もしい弟さんですね」

　たしかにかなり頼もしくなった。もう、両親を亡くした頃のメソメソ泣くばかりの大地ではない。

　わざわざほかにも手伝ってもらったと言わなくてもいいだろうと、菜摘も竹之内に合わせてニコニコと返した。

「ところで菜摘さん、今日はまだ作業のほうはかかりそうですか？」

「そろそろ終わりにしようかなとは思ってますけど……？」

　竹之内はなにやら言いにくそうにしながら頬や鼻の下を擦る。

「……竹之内さん？」

「あぁえっとですね、その……よろしかったら夕食でもご一緒しませんか？」

「えっ？」

　突然の誘いに菜摘がポカンとしたときだった。

「大変申し訳ありませんが、それはできかねます」

　竹之内のうしろから、なんと理仁がやってきた。驚く竹之内の脇を通って菜摘の隣に立ち、彼女の肩を引き寄せる。流れるような華麗な仕草に見惚れているうちの出来事だった。

「理仁さん……」

　あれから四日。もやもやしていたため、イチゴの世話を理由にずっと帰らずにいたから会うのは久しぶりだ。

「あの、あなたは……？」

　まばたきを激しくさせた竹之内の目が、理仁と菜摘の間を行き来する。

「菜摘の婚約者です」

「……婚約……者？」

　理仁は胸もとから取り出した名刺を竹之内にスマートに差し出す。

　竹之内も慌てて名刺を出して交換し……。

「ミレーヌって、あの？　えっ、社長？」

　最後の言葉がワントーン上がる。

　竹之内もすぐにわかるのだから、やはりミレーヌの知名度は高いようだ。

「ええ。ＪＡさんだったんですね。菜摘がいつもお世話になっております」

　丁寧に受け答えをしているが、理仁の目はいっさい笑っておらず、友好的な雰囲気はまるでない。

「い、いえ、こちらこそ」

　それを感じ取った竹之内もタジタジだ。

「……菜摘さん、そんな方がいらしたんですか」

　このまま本当に結婚になるのかはわからなくなったが、今ここで否定するのはおかしいだろうと、菜摘は「はい」とだけ答えた。なんとなく目を見られず俯く。

「近々入籍をすることになっておりますので、妻となる彼女へのお誘いは今後差し控えていただけないでしょうか」

　お伺いではなく強制。絶対にするべからずといったニュアンスだった。

「は、はい」

　竹之内がじりっと後退りをするくらいだから、よほどの威圧感だったのだろう。

「……では、私はこれで失礼します」

　ペコッと頭を下げて回れ右。彼は足早に立ち去っていった。

　意図せず理仁とふたりきりになり、なんとも心細い。

　イチゴを作るのは大好きだし農家の娘であるのは誇らしいが、理仁のような素敵な男性が本気で自分を好きになるはずはなく、やはりファインベリーが目的だったのだと考えざるを得ない。家族の話すら聞かされていないのが、その証。

　理仁の気持ちに嘘はないと思ったのも束の間、エリカのひと言で自信は脆もろくも崩れ去っていた。

　でもそれでもいい。理仁がファインベリー目当てで結婚するのだとしても、農園は救えるし、大好きな彼のそばにもいられる。それなら今は彼の心が自分になくても、長い年月をかければ好きになってくれる可能性はゼロではないはずだ。

「理仁さん、いきなりどうしたんですか？」

　気を取りなおして明るく問いかけたが、理仁は真顔のまま。

「菜摘、ごめん」

　突然謝られて頭が混乱する。真っ先に浮かんだ謝罪の理由が、胸を鋭く突き刺した。

（もしかしたら、やっぱり結婚はやめようって言いたいのかも）

　菜摘に好きだと嘘をついた良心の呵か責しゃくに耐えかねてだとか、ファインベリーを待たなくてもおいしい四季成りイチゴを見つけたから、菜摘にはもう用はないとか。

　いくらでもネガティブな理由が浮かんできて収拾がつかなくなる。

「両親のことを黙っていて悪かった」

　想像とは違う話になり、思考が分断される。

「……え？」

　菜摘の耳に入ったのを理仁が知っているとしたら、発信元はひとつしかない。エリカから聞いたのだろう。

「隠しておこうと思ったわけじゃないのだけはわかってくれ。紹介するまでにはきちんと話すつもりだったんだ。でもそれを話したら、菜摘につらい過去を思い出させることになるからなかなかできなかった」

「私も両親を亡くしているからですか？」

　理仁の目がほんの少しだけ悲しげな色に染まる。

「俺の両親も高速バスの事故で亡くなったんだ。十四年前に」

「……十四年前？　高速バスの事故で？」

　まさかという思いが頭を渦巻く。菜摘の両親が亡くなったのも十四年前だ。

「菜摘のご両親と同じ事故だ」

「嘘……」

　思いもかけない話だった。理仁の両親もあの事故で亡くなっていたなんて。

　菜摘は口もとに手をあてて茫然としたまま、その先の言葉を見つけられない。

「バス会社の合同葬儀があったのを覚えてる？」

「うっすらとなら」

「そこで菜摘と初めて会った」

「えっ、あのときに？」

　十四年前の事故で一緒に両親を亡くしたうえ、理仁と会っていたとは。

「ひとり立ち尽くして泣いていた俺に、菜摘がハンカチをそっと差し出してくれたんだ。俺より幼いのに、泣きじゃくる弟の手をぎゅっと握って、自分は涙をこらえて」

　十四年前だから理仁は十八歳。高校生くらいの男の人にハンカチを手渡した記憶はまったくない。

「ごめんなさい。私、覚えてなくて」

「無理もないよ。菜摘はまだ十三歳だろう？　つらいことはできるだけ忘れたほうがいい」

　当時の記憶は断片的で、覚えているものも曖昧になっている。強烈に残っているのが、泣いている大地の手を握ったときの感触。弟は絶対に守ると強く誓った決意だ。

「あのときの菜摘の目が鮮烈に残っていてね。あの子もどこかでがんばってるだろうから、俺もがんばろうっていつも思ってた」

「そうだったんですか……。それじゃ、前に話していたご両親っていうのは……？」

「父親の兄夫婦に引き取られたんだ。子どもがいなかったから、ミレーヌの跡取りとしても希望されてね」

　菜摘と同じく親族のもとで十四年間、暮らしてきたという。

「そうしたら一年前、ある雑誌で菜摘を見つけた。この目だって、すぐにわかったよ」

　理仁はすぐに出版社に問い合わせ、佐々良イチゴ農園との取引を開始すべく動きはじめたという。そして和夫から負債の相談をされたときに、一も二もなく手を差し伸べようと思ったと。

「俺もいい大人だからそれなりに恋愛はしてきたし、再会するまでの菜摘に抱いていたのは同志のような感情だった。でも、会って話すうちに急速に菜摘に惹かれて、心からほしいと思った。俺だけのものにしたいって」

　思いがけない話が次から次へと出てくる。菜摘は胸を高鳴らせてそれを聞いているのが精いっぱい。理仁はそんな菜摘の手を取り、熱っぽい眼差しで見つめた。

「プロポーズしたのは、同情でもファインベリーが目当てでもない。心から菜摘がほしかったんだ」

　理仁が借金の話をしたときに『菜摘さんを手に入れたいから』と言っていたのは、本心から出た言葉だったのだ。嘘偽りのない本音だった。

「……ありがとうございます、理仁さん」

　うれしくてほかに言葉が見つからない。目の奥が熱くて、胸がものすごく騒がしい。

　握られていた手を引っ張られ、理仁に抱き寄せられる。

「あっ、ダメです！　私、汗かいてるから！」

　ハウスの中で作業をしていたため、当然ながら汗だく。そんな状態で理仁にくっつきたくはない。

「菜摘の汗なら大歓迎。甘くていい匂いだし」

「やっ、本当にダメなんです！」

　甘くていい匂いなんてはずはない。なんとか阻止し、理仁から距離を取る。

　菜摘を見る理仁の目は相当不満そうだ。

「とにかくシャワー浴びてきますから」

　菜摘は身を翻して、家の中に逃げ込んだ。




　菜摘がシャワーを浴びて茶の間に顔を出すと、アルバイトから帰宅した大地と理仁がふたりでお茶を飲んでいた。なんだかやけに友好的な空気を感じる。

「ねえちゃん、結婚する決意を固めたんだって？」

「え？　あ、うん、まぁ」

　理仁から聞いたようだ。あやふやな返事になったのは、照れが先行するせいだろう。

「よかったじゃん。日高さん、ねえちゃんにべた惚れみたいだし」

「や、やだな、やめてよ」

　そんな話を大地の前でするのはやめてほしい。

　菜摘はオロオロしているというのに、理仁ときたら余裕の笑みを浮かべている。まるで目の前の状況を楽しんでいるようだ。

「これから日高さんの実家に挨拶に行くんだって？」

「えっ!?」

　そんな話にはなっていない。とっさに理仁を見たら口角が三日月のように上がった。

「今、電話してみたんだ。そしたら、いいよって」

「そんないきなり」

　心の準備ができていない。なんの用意もしていない。ないないづくしだ。

「私、こんな格好じゃ行けません」

　Ｔシャツにデニムで夫となる人の育ての両親と初対面なんて不作法もいいところ。かといって、この家にワンピースやちょっとしたよそいきの洋服はない。そのうえ手土産もない。

「それじゃ、家に寄って着替えてからならいいだろう？」

　代替案、それも菜摘が一番気になる点を抑えられたら、文句のつけどころはない。理仁が菜摘のために用意したウォークインクローゼットには、目移りするほどたくさんの洋服がある。

　結局、理仁の提案を受け入れる以外になく、菜摘は大地に「幸せになれよ」と見送られて実家をあとにした。




　あれでもないこれでもないと、菜摘がクローゼットの中であれこれと引っ張り出していると、待ちきれなかったのか、理仁が顔を覗かせた。

「ちょっと待ってくださいね。今決めますから」

　なにしろミレーヌの会長夫婦、彼の育ての両親と会うのだから、そう簡単には決められない。

「菜摘、ちょっといい？」

　振り返って見た彼は、白い布のようなものを手にしていた。

「これ、見覚えないか？」

　そう言って理仁がそれを両手で広げる。

「……あっ」

　真っ白なハンカチ。その四隅にイチゴが刺繍されている。菜摘が母親に縫ってもらったものだったのだ。

「葬儀のときに菜摘が俺に差し出してくれたハンカチだよ」

　瞬間、菜摘の記憶の中にそのときの光景が蘇る。理仁に無言でハンカチを差し出す自分の映像だった。

　先ほど理仁から話を聞いたときにはハンカチを渡したままになっているとは思わず、それが理仁の手もとに今でも残っているなんて想像もしなかった。

　そのとき不意に、理仁が以前口走った言葉を思い出す。

『何度ももらいっぱなしにはできない』

　たしかパーティー会場で彼から万年筆をもらったときのことだ。

「ずっと持っていてくれたんですか？」

「挫くじけそうなときにこれを見ると、なんとなく勇気をもらえたものだよ」

　亡くなった母親が作ってくれたハンカチを、自分とはまったくべつの場所で大切にしてくれていた人がいた。そう思うと、なんともいえず胸が熱くなる。

「理仁さん、ありがとうございます」

「お礼を言うのは俺のほう。このハンカチが菜摘と俺をつないでくれたんだろうな」

　十四年の時を経て、こんなふうにして母親の遺したものに再会するとは。それも、理仁という最高の男性を引き連れて。

「これからは俺が菜摘を全力で守っていくから。絶対に悲しい思いもつらい思いもさせない」

「私もです。私も理仁さんを守ります」

　二度とあんなふうにして涙を流させたりしない。あのとき弟に対して思ったように強く誓う。

「頼もしい奥さんだ」

「まだ奥さんじゃないですけど」

「よし、これから伯父たちに婚姻届の証人欄にサインをもらってこよう。それで明日は菜摘のおじい様の病院に行って報告をして、その足で区役所だ。いいね？」

　理仁は菜摘の唇に軽くキスをして、しっとりとした目で見つめた。




　翌日、土曜出勤した理仁が夕方に帰宅してすぐ、菜摘たちは和夫の入院する病院へやってきた。もちろん、和夫にふたりの結婚を報告するためだ。

　つないだ手が照れくさくて、病室に入るときにはやけに緊張して深呼吸を繰り返すほど。いつも冷静で余裕綽々の理仁でさえ、肩に力が入っているように見えたから余計だ。

　和夫はまさかふたりそろって現れるとは思っていなかったようで、菜摘たちが顔を覗かせたときには老眼鏡をかけたり外したりで落ち着きを完全になくしていた。

「佐々良さん、改めて申し上げます。菜摘さんとの結婚をどうか許していただけないでしょうか」

　両脇に下げた手をピタリと合わせ、理仁が深く腰を折る。

「日高さん、頭をお上げください。許すも許さないも……」

　いきなり結婚の挨拶をされ、和夫はどう答えたものかといった感じに目を白黒させていた。

「菜摘さんにもようやく了承していただけたので、当初の予定どおりにこのまま結婚したいと考えております」

「そうでしたか……」

　感慨深げにうなずいたあと、和夫の視線が菜摘に向けられる。

「菜摘は本当にそれでいいんだね？」

　農園を抜きにした菜摘自身の気持ちを聞いているのだろう。優しく問いかける口調と眼差しだった。

　強くしっかりうなずいてから菜摘が続ける。

「理仁さんが好きなの」

　迷いもためらいもなにもない。素直な気持ちを和夫に打ち明けた。

　やけに清々しくて気持ちが晴れやかになる。それと同時に背筋がピンと伸びる思いだった。

　和夫の顔がにこやかになる。

「そうかそうか。日高さんを」

　うれしそうにうなずきながら、和夫は理仁と菜摘の顔を交互に見つめた。

　和夫が農園の安泰よりも菜摘の幸せを願っているのは、菜摘自身もよくわかっている。そうでなければ、最初に理仁が農園の存続と引き換えに結婚を提案したときにすぐさま乗っていただろうから。

　和夫は、リクライニング状態のベッドに預けていた体を起こして頭を下げた。

「日高さん、菜摘をどうかよろしくお願いします」

「はい。菜摘さんを全力で守っていきます。農園のこともお任せください。詳細につきましては、また追ってご説明に伺います」

　下げた頭を戻した理仁は、胸ポケットから封筒を取り出した。

「早速で申し訳ありませんが、こちらに署名をお願いしてもよろしいでしょうか」

　和夫が驚いたように目を見開く。

　理仁が和夫に差し出したのは、ふたりそろってサインを済ませた婚姻届だった。一方の証人欄にはすでに理仁の伯父の名前が記載されている。

　昨夜、理仁に連れられて、彼を引き取った伯父と伯母への挨拶は済ませていた。とても気さくな育ての両親で、理仁が言っていたように菜摘を歓迎してくれたのはなによりうれしかった。

　でもそれは、理仁が事前に菜摘とのことを細かに話してくれていたおかげ。ふたりから、ここ数カ月の理仁が口を開けば菜摘の話ばかりだったと聞き、照れくささよりも幸せな気持ちになれた。

「お許しをいただいたばかりなのにすみません。ですが、菜摘さんとできるだけ早く夫婦になりたいと思いまして」

「そこまで想われる菜摘は幸せですね。すぐにサインさせていただきます」

　筆記具を探してベッドサイドを見た和夫に、理仁がすかさずペンを差し出す。それは以前、菜摘が理仁にあげたイチゴ柄のボールペンだった。

　思わず菜摘は「あっ」と口走る。

「これ、菜摘の？」

　和夫の記憶にもあったのか、受け取ったペンをまじまじと見つめる。

「そうなんです。初めて佐々良さんの農園に伺ったときに菜摘さんから借りたまま、いただいてしまって。宝物です」

　理仁がまだそれを持っているとは思いもしなかった。使ってくれていたとしてもインクがなくなるか書けなくなるかして、とっくに破棄されたと思っていたから。

　ハンカチ同様に理仁が大事に使っているのを知り、そのうえ宝物だと言われてものすごくくすぐったい。

　和夫に無事サインをもらい、理仁と菜摘は病院をあとにした。




　その後、区役所の休日窓口に婚姻届を提出。ふたりは晴れて夫婦になった。

　緊張の面持ちで届けを出したが、「お預かりします」のひと言だけで拍子抜け。『おめでとうございます』もなかったため、菜摘は理仁と顔を見合わせて苦笑いだった。

　ドラマチックななにかがあるかというのは勝手な想像で、意外とあっさり夫婦になれるものだ。

　ふたりが帰宅すると、普段ならまだいるはずの美代子の姿がない。

「美代子さん、どこかに出かけたのかな」

　なにか買い出しにでも行ったか。でも、すべて綺麗に片づいていて家事をやりかけの様子もなかった。

「今日は早くあがってもらったんだ」

　ポツリと呟いた菜摘の言葉を理仁が拾う。

「そうだったんですか」

「今夜は入籍記念日。誰にも邪魔されずに菜摘とふたりきりになりたかったから」

　うしろから抱きすくめられ、心臓が飛び跳ねる。

「……あ、あのそれじゃ、私が夕食を作りますね！」

　さらに甘い空気が舞い降りる気配がして、恥ずかしさからわざと明るい声で理仁の腕をするりと逃れた。

「その必要はないよ」

　即座に手を掴まれ、ぐいと引き寄せられる。

「今夜は俺が作る」

「えっ？」

　思いがけない言葉だったため、菜摘の声が甲高くなる。

「お料理できるんですか？」

　てっきりできないとばかり思っていたけれど。

「いや」

「……え？」

「ほとんどやったことはない。あるとすれば目玉焼きくらいだな」

　菜摘は思わず吹き出した。

「やっぱりそうだと思いました」

「やっぱりってなんだよ」

　不満そうに菜摘を軽く睨にらむが、その目には照れも滲んでいる。

「ごめんなさい。でもお仕事で忙しいから、やりたくてもやれないだろうなって」

　素直に謝って、言い訳めいた言葉も続けた。

　そもそも美代子のような家政婦がいれば、料理する機会自体がないだろう。

「でも心配するな。今夜は美代子さんがレシピを残してくれてる」

　理仁はダイニングテーブルに置いてあった紙を手に取った。それを菜摘にかざして見せる。ほらね、といった表情だ。

　なんのレシピかと思ったらビーフシチューだった。食材は美代子が冷蔵庫に用意してくれているらしい。

「だから菜摘はこっちで待ってて」

　理仁は菜摘の体を反転させ、リビングまで背中を押した。菜摘の両肩に手を置いてソファに座らせる。

「大丈夫なんですか？」

「なんだよ、俺はずいぶんと信用されてないな」

　信用するしないではなく、目玉焼きしか作ったことのない人間が、レシピがあるからといっていきなり料理ができるのかという心配だ。包丁だって使ったことはあるのだろうか。

「まぁゆっくりテレビでも観てな」

　そこまで言っているのだから、必要以上に心配しなくてもいいだろう。せっかく理仁が作ってくれるというのだから。

「それじゃ、よろしくお願いします」

「任せてくれ」

　相当自信があるようだ。理仁はワイシャツの袖をまくり上げ、意気揚々とキッチンへ向かう。これでも飲んで待っていてと、紅茶まで淹れるサービスつきだった。

　ソファの背もたれに体を預け、ティーカップに口をつける。

（……ん、おいしい）

　いつだったか美代子が淹れてくれたフレーバーティーだ。甘い香りに癒される。

　菜摘がホッと息をついていると、ふとキッチンから大きな音が響いてきた。鍋かなにかを落としたような音だ。

　カップをテーブルに置いてキッチンに駆けつける。

「大丈夫ですか？」

　菜摘の声に振り向いた理仁は、苦笑いで肩をすくめた。

　ネイビーのエプロンがよく似合って素敵だと思ったのも束の間、シンク回りにはビーフシチューに必要のなさそうな野菜類が転がり、取り出した数々の鍋やフライパンが所狭しと並んでいた。

　いったいなにが起きたのかと目を疑うような光景。最初こそ驚いたものの、菜摘はそれを見て思わずクスクス笑いだした。

　理仁の仕事ぶりを直接見たことはないが、少なくともパーティーや農園に視察に来たときの毅然とした様子やスマートな仕草からは想像がつかない。料理に関しては壊滅的というギャップが、かえって愛しく思えた。

「参ったね。俺は料理に不向きと見える」

　ほとほと困ったという様子でおどける。いよいよ認めるしかなくなったらしい。

「あ、今、〝だから言ったでしょ〟って思っただろう」

「いえ、思ってないです」

　笑いをこらえて首を横に振る。

「いや、その顔は思ってる」

「言いがかりですってば」

「俺の目はごまかせないぞ」

　鋭くした目でじっと見つめられ、もはや菜摘も観念した。

「……ごめんなさい」

　菜摘が素直に謝るとは思っていなかったのか、理仁の目が点になる。

　その数秒後、ふたり同時に吹き出した。

「じゃ、奥さんの手を借りるとするか」

「お任せくださいませ、旦那様」

〝奥さん〟という言葉に恥ずかしくなったため、負けずに冗談めかして返す。理仁まで照れたように見えたから大失敗だ。

「そ、それじゃ、作りますね」

　あたふたしながら、まずは何種類も出された鍋の片づけからはじめた。

　必要なもの以外をもとの場所に戻し、ようやく料理スタート。玉ねぎやマッシュルームをスライスし、牛肉をひと口大にカットしていく。

「俺はなにをしたらいい？」

　ダイニングやリビングで待っているかと思いきや、理仁がシンクに手を突いて菜摘の顔を覗き込む。手伝いをしてくれるようだ。

「あ、では理仁さんはこのお肉をフライパンで炒めていただけますか？」

　軽く塩コショウを振り小麦粉をまぶした肉を指差す。

「よし、任せておけ」

　理仁はニコッと笑い、やけに張り切ってフライパンに油を引いた。




　思いのほか楽しいクッキングタイムを経て完成したビーフシチューは、ふたりの想いも詰まってとてもおいしかった。

　美代子が用意してくれていた、福ちゃんのパンも格別。ワインで入籍を祝い、料理を堪能し、先にお風呂を済ませた菜摘は寝室で落ち着きなくソワソワしていた。

　理仁とはすでに体を重ねている。しかし今夜は別格。なにしろ晴れて夫婦になったのだから。新婚初夜の響きが菜摘を挙動不審にさせていた。

　美代子を早く帰らせてふたりきりの時間を作ったのも特別な夜だからだろう。

　ドキドキと張り詰める心臓を宥めるべくスマートフォンでネットサーフィンしてみても、画面を目が滑るだけ。内容が頭になにも入ってこない。

　理仁が部屋に入ってきたのは、菜摘が諦めてスマートフォンをベッドに置いたときだった。

　あまりにも緊張していたため、鼓動と一緒に体が弾む。思わずピョンと立ち上がって両手を脇にそろえた。

「なんで直立不動？」

　そんな様子を見た理仁が破顔する。

「や、えっと……そうですね」

　本当にどうかしている。

　理仁によって部屋の明かりが落とされ、ベッドサイドのスタンドライトがやわらかなオレンジ色の光を放っていた。

　これからすることを否が応でも想像してしまう。

　大きなベッドに理仁と並んで座った。

「菜摘」

　名前を呼ばれただけで心拍のリズムが乱れるからたまらない。

「あ、あの、ふつつか者ですが、どうぞよろ――」

　形式ばった挨拶に逃げようとしたそばから、理仁に抱き寄せられた。

「やっと菜摘を手に入れた」

　耳もとで囁かれて息が止まる思いがする。

　理仁は菜摘を一度ぎゅっと抱きしめたあと、体を引き離した。間近で強制的に合わされた目はほかに行き場がなく、彼の瞳はライトの明かりと一緒に菜摘を映している。

　一点の曇りもない目で強く求められ、菜摘の心も理仁を欲して胸が高鳴る。それに押し出されるようにして想いの欠片かけらが口からこぼれた。

「理仁さん、好きです」

　言った途端、彼の瞳が揺れる。菜摘の頬を両手で包み込んだ。

「愛してるよ、菜摘」

　ほんの数センチの距離を理仁が一気に詰め、唇が重なる。チュッチュッと音を立てながら優しく吸って擦り合わせながら、理仁は菜摘をベッドにゆっくりと押し倒した。

　心臓が異常なまでに速く刻み、自分でも制御ができない。吸っているはずの酸素が足りないのは、理仁をもっとと欲しているせいか。彼の想いのすべてを余すところなく、この体に心に感じたい。

　キスが深くなるにつれて、甘い吐息が菜摘の口からこぼれていく。それに触発されたように、理仁の手が菜摘の体のラインをなぞり、パジャマの中に静かに滑り込んだ。

　素肌に触れた指先が思いのほか熱く、菜摘の体についた小さな火が徐々に大きくなっていくのを感じる。

　彼に触れられ、キスを落とされる場所からさざ波のように熱が広がり、これまで知っていたものとは違う感覚が全身を襲った。

　両手をつなぎ、キスを交わし合い、理仁に揺らされ、過ぎていく甘くも淫みだらな時間。

　ほかになにもいらないと思うほどの幸せに酔いながら、夜は更けていった。










十四年前から紡がれた恋の結末




　プライベートの充実は仕事に直結する。

　いつだったか伯父である会長が言っていたことがある。それにはよき伴はん侶りょを見つけるのがなによりだと。

　そういった持論があるからこそ、これまでにも伯父は何度となく理仁に縁談を持ち込んでいた。

　理仁はそれまでも仕事で手を抜いてきたつもりはなく、ミレーヌを背負って立つ人間として存分に力を発揮してきたが、伯父の言葉をまさに実感しているところである。

　菜摘と入籍して一カ月。毎日の張りの度合いが以前とは格段に違う。

　外資系高級ホテルへの次の出店が決まるなど仕事はさらに順調になり、妻という存在のありがたみを痛感していた。

「そういえば、山崎さんがフランスに戻られたそうですね」

　毎朝のルーティンである予定の確認を終え、戸田が思い出したように言った。

「そうなのか」

　一カ月前の社内コンテストでグランプリを逃したエリカは、理仁とのひと悶もん着ちゃくもありミレーヌを退社。その後、あてつけのようにライバル店のパティシエになったと噂で聞いたが、そこも辞めたようだ。

「あちらでまた腕を磨かれるんでしょうね」

　戸田は、理仁との間にあった一件までは知らないため、グランプリを逃した悔しさが退社の原因だと思っているだろう。

「そうだな」

　わざわざべつの理由まで明らかにする必要はない。

「それにしましても、社長のこの頃の顔色のよさといったらないですね。やはり新妻の存在というものは違うんでしょうか。しかし私も最初はファインベリー目当てだと思っておりましたが、社長も相当――」

　そこまで調子よく話していた戸田は、理仁の静かな目を見てハッとしたように口を押さえた。べつに威圧的に見ていたわけではないが。

「あ、いえ、すみません。余計なことでしたね」

　戸田がそう言いたくなるのは無理もないのかもしれない。理仁のデスクには菜摘と一緒に撮った写真が飾ってあり、まさに新婚を謳歌していると言っていいからだ。

「続けてくれて構わないけど？」

　どうぞと言った具合に手をひらりと上に向ける。

「幸せそうでなによりです」

　微笑みを浮かべ、戸田はかしこまって軽く頭を下げた。




◇◇◇◇◇




「やっぱり家はいいなぁ」

　そう言って茶の間で両足を投げ出したのは、退院してきたばかりの和夫である。

　医師からようやく許可が下り、思いのほか長引いた入院生活から解放された和夫の顔は清々しい。

「じいちゃんが帰ってきて、俺もうれしいよ。ひとりはやっぱり寂しいからさ」

　来年は社会人になる大地だが、菜摘も結婚して家を出たため心細さがあるのかもしれない。

「はい、どうぞ」

　三人分のお茶を淹れた菜摘は、ケーキの入った小箱も手にしている。

「ミレーヌのケーキか？」

「そう。今日はダブルでお祝いがあるから。ね？」

　首を傾けて大地とうなずき合う。

「ダブル？　ひとつは私の退院を祝ってくれるんだとして、もうひとつは？」

　心あたりがまったくないといった様子で、和夫は不思議そうだ。

「なんと、じいちゃん！　やっと届いたんだよ、品種登録完了の通知が！」

　和夫は目をこぼれるほど大きく見開き、「おおっ、そうか！」と顔をしわくちゃにした。

　農林水産省からファインベリーの登録が完了したとの知らせがあったのは一昨日。和夫の退院も決まっていたため、帰ってきたときに驚かせようと大地と相談していたのだ。

「おじいちゃん、おめでとう」

「じいちゃん、おめでとう。よかったな」

「ふたりのおかげだよ。こっちこそありがとう」

　ついうるっとしそうになったところで箱を開け、中からケーキを取り出す。

　以前、理仁とミレーヌに行ったときにエリカが新作として作っていたモンブランだ。あのとき言っていたように栗を模したマカロンがのっている。

「かわいらしいケーキだな」

「でしょう？　おいしいから早速食べよう」

　皿に取り分けたモンブランを和夫と自分の前に置き、甘いものが苦手な大地にはリンゴゼリーだ。

　これを作ったエリカはミレーヌを退職してフランスへ行ってしまったそうだ。理仁は深いわけを話してくれなかったが、郁子から聞いたところによると社内コンテストでの結果が振るわなかったのが原因だとか。

　彼女との間には理仁とのことでちょっとしたいざこざがあったため、正直に言うと菜摘的にはホッとしている。理仁に好意を寄せている女性が近くにいるのは、やはりどうしても気になってしまうから。

　いただきますと三人同時に口に入れ、そろって「おいしい！」とため息交じりの感想がこぼれる。エリカはちょっと苦手だったが、ケーキに罪はない。

「それとね、おじいちゃん、これは理仁さんからの提案なんだけど」

　先にペロッと平らげた菜摘は、フォークを置いて和夫に真剣な顔を向けた。

「人手を多くするのはどうかな。おじいちゃんの体も心配だし、これからファインベリーの出荷が始まったら、今よりもっと忙しくなると思うの」

　一季成りと四季成り、両方を栽培していくのは相当な労力だ。

「だけど、誰が手伝ってくれる？」

　負債の心配がなくなったとはいえ人を雇う余裕はないと言いたいのだろう。

「それがね」

　菜摘が説明をしようとした矢先、玄関からチャイムの音が鳴り響く。

「誰だろう。私、見てくるね」

　話をいったんストップして玄関へ向かうと、そこにいたのは理仁だった。

「どうしたんですか？」

「どうしたもこうしたもないよ。おじい様が退院されたのに顔を出さないわけにはいかないからね」

　理仁はお邪魔しますと上がり、茶の間へ向かう。和夫も大地も、理仁の登場には菜摘同様驚いていた。

　菜摘が座っていた隣に正座し、理仁がにこやかに笑いかける。

「退院おめでとうございます」

「お忙しいでしょうに、ご丁寧にすみません」

「菜摘の大事なおじい様ですから。それとお話ししたいこともあったので」

「今ちょうどその話をしていたんです」

　理仁の話と菜摘の話はたぶん同じだ。

「ミレーヌでは佐々良さんのイチゴ農園のほかにも契約している農家があるんですが、時代といいますか、後継者問題や人手不足などで悩んでいる農家さんが非常に多いんです」

　外国から労働者を迎え入れるパターンも今は多いと聞く。農業の世界でも漏れなく高齢化が進み、存続が難しい局面を迎えている農家も多いだろう。

「そうでしょうね。うちも菜摘は嫁に行きましたし、大地は一般企業へ就職が決まっていますから」

「おじいちゃん、私はまだまだイチゴを作るからね？」

　作らせてよ、という希望を込めて口を挟む。

　和夫は「わかってるよ」と宥めるようにして手をひらひらとした。

「そこでミレーヌで農業法人を立ち上げたんです」

「農業法人？」

　和夫が目をぱちくりとさせながら聞き返す。

「契約農家さんへの全面的なバックアップ体制をとれるようにして、人材面や経営面でサポートできるようにしたいと考えております」

　その法人から佐々良イチゴ農園に人を派遣しようと言うのだ。

「……ですが、それには当然ながらお金がかかるんですよね」

　和夫が難色を示すのも当然だろう。

「契約農家さんあってのミレーヌですから、その負担はいっさいありません。あくまでも目的は農家さんのサポート。うちはフルーツがなければ立ち行かなくなりますから。もちろん際限なく人の派遣はできませんが、おじい様の負担軽減はかなり見込めると思います」

　その派遣される人たちも、もともと農家をしていた経験者を集めているため、まったくの素人ではない。

「日高さんにそこまでしていただいて、なんとお礼を言ったらいいのか……」

「菜摘さんの大事なご実家ですから、誠心誠意尽くして当然です。それに、おじい様がいらっしゃらなかったら、菜摘さんとは会えなかったでしょうから」

　理仁は菜摘と目を合わせて微笑んだ。

　菜摘が和夫のもとへ来て、イチゴを作っていなかったら、理仁とはあの葬儀で出会っただけで再会はなかっただろう。一つひとつの積み重ねが今につながっている。

「こちらこそ、ありがとうございますとお礼を言う立場ですから」

　理仁はそう言って、カバンからクリアファイルを取り出した。

「こちらがその農業法人の定てい款かんになります。お時間のあるときにお目通ししていただければと思います」

「承知いたしました。いや、本当に日高さんにはなにからなにまで……。今後とも末永くどうぞよろしくお願いします」

　和夫と理仁はお互いに頭を深く下げ合った。




　実家をあとにし、ふたりは自宅にまっすぐ帰ってきた。

　菜摘たちが入籍して以降、美代子が通ってくるのは週に二度。新婚の邪魔はできないからと言うが、広い家のため菜摘たちだけでは掃除が行き届かず、彼女の存在はとても大きい。

　一カ月後には挙式も控え、その準備でも忙しい。

「理仁さん、それは？」

　車から降りた理仁は大きな箱を抱えていた。

「これは俺たちの式で振る舞われるウエディングケーキの見本」

「え！　ケーキ!?」

　その言葉に心が躍る。つい先ほど実家でモンブランを食べてきたばかりなのに、さらに食べたくなるのだから罪な食べ物だ。

「開けてもいい？」

「もちろん」

　理仁のオッケーをもらい、ワクワクしながら開ける。すると中にはミニチュアのウエディングケーキが三種類並んでいた。

「わぁ、すごい……」

「どれもイチゴをベースにしてスポンジ系、タルト系、ムース系のものだ。式のときにはファインベリーを使おう」

「それいいですね！」

「どれがいいかは菜摘が選ぶといい」

　それこそ目移りしてしまう。スポンジまでピンク色のもの、ピラミッドの形をしたもの、ハート型のもの、三つともイチゴをふんだんに使っている。このまま保存しておきたいほどかわいい。

　皿とフォークを準備して、早速試食の開始だ。

　まずはハート型のケーキから。みずみずしいイチゴの上にストロベリーソースがたっぷりとかかり、見た目からおいしさが溢れている。フォークを入れたら、タルト生地がサクッといい音を立てた。

　ひと口食べると、アーモンドと、濃厚で滑らかなカスタードクリームの調和が抜群。

「おいしい！」

　それしか感想が出てこない。

「理仁さんもひと口食べてください」

「俺はいいよ」

「ダメです。私たちの結婚式なんですよ？」

　手をひらりと振って遠慮した理仁の口もとに強引にフォークを持っていく。

「はい、あーん」

　理仁は少し照れくさそうに口を開いてタルトを迎え入れた。

「おいしいですよね」

「ミレーヌの有能なパティシエが作ったものだからね。でも俺は、ケーキをおいしそうに食べてる菜摘を食べたい」

「えっ？」

　菜摘が驚いているうちに唇が重なる。理仁はキスをしながら菜摘からフォークを取り上げ、テーブルに置いた。

「まさ、ひ……んっ、待っ……て」

「待たない」

　有無を言わせないキス。すぐさま口を割って入ってきた理仁の舌が、菜摘の舌をからめとる。

　タルトの甘い味が口の中全体に広がっていく。上顎が弱い菜摘はそこをくすぐられて力が抜けそうになり、理仁のシャツをぎゅっと握った。

　たちまち上がっていくキスの温度。それはふたりの体温もじりじりと上げていく。その先まで予感させるキスを菜摘は押しとどめた。彼の胸を両手で押し、唇が解ける。

「理仁さん、待って」

「なんで」

　理仁は不満げに目を細めた。

「ケーキを選ばなくちゃ」

　ふたりの結婚式のための大事なウエディングケーキなのだ。しっかりと味わって決めたい。

「俺よりケーキが優先？」

「そうじゃなくて」

　どっちが優先もなにもない。

「それなら、そのケーキを全部ウエディングケーキに採用しよう」

「え!?」

　いったいなにを血迷ったことを言っているのか。

「三つとも使うなら選ばなくてもいいだろう？」

　理仁は名案でも思いついたような、それでいてちょっといたずらっ子のような顔をして笑う。

「だから菜摘が今考えるべきなのは俺のことだけ」

「なんですかそれ」

　思わずクスクス笑う。

「今の笑うところじゃないぞ」

　理仁は菜摘の両頬を軽く摘まんだ。

「だってケーキにヤキモチ焼いてるみたいで」

「悪かったな。嫉妬深い男で」

　不服そうに眉根を寄せる。そんな顔でさえ愛しい。

「でもケーキだけじゃない。イチゴには猛烈に焼けるね」

「イチゴにまで？」

「菜摘は朝から晩までイチゴで頭がいっぱいだろ？」

「そんなことないです」

　もちろん苗の生育状況だとか今年の動向はどうだろうとか、ファインベリーのことも気にはなる。でも、さすがに朝から晩までではない。

「いや、菜摘の頭の中はイチゴでいっぱいだ。俺だけ菜摘に溺れていたら悔しいから、たまには俺だけで満たしてやる。これは愛のある報復」

　そう言ってチュッと音を立てて唇に触れる。

　そんな報復ならいつだって大歓迎。菜摘もキスで返す。

「理仁さんは別格です。イチゴはこうして抱きしめてくれないし、キスもしてくれないですから」

「手と口があってよかったって、今ほど思ったことはないよ」

　クスッと笑い、コツンと額を合わせる。間近で絡んだ熱視線に胸が高鳴っていく。

　理仁の愛はイチゴよりもとびきり甘くて、一度ハマったら絶対に抜け出せない。

　そんな彼のそばが菜摘の居場所であって、そこにずっといたいと願う。

「理仁さん、私を見つけてくれてありがと」

　理仁が雑誌を見ていなかったら、今の菜摘は彼を知らないまま。十四年前に差し出した母のお手製ハンカチが、こんなに大きな幸せを運んでくるとは思いもしなかった。

　まるで導かれたような再会が菜摘を途方もない愛で包み込む。

「菜摘、一生俺に愛される覚悟はいいか？」

「はい。でも理仁さんも覚悟してくださいね。私もたっぷり愛しますから」

　ふふっと笑い合い、どちらからともなく唇を重ねたふたりは甘いキスで愛を誓い合った。
















特別書き下ろし番外編










神聖な未来を待ちわびて




　ふたりが結婚して間もなく一年が経過しようという夏のはじまり。佐々良イチゴ農園はファインベリーの出荷で大忙しである。

　ミレーヌが立ち上げた農業法人から派遣された人たちのおかげで作業は滞りなく進み、農園は以前とは比べ物にならないくらいに活気づいている。

　ファインベリーは味も形も申し分ないと各所で評判になり、メディアからたびたび取材されることもあり大人気だ。

　結婚して家を出たとはいえ、イチゴは菜摘の生きがいのひとつ。時間が許す限り実家へやってきて作業する日々を送っている。

　しかしこの頃は、ある事情で思うように動けなくなりつつあるため、かえって邪魔になっていると感じることも少なくない。

「こら菜摘、そんな重いものを運んだらダメじゃないか」

　イチゴでいっぱいになったカゴを持ち上げようとしたら、すかさず和夫に叱られた。

「このくらい平気だってば」

　たかだか数キロ。運べないわけがない。

　よいしょとかけ声をあげると同時に和夫が取り上げる。

「そうはいくか。今は大事な時期なんだ。なにかあってからでは遅いんだぞ？」

　諭すように言われれば、それ以上は反論できない。

　じつは、菜摘のお腹には新しい命が宿っているのだ。

　ちょうど六カ月。妊娠初期はつわりがひどかったが、五カ月に入る頃には不思議なくらいにぴたりとおさまった。しかし安定期に入ったのに、理仁をはじめとした周りの人たちの過保護ぶりは半端ではない。順調だから大丈夫という菜摘の言葉に耳を貸す者は誰ひとりいないときた。

「体に障るから、菜摘はそろそろ上がりなさい」

「でも理仁さんが迎えに来るまであと少し」

　今日は土曜日だが理仁は仕事に出ており、帰りにここへ寄ってくれる予定になっている。三時くらいになると言っていたから、もう少し先だ。

　摘みどきのイチゴがまだたくさんあるから、時間の許す限り摘んでしまいたい。

「ほんとイチゴのことになると菜摘は頑固なんだからなぁ」

「おじいちゃんに言われたくないよ」

「ハハッ、それもそうだな」

　不満顔で言い返したら、和夫は楽しそうに笑い飛ばした。

　頑固さは一途さにも通じる。その思い入れがあったからこそ、ファインベリーの誕生があったのだ。

「血は争えんな」

　和夫がそう言って頭をかいていたら、「こんにちは」と声がかけられた。理仁だ。

「理仁くん、土曜日だっていうのにお仕事お疲れ様」

〝日高さん〟と呼んでいた和夫も、すっかり〝理仁くん〟が定着している。孫娘の婿も同じようにかわいいのだと、いつだったか和夫が話していた。

「おじい様こそ、毎日休みなく働いていらっしゃるじゃないですか」

「だけど昔に比べたら、理仁くんのおかげでだいぶ楽になったからなぁ。ほんと助かってるよ」

「こちらこそ、いつもおいしいイチゴをありがとうございます」

　理仁は丁寧に腰を折ってから、菜摘のほうを見た。

「おかえりなさい。思ったより早かったですね」

「菜摘の顔を早く見たいから超特急で仕事を終わらせてきた。体調はどう？　何事もない？」

「……はい」

　理仁は和夫の前だろうが平気で甘い言葉を使うから、菜摘はそのたびに気恥ずかしくてたまらない。未だにうまい切り返しができないときている。

　顔を赤らめて俯く菜摘を見て、理仁がクスッと笑みをこぼす。

「仲がいいのはなにより。今ちょうど菜摘にそろそろ上がりなさいと言っていたところだったんだ」

「そうでしたか。……でも菜摘ももう少しイチゴに触れていたいようですし、私にもお手伝いさせてください」

　すでにジャケットを脱いで現れた理仁が、ワイシャツの袖をまくり上げる。外したネクタイは無造作にスラックスのポケットにねじ込んだ。

　さすがは夫。菜摘の気持ちを簡単に見抜く。

「それはもちろん」

　和夫の了承を取りつけ、どこか楽しそうにイチゴの収穫に取りかかる。

「菜摘はあまり無理しないように」

「はい。理仁さん、ありがと」

　ふたり並んで丁寧に摘み取りはじめた。




　夕方近くまで農園にいたふたりが帰宅したのは七時過ぎ。外で夕食を済ませて帰ってきた。

「理仁さん、先にお風呂どうぞ」

　あらかじめタイマーをセットしておいたため、すぐに入れる状態だ。

「菜摘が先でいいよ」

「理仁さんが先で」

　お互いに譲り合って順番が決まらないのはよくあるパターン。そうなると最後には……。

「じゃ、一緒に入ろう」

　ふたりで入ることになる。

「菜摘もそうしたくて俺に譲ったんだろう？」

「ち、違いますっ」

　菜摘の手を取って引き寄せた理仁に否定するが、彼はまったく信じていない顔だ。ニッと口角を上げていたずらっぽく笑う。

　本気で嫌なわけではないが、一緒に入ることに抵抗を覚えはじめているのも事実。というのも、この頃急にお腹がふっくらとして、腰回りもしっかりとしてきた。妊娠しているからそれはあたり前でも、ラインが変わってきた体を理仁に見られるのは少し恥ずかしい。

「素直じゃないな、菜摘は」

　そう言いつつ、バスルームに菜摘の手を引いていく。

「理仁さん、待って」

「なんで」

「恥ずかしいの」

「今さらなに。いつも一緒に入ってるじゃないか」

　たしかにこれまではそうだったけれど。

「お腹が出てきたし」

「赤ちゃんがいれば当然だろう？」

「お尻も大きくなって、腰のあたりも肉づきが……」

　ぼそぼそと言い訳をしてみるものの、パウダールームの扉は閉められ、今さら逃げられない。

「もしかして菜摘は、体の線が変わってきたのを気にしてるのか？」

「気にしてるというか、ちょっと恥ずかしい」

　だからといって妊娠前にスタイル抜群だったわけではない。

「ここに大事な命が宿っているんだ。それを守ろうとしている体を恥ずかしいなんて思う必要はない」

　理仁は菜摘をうしろから抱き込むようにしてお腹に優しく触れた。あたたかくて、なんだかとてもホッとする。

「菜摘の体はどんな状態でも、俺にとっては特別。そもそも神聖な体を恥ずかしいなんておかしいだろう？」

「神聖？」

「ここにふたりの愛の結晶が宿ってるんだ。神聖以外になにがある？」

　ふたりの愛の結晶が、今ここに。

　理仁の手に自分の手を重ねた。

　改めて彼にそう言われると妙に説得力がある。

「……そうですよね」

　変わりつつある体が、途端にものすごく愛しく大切なものに感じられた。

　理仁は菜摘の髪にキスを落とし、洋服を脱がせていく。あっという間にふたりそろって裸になり、熱いシャワーを流し合う。ふわっふわの泡で洗いっこするのも、いつものことだ。

　広いバスタブで理仁にうしろから抱かれるようにして座る。彼の手は大事なものを包み込むようにして菜摘のお腹にあてられた。

「そろそろ名前を考えてあげないといけないな」

「どんなのがいいかな」

　性別が不明のため、用意した姓名判断の本もパラパラとめくる程度。先日の定期検診では女の子っぽいと言われたが、まだ断定は禁物だという。

「男の子と女の子、両方の名前を考えておこうか」

「そういえば……ふふっ」

　つい笑い声が漏れたのは、あることを思い出したせいだ。

「なに、どうした？」

「大地が、この子をある名前で呼んでるんです」

「大地くんが？　なんて？」

　理仁が興味津々に聞き返す。

「イチゴちゃん」

　理仁はふっと吹き出した。

「なるほど、イチゴちゃんか。それはまた菜摘の子どもにぴったりの名前だな」

「会うたびにお腹にそう呼びかけてくるんです」

　いくら菜摘がイチゴ好きだからといって、子どもにはちょっとつけづらい名前だ。

　まだ性別がわからないのでベビー服などは買えないが、イチゴの柄が入っているおくるみを見つけてつい買ってしまった。

「弟に名づけの決定権を譲るわけにはいかないから、残念ながらその名前は却下だな。……って今、動かなかったか？」

　お腹に両手をあてていた理仁が、驚いたように菜摘の顔を覗き込む。

「ですよね！　私も感じました」

　これまでにも胎動らしきものを感じるときはあったが、動きが小さく皮膚の痙けい攣れんと大差がなかった。でも今のは、はっきりそうだと言いきれる。

「すごいな。本当にここに俺たちの子どもがいるんだ」

　理仁がしみじみと呟く。

　女性と違って妊娠を体感できない男性は、なかなか実感を持てないものなのかもしれない。でもこうしてふたりで一緒に胎動に触れて、そこに確かに命が宿っているのを感じるのは意味深いものだろう。

「さっき理仁さんは神聖だって言ってくれたけど、本当にそうですよね」

　ふたりの愛が目には見えない形となり、細胞分裂を繰り返して今ここにいる。生まれてくるときを静かに待っているのだ。

「今初めて胎動に触れたら、余計にそう思うよ」

「私も、体のラインなんてどうでもよくなりました」

　最強にして最高。そんな高揚感に包まれる。

「だろう？　そもそもどんな菜摘でも愛しさに変わりはないから」

　理仁の唇が頬に触れる。反射的に振り向いたら、今度は唇が重なった。

　触れては離れ、離れては触れを繰り返し、キスが熱を帯びていく。

「菜摘、愛してる」

　キスを続けながらこぼれた吐息交じりの言葉が、菜摘の体の芯に小さな火をつけた。そしてそれは「私も、愛してます」と返すと同時に大きくなっていく。

「お腹の子も菜摘も、生涯愛しぬくから」

「……どうしよう、幸せすぎて」

　両手で抱えきれないほどの愛に今にも溺れてしまいそうになる。

「これからもっと幸せにする。菜摘が鬱うっ陶とうしいって思うくらいにね」

　理仁は軽い音を立てて唇を吸い、菜摘の耳もとで甘い声で誓った。

　これから先は、ふたりではなく三人で――。

　少し先にある未来が、菜摘の心を途方もなく幸せな色で染め上げていった。
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あとがき




　こんにちは、紅カオルです。この度は本書籍をお手に取ってくださり、誠にありがとうございます。




　このお話の執筆中は夏真っ盛り。無性にイチゴが食べたくて仕方がありませんでしたが手に入らず、悶々とした日々を送りました。その代わりといってはなんですが、編集作業に取り掛かった頃はまだ旬だったため、恨みを晴らすべく？たんまりと食べた次第です。

　今回の執筆にあたっては、知り合いのイチゴ農園さんに度々お話を聞かせていただき、あれこれ教えていただきました。一年中収穫ができる四季成りという品種があるのを知ったのもそのときです。一季成りに並ぶほど甘くておいしいものはまだ開発されていないそうで、本書の中でそれを実現させてしまいました。いつかそんなイチゴが開発されるといいなぁという期待も込めて。




　何年も前に手離したものが、長い時を経て手元に戻ってくるという展開が好きなため、政略結婚に絡めて書いてみましたが、お楽しみいただけたでしょうか。

　昔の些細な出来事が現在に繋がる。身の回りのほとんどが、そうして起きているように思います。そんなことをふと考えながら、あのときのあれは……とついつい思いに耽りながら、今こうしてあとがきを書かせていただいております。




　なんだか収拾がつかなくなってきましたが、この度もたくさんの方々のおかげで本書籍を世に送り出すことができました。できるだけ多くの読者様にお手に取っていただけますよう、そして束の間、楽しいひとときを過ごしていただけますよう願ってやみません。

　私にかかわってくださった皆様にお礼を申し上げます。いつも本当にありがとうございます。

　またこのような機会を通してお会いできますよう……。




紅くれないカオル
















この物語はフィクションであり、実在の人物・団体等には一切関係ありません。
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